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調査の概要 

1 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 ─  

 ─  

本調査は、令和６(2024)～令和８(2026)年度を計画期間とする「中央区高齢者保健福祉計画・第９期介

護保険事業計画」の策定に向けて、中央区の要介護・要支援認定を受けていない一般高齢者等および要介

護・要支援認定者の生活実態、介護保険サービスを提供している事業者および医療機関の実態等を把握し、

必要な資料を得ることを目的として実施した。 

 

 ─  

本調査は、中央区の高齢者に対する調査（調査Ａ～Ｄ）、区内の介護保険サービスを提供する事業者に

対する調査（調査Ｅ）および医療機関に対する調査 (調査Ｆ)の３つに大別される。 

高齢者に対する調査には、区の独自調査に加えて、 計画策定のためのツールとして国から示された「介

護予防・日常生活圏域ニーズ調査」（調査Ｂ）および「在宅介護実態調査」（調査Ｄ）を含む。 

調査結果から把握した実態やニーズを踏まえた施策の検討を目的として調査設計を行っており、それぞ

れの調査において、地域包括ケアシステムを構成する６つの分野「健康づくり（介護予防）」・「生活支援」・

「認知症ケア」・「医療」・「介護」・「住まい」から対象者に合わせて項目および設問を設定している。 

今回は、新型コロナウイルス感染症の拡大という大きな社会変化や高層住宅が年々増加し続けている本

区の現状を捉えた設問を追加し、実態をより多面的に把握するとともに、回答者の利便性向上と高齢者分

野でのデジタルツールの活用を目的としてインターネットによる回答方法を導入するなどの新たな取組

を行った。 

高齢者が住み慣れた地域での生活を最期まで自分らしくいきいきと継続できるように、中央区スタイル

の地域包括ケアシステムを一層深化していくため、この調査によって見えてきた課題等を施策の検討に活

用していく。 
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₡ ─ ₢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎対象者の抽出基準日：令和４年 10月１日 

◎要介護・要支援認定者には、40～64歳の第２号被保険者は含まない。 

 

 

 ⅔╟┘  

(1)  

令和４年 10月 20日（木）～令和４年 11月９日（水） 

 
(2)  

郵送配布、郵送またはインターネットにて回収、ハガキによる督促礼状１回 

※「在宅介護実態調査」(調査Ｄ)は、令和４年６月～10月の間、認定調査員の聞き取 

り方式により実施した。 
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3 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

(3) ᶍ ᴲ ᴲ  

 

    

調査Ａ 

高齢者福祉に関する生

活実態調査 

要介護・要支援認定を受

けていない 55歳以上の

区民（一般高齢者等） 

 

【抽出調査】 

一般高齢者等の意識や生

活実態、健康づくりの取組

状況や生活習慣、社会活動

への参加状況からみた課題

やニーズを把握する。 

・対象者数：3,000人 

・有効回答数：1,731件 

（郵送:1,326、インターネッ

ト:405） 

・回収率：57.7％ 

調査Ｂ 

介護予防・日常生活圏

域ニーズ調査 

 

 

 

 

 

要介護・要支援認定を受

けていない 65 歳以上

の区民（一般高齢者）、 

総合事業対象者（※） 

および要支援認定者 

 

国による必須調査 

【抽出調査】 

介護状態になる前の高齢者

のリスクや生活状況等を調

査し、国の地域包括ケア「見

える化」システムによる地域

診断を活用して、地域の高

齢者の抱える課題やニーズ

を把握する。 

・対象者数：2,500 人 

・有効回答数：1,859 件 

（郵送:1,721、インターネッ

ト:138） 

・回収率：74.4％ 

調査Ｃ 

要介護・要支援認定者

調査 

要介護・要支援認定者 

 

 

 

【抽出調査】 

要介護・要支援認定を受け

た地域の高齢者の生活実

態、生活状態からみた課題

やニーズを把握する。 

・対象者数：3,500人 

・有効回答数：2,092件 

（郵送:1,903、インターネッ

ト:189） 

・回収率：59.8％ 

調査Ⅾ 

在宅介護実態調査 

在宅で生活している要

介護・要支援認定者のう

ち、調査期間(令和４年６

月～10月)中に更新申請

または区分変更申請に

伴う認定調査を受けた

者 

国による必須調査 

【全数調査】 

「介護離職をなくしていくた

めにはどのようなサービス

が必要か」といった観点か

ら高齢者等の適切な在宅生

活の継続および家族等介護

者の就労継続などの実現に

向けた介護サービスのあり

方を検討する。 

・対象者数：305人 

・有効回答数：305件 

（認定調査員による聞き取

り:305） 

・回収率：100.0％ 

調査Ｅ  

介護保険サービス事業

所調査 

区内の介護保険サービ

ス事業所 

 

 

 

 

【全数調査】 

介護保険サービス事業所が

提供するサービス内容や医

療との連携などの実態と課

題を把握することによって、

介護保険サービスの質の向

上に向けた方策を検討す

る。 

・対象事業所数：96 

・有効回答数：60件 

（郵送 :38、インターネッ

ト:22） 

・回収率：62.5％ 

調査Ｆ   

在宅医療・介護に関す

る調査 

区内の医師会、歯科医

師会、薬剤師会の会員

（医療機関） 

 

【全数調査】 

医療機関側からみた在宅療

養支援の実態や課題等を把

握する。 

・対象機関数：603 

・有効回答数：299件 

（郵送:203、インターネッ

ト:96） 

・回収率：49.6％ 

 

※「総合事業対象者」とは要介護・要支援認定を受けていないが、生活機能の低下がある方を指す。 
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( ) ֩ D ᶍ֪ ᴴ ᶊᶃᵣᶅ 

 

ӡ  

厚生労働省から配布された集計・分析ソフトを用いて、調査結果および認定データを関連付けし、その

クロス集計等のデータによる分析を行う。 

クロス集計は、認定データから得られる現在のサービスの利用状況、要介護度、認知症日常生活自立度

等に本人や家族等介護者の生活状況を合わせた分析を行い、「要介護者の在宅生活の継続・介護者の就労

継続」および「支援・サービスの提供体制の検討」に向けた視点からのクロスを加え、Ａ票・Ｂ票の調査

結果に加えた。 

 

Ӣ ᶍ  

【サービス利用の分析に用いた用語】 

用語 定義 

未利用 
「住宅改修」、「福祉用具貸与・購入」のみを利用している方につ
いては、未利用として集計 

訪問系 
（介護予防）訪問介護、（介護予防）訪問入浴介護、（介護予防）
訪問看護、（介護予防）訪問リハビリテーション、（介護予防）居
宅療養管理指導、夜間対応型訪問介護を「訪問系」として集計 

通所系 
（介護予防）通所介護、（介護予防）通所リハビリテーション、（介
護予防）認知症対応型通所介護を「通所系」として集計 

短期系 
（介護予防）短期入所生活介護、（介護予防）短期入所療養介護を
「短期系」として集計 

そ
の
他 

小規模多機能 
（介護予防）小規模多機能型居宅介護を「小規模多機能」として集
計 

看護多機能 看護小規模多機能型居宅介護を「看護多機能」として集計 

定期巡回 定期巡回・随時対応型訪問介護看護を「定期巡回」として集計 

【サービス利用の組み合わせの分析に用いた用語】 

用語 定義 

未利用 上表と同じ 

訪問系 上表の「訪問系」もしくは「定期巡回」のみの利用を集計 

訪問系を含む組み合わせ 
上表の「訪問系」＋「通所系」、「訪問系」＋「短期系」、「訪問
系」＋「通所系」＋「短期系」、「小規模多機能」、「看護多機能」
の利用を集計 

通所系・短期系のみ 
上表の「通所系」、「短期系」、「通所系」＋「短期系」の利用を
集計 
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ӣ ḏᴻḇᵩᶧᶒ ᵶᶅᵣᶪ  

【介護保険認定データ】 

① 年齢 

② 性別 

③ 要介護度（二次判定結果） 

④ 障害高齢者の日常生活自立度 

⑤ 認知症高齢者の日常生活自立度 

⑥ サービス利用の組み合わせ 

⑦ 訪問系サービスの合計利用回数 

 ⑧ 通所系サービスの合計利用回数 

 ⑨ 短期系サービスの合計利用回数 

【在宅限界点の向上のための支援・サービスの提供体制に関する分析】 

① 要介護度別・認知症自立度別の介護者が不安に感じる介護 

② 要介護度別・認知症自立度別のサービス利用の組み合わせ 

③ 要介護度別・認知症自立度別のサービス利用の組み合わせの内訳 

【仕事と介護の両立に向けた支援に関する分析】 

① 主な介護者の就労状況別・世帯類型 

② 主な介護者の就労状況別・本人との関係 

③ 主な介護者の就労状況別・主な介護者の年齢 

④ 要介護度別・認知症自立度別の就労継続見込み（フルタイム・パートタイム勤務） 

⑤ 就労継続見込み別・主な介護者の働き方の調査（フルタイム・パートタイム勤務） 

 

Ӥ ᵼᶍ  

  この調査におけるクロス集計表中の調査数は、配布された集計・分析ソフトに基づく集計結果をそのま

ま記載しており、ソフトの仕様上、同項目でも一致しない場合がある。 

 

֩ ֪ ᶍ ᶊᶃᵣᶅ 

本調査では、本区に多い高層住宅のコミュニティの状況を把握するために、「住まいの階に関する質問」

を一部の調査に追加し、集合住宅の居住階別のクロス集計を行った。 

また、居住形態に関して、本調査と内閣府調査の結果の比較を行っている（Ｐ12）。 

  

＜Ｐ12の「内閣府調査」＞ 

調査名 令和３年度 高齢者の日常生活・地域社会への参加に関する調査 

調査の目的 

高齢者の日常生活および社会活動への参加などに関する実態と意識を把握

し、令和４年版高齢社会白書の内容等の検討に当たっての基礎資料とすると

ともに、今後の高齢社会対策の推進に資するため 

調査対象 全国の 60歳以上（令和３年 11月１日現在）の男女 

有効回収数 2,435 人（回収率 60.9％） 
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₡ ─ ₢ 

 
 H (ð)ᶊᶃᵣᶅ 

回収率(％)は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合がある。 

 

 H ᶍ ᶊᵡᵾᶂᶅᶍ ᶊᶃᵣᶅ 

本報告書における図表の記載にあたっては、回答の選択肢の文言を一部簡略化している場合がある。 

 

 H ᶊᶃᵣᶅ 

複数回答を認める設問では、各選択肢の回答率は実際の回答者の実人数に対する各選択肢の回答者の実

人数の割合であるため、回答率の合計が 100％にならない場合がある。 

 

 H Nᴂ ᶍb ᶊᶃᵣᶅ 

図表内の「Ｎ」は回答者数を表している。 

図表内の「0.0」は数値がないことを表している。 

 

 H ᷄ḵḁ ᶍוֹ ᶊᶃᵣᶅ 

本調査では各質問について性別、年代別等によって分析する「クロス集計」を行い、特徴の見られるも

のについてはクロス集計表等を掲載し分析を記述しているが、回答者数の少ないもの、特に差が見られな

いものについては掲載していない。 

また、設問によっては、その問に回答していない「無回答」を集計から除くため、単純集計の回答者数

とクロス集計の回答者数の合計が一致しない場合がある。 

 

 H ╓( ╓)ᶊᶧᶪ ᶊᶃᵣᶅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

高齢者の身近な生活圏域で、高齢者の生活の継続性

が確保されるサービス提供体制を整備するため、「日常

生活圏域」を定めている。本区においては、区民が最

も馴染んでいる生活圏域であるとの観点から、「京橋地

域」、「日本橋地域」および「月島地域」の３地域を日

常生活圏域として設定している。 
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クロス集計表は、横軸の属性による集計結果のうち、最も割合 

の高い項目を網掛けしています。 

₡Ɑכ☺─ ₢ 

 o ⌂ ─  

 「区の健康診査」が 30.1％、「通院」が 26.5％ 

 

8-1 №⌂√│⁸ ╛ ⌐╟╡ ⌐ ╩ ⇔≡™╕∆⅛ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、大きな差は見られない。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「会社の健康診断」および「人間ドック」の割合が

高い。75～84歳は他の年代と比べて「区の健康診査」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶍ

30.1 

ᶍ

21.5 

ḑḋ᷄

13.0 

╪

26.5 

ᵶᶅᵣᶉᵣ

7.8 1.2
N֩=1,731 ֪

(%)

֩ð֪

ᶍ
ᶍ ḑ

᷄

╪
ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 30.1 21.5 13.0 26.5 7.8 1.2

746 28.6 23.3 14.9 24.9 7.4 0.9

981 31.4 20.2 11.6 27.6 8.1 1.1

ׇׇ ׆א 768 17.1 38.8 20.6 15.8 7.3 0.5

ׇא ׆ב 529 38.9 11.5 9.5 30.6 8.9 0.6

ׇב ׆ג 333 44.4 0.9 4.5 42.3 6.3 1.5

ׇג ∙ 70 38.6 0.0 2.9 42.9 8.6 7.1

֨֨

下記のクロス集計結果において、特に差異が生じている内容

を説明しています。 

単純集計結果のうち、割合の高い項目を主に

記載しています。 
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 ─  

з ⌐ ∆╢  

─ ⌐≈™≡ 

 v ─  

「ご本人が記入」が 92.3％ 

 

╩ ↕╣√─│≥⌂√≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 β ה  

№⌂√─ ≤ 10 1 ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈⁸  

 

 ŋ  

「女性」が 56.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 o  

「60～69歳」が 31.3％、「70～79歳」が 28.0％ 

 

 

 

 

 

43.1 56.7 0.2 
N֩=1,731 ֪

(%)

ᵳ ᵫ

92.3 

ᵳּק

4.4 

ᵼᶍ

0.2 

3.1 
N֩=1,731 ֪

(%)

26.5 31.3 28.0 11.3 

∙

1.1 1.8

N֩=1,731 ֪

(%)
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 γ  

 「夫婦２人暮らし」（配偶者 65歳以上と 64歳以下を合計した割合）が 43.9％、「ひとり暮らし」が 25.4％ 

 

╩⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○父・母、息子・娘との３世帯  ○息子・娘、孫との３世帯 

 

 

 

 ρ  

「20年以上（「生まれたときから」の方を除く）」が 41.0％、「10年以上 20年未満」が 23.5％ 

 

№⌂√│⁸≥─ↄ╠™ ⌐ ╪≢™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 φ  

 「月島地域」が 47.0％、「日本橋地域」が 27.7％ 

 

№⌂√─⅔ ╕™⌐⌂∫≡™╢ │≥↓≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ

25.4 

ᶨᵶ

֩ ∙ ֪

25.6 

ᶨᵶ

֩ ֪זּ∙

18.3 

ᴴ ᶇᶍ

10.7 

ᵼᶍ

19.1 0.9
N֩=1,731 ֪

(%)

╓

24.9 

╓

27.7 

╓

47.0 0.4 
N֩=1,731 ֪

(%)

ᶝᶫᵾᶇᵬᵪᶨ

12.9 

∙

֩ᵆ ᶝᶫᵾᶇᵬᵪᶨᵇᶍ ᶱ ᵮ֪

41.0 

∙

23.5 

∙

11.4 

∙

9.2 1.7 

0.3 

N֩=1,731 ֪

(%)
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 χ  

 「同居している人がおり、必要なときに支援が受けられる」が 63.5％ 

 

─№⌂√─ ╩⅔ ⅝⇔╕∆⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶑᶇᶩ ᶨᵶᶆᴲ ᶊ

ᵫ ᶲᶆᵣᶉᵣ

16.1 

ᶑᶇᶩ ᶨᵶᵿᵫᴲ

ᶉᶇᵬᶊ ᶊ ⱱᵶᶅ

ᵮᶫᶪ ᵫ ᶲᶆᵣᶪ

9.1 

ᵶᶅᵣᶪ ᵫᵣᶪᵫᴲ

ᶉᶇᵬᶊᵼᶍ ᶊᶧᶪ

ⱱᵫ ᵶᵣ

9.7 

ᵶᶅᵣᶪ ᵫᵩᶩᴲ

ᶉᶇᵬᶊ

ⱱᵫ ᵰᶨᶫᶪ

63.5 1.7 
N֩=1,731 ֪

(%)
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ᵫ  

 ŋ  

 「持ち家（集合住宅）」が 50.2％ 

 

№⌂√─⅔ ╕™│ ≡⁸╕√│ ─≥∟╠≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本区と内閣府の調査結果を比較すると、「持ち家（集合住宅）」が 50. 2％、「公営賃貸住宅・民間賃

貸住宅（集合住宅）」が 29.7％と、全国と比べて高い。 

 

中央区調査項目 内閣府調査項目 

持ち家（一戸建て） 持家（一戸建て） 

民間賃貸住宅（一戸建て） 賃貸住宅（一戸建て） 

持ち家（集合住宅） 持家（分譲マンション等の集合住宅） 

公営賃貸住宅（集合住宅） 
民間賃貸住宅（集合住宅） 

賃貸住宅（アパート、マンション、公営・公団
等の集合住宅） 

その他（社宅、自社ビルなど） 
給与住宅（社宅・官公舎など） 
高齢者向け住宅・施設 
その他 

無回答 不明・無回答 

※選択肢の項目が異なるため、上記の項目で比較している。（区内の公営賃貸住宅は集合住宅のみ。 

  内閣府調査の給与住宅、高齢者向け住宅・施設はその他で集計。） 

 

 

 

 

 

 

ᶀּק

֩╗ ᶅ֪

15.3 

֩╗ ᶅ֪

0.8 

ᶀּק

֩ ֪

50.2 

☺

֩ ֪

8.1 

֩ ֪

21.6 

ᵼᶍ

2.9 

1.1 N֩=1,731 ֪

(%)

ᶀּק

֩╗ ᶅ֪

15.3 

74.5 

֩╗ ᶅ֪

0.8 

2.0 

ᶀּק

֩ ֪

50.2 

12.6 

☺

֩ ֪

29.7 

8.7 

ᵼᶍ

2.9 

2.0 

1.1 

0.2 

꞉

N֩=1,731 ֪

֩ ֪

N֩=2,435 ֪

(%)
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 o ─ ה  

・建物全体の階数は「11～15階建て」が 39.3％、「21階建て以上」が 29.4％ 

・居住階は「６～10階」が 35.2％、「３～５階」が 22.1％ 

 

ₒ ≢ ₈ ∟ ₉⁸₈ ₉╕√│₈

₉ ≤ ─  x

7-1 №⌂√─⅔ ╕™│⁸ ≡─ ≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

Ẽ ─  

 

 

 

 

 

 

居住地域別で見ると、月島地域は他の居住地域と比べて、「21階建て以上」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ  

 

 

 

 

 

 

居住地域別で見ると、月島地域は他の居住地域と比べて、「21階以上」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

ᶅ

0.2 

ᶅ

2.8 

ᶅ

19.9 

ᶅ

39.3 

ᶅ

6.0 

ᶅ∙

29.4 2.4 
N֩=1,383 ֪

(%)

5.8 22.1 35.2 15.3 4.8 

∙

14.5 2.4 
N֩=1,383 ֪

(%)

֩ð֪

ᶅ ᶅ

֨

ᶅ

֨

֨

ᶅ

֨

֨

ᶅ

֨

ᶅ
∙

1,383 0.2 2.8 19.9 39.3 6.0 29.4 2.4

325 0.0 3.7 19.1 57.5 4.3 13.8 1.5

377 0.0 4.2 30.8 53.6 6.4 3.2 1.9

678 0.4 1.6 14.2 22.7 6.6 51.5 2.9

֨֨

╓

10

11

15

16

20

21

֩ð֪

֨

֨

֨

֨

֨

֨

∙

1,383 5.8 22.1 35.2 15.3 4.8 14.5 2.4

325 5.2 27.4 41.8 14.8 4.3 4.9 1.5

377 5.3 25.7 47.5 17.8 1.3 1.1 1.3

678 6.2 17.6 25.2 14.2 6.9 26.7 3.2

֨֨

╓

10

11

15

16

20

21



Ⅰ 高齢者福祉に関する生活実態調査（調査Ａ） 

14 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

ᵬ  

 ŋ  

 「まあよい」が 66.4％ 

 

─№⌂√─ │™⅛⅜≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

問 10の経済的な生活感別で見ると、大変苦しいと感じている人は他の人と比べて、「あまりよくない」

の割合が高い。大変ゆとりがあると感じている人は他の人と比べて、「とてもよい」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪
ᶇ
ᶅ
ᶡ
ᶧ
ᵣ

ᶝ
ᵡ
ᶧ
ᵣ

ᵡ
ᶝ
ᶩ
ᶧ
ᵮ
ᶉ
ᵣ

ᶧ
ᵮ
ᶉ
ᵣ

1,731 22.0 66.4 10.2 0.9 0.5

ᵶᵣ 111 18.9 52.3 22.5 5.4 0.9

ᶣᶣ ᵶᵣ 300 14.0 68.7 15.7 1.0 0.7

ᶔᶃᵥ 886 20.5 69.2 9.3 0.7 0.3

ᶣᶣᶥᶇᶩᵫᵡᶪ 314 27.1 67.5 5.1 0.3 0.0

ᶥᶇᶩᵫᵡᶪ 113 45.1 48.7 6.2 0.0 0.0

֨֨

ᶉ

ᶇᶅᶡᶧᵣ

22.0 

ᶝᵡᶧᵣ

66.4 

ᵡᶝᶩᶧᵮᶉᵣ

10.2 

ᶧᵮᶉᵣ

0.9 0.5 

N֩=1,731 ֪

(%)
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 o ⌂ ─  

 「区の健康診査」が 30.1％、「通院」が 26.5％ 

 

8-1 №⌂√│⁸ ╛ ⌐╟╡ ⌐ ╩ ⇔≡™╕∆⅛ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、大きな差は見られない。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「会社の健康診断」および「人間ドック」の割合が

高い。75～84歳は他の年代と比べて、「区の健康診査」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶍ

30.1 

ᶍ

21.5 

ḑḋ᷄

13.0 

╪

26.5 

ᵶᶅᵣᶉᵣ

7.8 1.2
N֩=1,731 ֪

(%)

֩ð֪

ᶍ
ᶍ ḑ

᷄

╪
ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 30.1 21.5 13.0 26.5 7.8 1.2

746 28.6 23.3 14.9 24.9 7.4 0.9

981 31.4 20.2 11.6 27.6 8.1 1.1

ׇׇ ׆א 768 17.1 38.8 20.6 15.8 7.3 0.5

ׇא ׆ב 529 38.9 11.5 9.5 30.6 8.9 0.6

ׇב ׆ג 333 44.4 0.9 4.5 42.3 6.3 1.5

ׇג ∙ 70 38.6 0.0 2.9 42.9 8.6 7.1

֨֨
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ᵭ ⅛⅛╡≈↑ ─  

 ①かかりつけ医師については「いる」が 71.3％ 

 ②かかりつけ歯科医師については「いる」が 73.7％ 

 ③かかりつけ薬局については「いる」が 52.6％ 

 ④かかりつけ薬剤師については「いない」が 65.6％ 

 

№⌂√│⁸ ⅛╠ ╩ ↑√╡⁸ ─ ⌐≈™≡─ ה ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢⁸⅛

⅛╡≈↑─ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜™╕∆⅛⁹ ₃│∕╣∙╣ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜①かかりつけ医師＞ 

性別で見ると、大きな差は見られない。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「いない」割合が高い。75歳以上の年代では「いる」

割合が約９割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵣᶪ

71.3 

73.7 

52.6 

20.8 

ᵣᶉᵣ

26.6 

20.6 

39.3 

65.6 

2.1 

5.7 

8.1 

13.6 

ӡᵪᵪᶩᶃᵰ═

N֩=1,731 ֪

Ӣᵪᵪᶩᶃᵰ ═שּ

N֩=1,731 ֪

ӣᵪᵪᶩᶃᵰ

N֩=1,731 ֪

Ӥᵪᵪᶩᶃᵰ

N֩=1,731 ֪

(%)

֩ð֪
ᵣ
ᶪ

ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 71.3 26.6 2.1

746 71.2 27.1 1.7

981 71.6 26.3 2.1

ׇׇ ׆א 768 58.7 40.9 0.4

ׇא ׆ב 529 77.7 20.2 2.1

ׇב ׆ג 333 89.2 6.9 3.9

ׇג ∙ 70 88.6 4.3 7.1

֨֨
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＜②かかりつけ歯科医師＞ 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「いない」割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「いない」割合が高い。75～84歳は他の年代と比べ

て、「いる」割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜③かかりつけ薬局＞ 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「いない」割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「いない」割合が高い。75～84歳は他の年代と比べ

て、「いる」割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪
ᵣ
ᶪ

ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 73.7 20.6 5.7

746 71.2 23.7 5.1

981 75.9 18.1 5.9

ׇׇ ׆א 768 70.8 27.3 1.8

ׇא ׆ב 529 75.8 19.1 5.1

ׇב ׆ג 333 80.2 8.1 11.7

ׇג ∙ 70 65.7 12.9 21.4

֨֨

֩ð֪
ᵣ
ᶪ

ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 52.6 39.3 8.1

746 49.9 42.9 7.2

981 54.8 36.6 8.6

ׇׇ ׆א 768 41.4 56.0 2.6

ׇא ׆ב 529 59.0 34.6 6.4

ׇב ׆ג 333 67.3 14.4 18.3

ׇג ∙ 70 62.9 8.6 28.6

֨֨
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＜④かかりつけ薬剤師＞ 

性別で見ると、大きな差は見られない。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「いない」割合が高い。85歳以上は他の年代と比べ

て、「いる」割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪
ᵣ
ᶪ

ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 20.8 65.6 13.6

746 19.8 67.7 12.5

981 21.6 64.2 14.2

ׇׇ ׆א 768 13.0 82.8 4.2

ׇא ׆ב 529 24.8 63.1 12.1

ׇב ׆ג 333 29.1 40.2 30.6

ׇג ∙ 70 35.7 21.4 42.9

֨֨
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╛ ⌐≈™≡ 

 v ⌂  

 「ふつう」が 51.2％、「苦しい」（「大変苦しい」と「やや苦しい」を合計した割合）が 23.7％ 

 

10 ─ ╠⇔─ ╩ ⌐╖≡≥℮ ∂≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「ややゆとりがある」の割合が高い。女性は男性と比べて、「ふ

つう」の割合が高い。 

年代別で見ると、85歳以上は他の年代と比べて、「ふつう」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、夫婦２人暮らしは他の家族構成と比べて、「大変ゆとりがある」の割合が高い。 

居住地域別で見ると、大きな差は見られない。 

 

 

 

 

ᵶᵣ

6.4 

ᶣᶣ ᵶᵣ

17.3 

ᶔᶃᵥ

51.2 

ᶣᶣᶥᶇᶩᵫᵡᶪ

18.1 

ᶥᶇᶩᵫᵡᶪ

6.5 0.4
N֩=1,731 ֪

(%)

֩ð֪

ᵶ
ᵣ

ᶣ
ᶣ

ᵶ
ᵣ

ᶔ
ᶃ
ᵥ

ᶣ
ᶣ
ᶥ
ᶇ
ᶩ
ᵫ
ᵡ
ᶪ

ᶥ
ᶇ
ᶩ
ᵫ
ᵡ
ᶪ

1,731 6.4 17.3 51.2 18.1 6.5 0.4

746 7.2 16.6 46.9 21.2 7.9 0.1

981 5.7 17.9 54.5 15.9 5.5 0.4

ׇׇ ׆א 768 6.1 16.7 47.9 22.8 6.5 0.0

ׇא ׆ב 529 7.0 18.0 52.9 13.8 7.9 0.4

ׇב ׆ג 333 5.4 19.8 55.0 13.8 5.1 0.9

ׇג ∙ 70 5.7 11.4 61.4 18.6 2.9 0.0

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 440 9.1 22.0 49.3 14.8 4.5 0.2

ᶨᵶ 761 4.3 13.7 50.7 20.9 10.1 0.3

ᴴ ᶇᶍ 185 5.4 17.3 51.9 21.1 3.8 0.5

ᵼᶍ 330 7.9 18.8 55.5 14.8 2.7 0.3

431 4.4 17.2 50.6 20.4 7.4 0.0

480 6.5 15.6 53.1 17.9 6.9 0.0

813 7.3 18.6 50.4 17.2 5.9 0.6

֨֨
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 β  

 「60万円以上（年額では 720万円以上）」が 24.9％、「10万円～20万円未満（年額では 120万円～240万

円未満）」が 19.9％ 

 

11 №⌂√─ ╩ ╗ ╩∆═≡ ∆╢≤⁸ ╖≢ 1⅛ №√╡─ Ⱳכ♫☻⅜

№╢ │⁸∕╣╩ ╘≡ ⇔√ │⅔╟∕™ↄ╠ↄ╠™⌐⌂╡╕∆⅛⁹ 

β↔ ─ │⅔ ─ ─ ╩⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「60万円以上（年額では 720万円以上）」の割合が高い。女性

は男性と比べて、「５万円～10万円未満（年額では 60万円～120万円未満）」および「10万円～20万円

未満（年額では 120万円～240万円未満）」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「60万円以上（年額では 720万円以上）」の割合が

高い。 
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1.8 N֩=1,731 ֪
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֩ð֪
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ᶆ
ᶎ

ⱦ

ⱦ
ⱦ
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ᶆ
ᶎ

ⱦ
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ᶎ
ᶉ
ᵣ

1,731 2.4 8.1 19.9 16.9 9.6 13.7 24.9 2.7 1.8

746 1.3 5.2 16.1 17.3 9.8 14.7 33.1 1.9 0.5

981 3.2 10.4 22.8 16.6 9.5 12.9 18.8 3.4 2.4

ׇׇ ׆א 768 2.1 4.3 10.4 13.0 9.0 15.9 40.4 4.0 0.9

ׇא ׆ב 529 1.1 10.8 24.4 19.8 11.7 14.0 15.7 1.1 1.3

ׇב ׆ג 333 3.9 12.0 32.7 20.1 8.1 9.0 9.0 2.1 3.0

ׇג ∙ 70 8.6 14.3 30.0 22.9 7.1 7.1 4.3 2.9 2.9
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 γ  

 ŋ ⅝  

 「会社や団体、官庁等に勤務」が 38.1％、「働いていないし今後も働きたくない」が 28.5％ 

 

12 №⌂√│ ⁸ ™≡™╕∆⅛⁹ ─ ╩⇔≡™╢ │ ─ ╙ ™╙─╩⅔ ⅎↄ∞ 

↕™ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「会社や団体、官庁等に勤務」および「自営業」の割合が高い。

女性は男性と比べて、「働いていないし今後も働きたくない」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「会社や団体、官庁等に勤務」の割合が高い。75歳

以上の年代になると、「働いていないし今後も働きたくない」の割合が半数を超えている。 
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1,731 38.1 2.3 14.4 0.3 4.8 1.0 7.1 28.5 3.5

746 46.5 2.0 18.1 0.3 3.9 1.3 5.2 20.8 1.9

981 31.9 2.4 11.5 0.4 5.5 0.7 8.5 34.5 4.6

ׇׇ ׆א 768 62.2 2.5 13.3 0.1 4.2 0.0 7.9 9.1 0.7

ׇא ׆ב 529 25.0 3.0 16.4 0.2 6.0 1.7 8.3 37.4 1.9

ׇב ׆ג 333 9.6 0.9 14.4 0.9 4.5 2.4 3.6 54.4 9.3

ׇג ∙ 70 5.7 1.4 15.7 1.4 2.9 0.0 4.3 52.9 15.7
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 o  

 「正社員・正規職員である」が 37.7％、「経営者（NPO法人等の運営者）である」が 18.6％ 

 

ₒ 12≢₈ ╛ ⁸ ⌐ ₉⁸₈ ⌂≥≢ ₉⁸₈ ₉⁸₈ NPO

⌐ ⇔≡™╢ ╙ ╗ ₉⁸₈ ∕─ ₉≤ ─  x

12-1 ™≡™╢ ⌐℮⅛⅜™╕∆⁹ ─ │ ≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○自営業  ○個人事業主  ○家族従業員（自営業・家業の手伝い等） 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「経営者（NPO法人等の運営者）である」の割合が高い。女性は

男性と比べて、「パート・アルバイト・臨時雇用である」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「正社員・正規職員である」の割合が高い。65～74

歳は他の年代と比べて、「パート・アルバイト・臨時雇用である」の割合が高い。75歳以上は他の年代

と比べて、「経営者（NPO法人等の運営者）である」の割合が高い。 
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1,037 37.7 8.4 18.0 3.6 18.6 9.2 4.5

528 39.4 9.8 10.6 1.7 25.8 8.9 3.8

508 36.0 6.9 25.8 5.5 11.0 9.4 5.3

ׇׇ ׆א 632 50.2 7.9 15.7 4.6 14.4 5.9 1.4

ׇא ׆ב 268 18.3 11.2 27.2 2.6 22.4 13.4 4.9

ׇב ׆ג 101 16.8 5.0 12.9 0.0 29.7 20.8 14.9

ׇג ∙ 19 10.5 5.3 0.0 0.0 47.4 0.0 36.8
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 ɔ ─ ה  

 「経済的理由(生計の維持)」が 67.4％, 、「生きがい、社会的な貢献」が 29.2％ 

 

ₒ 12≢₈ ╛ ⁸ ⌐ ₉⁸₈ ⌂≥≢ ₉⁸₈ ₉⁸₈ NPO

⌐ ⇔≡™╢ ╙ ╗ ₉⁸₈ ∕─ ₉⁸₈ ◦ꜟⱣכ ☿fi♃כ⌐ ₉⁸₈ ™≡

™⌂™⅜ ⅝√™₉≤ ─  x

12-2 ╩⇔≡™╢ ╕√│⇔√™ ה │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「経済的理由（生計の維持）」および「生きがい・社会的な貢献」

の割合が高い。女性は男性と比べて、「社会とつながっていたいから」および「家にいるよりも充実する

から」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「経済的理由（生計の維持）」、「生きがい・社会

的な貢献」および「収入を趣味や旅行に使うため」の割合が高い。また、75～84歳は他の年代と比べて、

「健康維持」の割合が高い。 
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1,177 67.4 29.2 27.2 26.8 26.2 24.6 16.9 3.9 6.6

577 70.7 32.6 28.8 23.4 24.8 25.8 12.7 3.6 6.6

598 64.0 26.1 25.8 30.1 27.6 23.6 21.1 4.2 6.7

ׇׇ ׆א 693 79.4 32.5 28.6 28.9 32.8 21.6 16.7 4.0 2.7

ׇא ׆ב 321 54.8 25.2 26.5 23.7 19.3 27.7 17.4 4.4 9.3

ׇב ׆ג 121 39.7 24.0 21.5 26.4 9.9 36.4 17.4 2.5 15.7

ׇג ∙ 22 27.3 18.2 31.8 9.1 13.6 22.7 9.1 4.5 27.3
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 ᴖ ╕≢ ╩⇔√™⅛ 

 「健康が続く限り」が 28.0％、「65歳くらいまで」が 20.4％ 

 

ₒ 12≢₈ ╛ ⁸ ⌐ ₉⁸₈ ⌂≥≢ ₉⁸₈ ₉⁸₈ NPO

⌐ ⇔≡™╢ ╙ ╗ ₉⁸₈ ∕─ ₉⁸₈ ◦ꜟⱣכ ☿fi♃כ⌐ ₉⁸₈ ™≡

™⌂™⅜ ⅝√™₉≤ ─  x

12-3 ↄ╠™╕≢ ╩⇔√™≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「健康が続く限り」の割合が低い。 
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1,177 20.4 19.7 11.8 6.9 28.0 1.2 7.8 4.2

ׇׇ ׆א 693 33.6 25.7 7.4 3.0 19.9 1.2 7.8 1.4

ׇא ׆ב 321 0.3 15.3 27.1 10.6 32.7 1.2 7.2 5.6

ׇב ׆ג 121 0.0 0.0 0.8 19.0 57.0 0.8 10.7 11.6

ׇג ∙ 22 0.0 0.0 0.0 9.1 68.2 0.0 9.1 13.6
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 ᴗ ∆╢ ─ ⅝  

 「短時間勤務（３～４時間程度）で働く」が 19.7％、「週に２～４日フルタイム（８時間程度）で働く」

が 19.4％ 

 

ₒ 12≢₈ ╛ ⁸ ⌐ ₉⁸₈ ⌂≥≢ ₉⁸₈ ₉⁸₈ NPO

⌐ ⇔≡™╢ ╙ ╗ ₉⁸₈ ∕─ ₉⁸₈ ◦ꜟⱣכ ☿fi♃כ⌐ ₉⁸₈ ™≡

™⌂™⅜ ⅝√™₉≤ ─  x

12-4 ─ │ ≥─╟℮⌂ ⅝ ╩ ╖╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「週５日程度フルタイム（８時間程度）で働く」の割合が高い。

女性は男性と比べて、「短時間勤務（３～４時間程度）で働く」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「週５日程度フルタイム（８時間程度）で働く」お

よび「週に２～４日フルタイム（８時間程度）で働く」の割合が高い。65～74歳は他の年代と比べて、

「短時間勤務（３～４時間程度）で働く」の割合が高い。85歳以上は他の年代と比べて、「仕事の依頼

があったときに働く」の割合が高い。 
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1,177 18.1 19.4 19.7 16.9 11.7 4.8 9.4

577 22.9 20.6 13.9 17.5 11.8 4.9 8.5

598 13.5 18.2 25.4 16.4 11.5 4.5 10.4

ׇׇ ׆א 693 23.5 25.5 17.5 16.9 10.4 3.3 2.9

ׇא ׆ב 321 11.5 13.4 26.5 16.2 12.5 5.3 14.6

ׇב ׆ג 121 4.1 5.0 19.0 19.0 13.2 9.9 29.8

ׇג ∙ 22 13.6 0.0 9.1 18.2 36.4 4.5 18.2
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 p ∆╢ ⌐╟╢  

 「20万円以上」が 31.3％、「５万円以上～10万円未満」および「10万円以上～15万円未満」が 19.5％ 

 

ₒ 12≢₈ ╛ ⁸ ⌐ ₉⁸₈ ⌂≥≢ ₉⁸₈ ₉⁸₈ NPO

⌐ ⇔≡™╢ ╙ ╗ ₉⁸₈ ∕─ ₉⁸₈ ◦ꜟⱣכ ☿fi♃כ⌐ ₉⁸₈ ™≡

™⌂™⅜ ⅝√™₉≤ ─  x

12-5 ≤│ ⌐⁸ ⌐╟∫≡ ⌐≥─ↄ╠™─ ╩ √™≤ ™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「20万円以上」の割合が高い。女性は男性と比べて、「５万円

以上～10万円未満」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「20万円以上」の割合が高い。 
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1,177 4.4 19.5 19.5 15.3 31.3 3.7 6.4

577 3.5 11.4 17.5 14.9 42.5 4.0 6.2

598 5.2 27.3 21.4 15.7 20.6 3.3 6.5

ׇׇ ׆א 693 3.6 17.5 22.8 15.9 34.8 2.9 2.6

ׇא ׆ב 321 5.3 23.4 17.1 14.6 27.4 4.0 8.1

ׇב ׆ג 121 6.6 19.8 10.7 13.2 21.5 5.8 22.3

ׇג ∙ 22 4.5 27.3 13.6 9.1 31.8 0.0 13.6

֨֨

10 1015 1520 20
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 t ↄ℮ⅎ≢ ⇔≡™╢↓≤ 

 「体力的に無理なく続けられる仕事であること」が 48.2％、「自分の能力を発揮できること」が 42.1％ 

 

ₒ 12≢₈ ╛ ⁸ ⌐ ₉⁸₈ ⌂≥≢ ₉⁸₈ ₉⁸₈ NPO

⌐ ⇔≡™╢ ╙ ╗ ₉⁸₈ ∕─ ₉⁸₈ ◦ꜟⱣכ ☿fi♃כ⌐ ₉⁸₈ ™≡

™⌂™⅜ ⅝√™₉≤ ─  x

12-6 ↄ ≢⁸ ⇔≡™╢↓≤│ ≢∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「経験したことのある業界であること」および「勤務先の事業目

的・経営ビジョン」の割合が高い。女性は男性と比べて、「体力的に無理なく続けられる仕事であること」

および「勤務日や勤務時間を選べること」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「自分の能力を発揮できること」、「勤務日や勤務

時間を選べること」、「給料が高いこと」および「勤務先の事業目的・経営ビジョン」の割合が高い。ま

た、すべての年代で「自分のペースで進められる仕事であること」の割合が約 3割を占めている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.2

42.1

36.4

25.9

18.4

16.2

11.2

10.6

10.1

8.2

2.7

2.9

5.7

0ð 20ð 40ð 60ð

Ǟ ǝǂ ǄǼǿǾ ǚƵǾǆǛ

ǡ ȅ ǚǀǾǆǛ

ǡɃºȢǚ ǴǼǿǾ ǚƵǾǆǛ

Ƿ ȅ ǬǾǆǛ

ǊǒǆǛǡƵǾ ǚƵǾǆǛ

ǊǒǆǛǡƵǾ ǚƵǾǆǛ

ƿ ƷǆǛ

ǡ ¤ ☺ȼȡɐɜ

ǡ ǿǒ ƿƷǾ ǚƵǾǆǛ

ǋ ǚƵǾǆǛ

ǐǡ

ǞǝƷ
₈ᵕ ₰ˢN=1,177ˣ

֩ð֪

ᶊ

ᶉ
ᵮ

ᵰ
ᶨ

ᶫ
ᶪ

ᶆ
ᵡ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᶍ

ᶱ

ᶆ
ᵬ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᶍ
Ḣ

ḁ
ᶆ

ᶠ
ᶨ
ᶫ

ᶪ

ᶆ
ᵡ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᶣ

ᶱ

ᶘ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᵶ
ᵾ
ᵲ
ᶇ
ᶍ
ᵡ
ᶪ

ᶆ
ᵡ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᵶ
ᵾ
ᵲ
ᶇ
ᶍ
ᵡ
ᶪ

ᶆ
ᵡ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᵫ

ᵣ
ᵲ
ᶇ

ᶍ
ᴴ

☺
ḛ
Ḁ

ḻ

ᶍ

ᶫ
ᵾ

ᵫ
ᵣ
ᶪ

ᶆ
ᵡ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᵷ

ᶆ
ᵡ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᵼ
ᶍ ᶊ

ᶉ
ᵣ

1,177 48.2 42.1 36.4 25.9 18.4 16.2 11.2 10.6 10.1 8.2 2.7 2.9 5.7

577 40.9 42.1 34.8 17.7 18.9 22.7 10.9 14.0 10.4 8.3 2.9 3.5 6.2

598 55.2 42.1 38.0 33.9 17.9 10.0 11.5 7.2 9.7 8.0 2.5 2.3 5.2

ׇׇ ׆א 693 49.1 48.8 37.4 29.1 18.8 17.3 15.7 13.0 11.3 7.4 3.3 1.4 2.3

ׇא ׆ב 321 48.9 35.8 36.1 23.1 19.6 14.3 5.9 7.2 10.3 8.4 2.2 4.0 7.8

ׇב ׆ג 121 45.5 25.6 34.7 18.2 13.2 11.6 1.7 7.4 3.3 8.3 1.7 7.4 15.7

ׇג ∙ 22 45.5 27.3 31.8 9.1 13.6 22.7 0.0 4.5 9.1 18.2 0.0 4.5 18.2

֨֨
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╛ ⇔╖⌐≈™≡ 

 v  

 「スーパー・コンビニエンスストア」が 64.8％、「デパート」が 31.1％ 

 

13 №⌂√│⁸ ≥↓┼ ⅛↑╢↓≤⅜ ™≢∆⅛⁹ ╩ ↄ ₒ ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○趣味や習い事の活動の場  ○ゴルフ  ○散歩（散策、街歩き、ウォーキング、ランニング、など） 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「喫茶店・レストラン」および「公園」の割合が高い。女性は男

性と比べて、「スーパー・コンビニエンスストア」、「デパート」、「近隣にある商店」および「病院」

の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「スーパー・コンビニエンスストア」、「デパート」

および「喫茶店・レストラン」の割合が高い。75歳以上は 74歳以下の年代と比べて、「病院」の割合が

高い。85歳以上は他の年代と比べて、「あまり外に出ない」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、大きな差は見られない。 

居住地域別で見ると、京橋地域は他の地域と比べて、「スーパー・コンビニエンスストア」の割合が低く、

「デパート」の割合が高い。また、日本橋地域は他の居住地域と比べて、「近隣にある商店」の割合が高い。 

64.8

31.1

22.7

20.5

18.7

16.0

15.9

13.8

8.9

6.4

4.0

3.4

3.1

2.8

1.3

0.7

2.4

13.1

1.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

ȢºȺº¤ȜɜȼȴȑɜȢȢȱȋ

ȰȺºȱ

ǞƵǾ

¤ɕȢȱɒɜ

╪

ȢɆºȭȡɉ¤ȢɆºȭȤɜȨº

Ⱨ

☿ ¤ ¤

Ƿ ǡּק

ɅɒɜȯȌȋ

¤ ¤ Șɒȿ ǡ

ƷǀƷǀ È É

ȔɒȓȚ

Ʒǡ ăǝǜǡȞɖɜ

ƵǱǽ Ǟ ǝƷ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ
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֩ð֪
ḁ

ḙ

ᴴ

᷈
ḻ
ḛ
ḓ
ᶽ
ḻ
ḁ
ḁ
Ḑ
ᶷ

ḏ
ḙ

Ḑ
ᶊ
ᵡ
ᶪ

ᴴ
Ḵ
ḁ
Ḑ
ḱ
ḻ

╪
ḁ
ḥ

Ḍ
Ḁ
Ḩ
ᴴ

ḁ
ḥ

Ḍ
ḃ
ḻ
ḇ

Ⱨ
☿

ᴴ

ᴴ

ᶣ

ᶍ
קּ

1,731 64.8 31.1 22.7 20.5 18.7 16.0 15.9 13.8 8.9 6.4

746 60.3 23.1 18.8 25.3 15.3 17.0 19.6 12.3 8.7 3.5

981 68.2 37.2 25.7 16.9 21.3 15.3 13.3 15.0 9.1 8.7

ׇׇ ׆א 768 69.9 34.8 21.1 26.8 9.5 18.0 15.9 17.4 7.3 7.0

ׇא ׆ב 529 63.3 28.9 25.9 17.4 18.5 17.6 15.3 13.8 10.4 6.0

ׇב ׆ג 333 57.7 27.3 24.9 14.1 35.7 11.7 18.6 6.6 9.0 6.0

ׇג ∙ 70 57.1 25.7 11.4 8.6 40.0 7.1 7.1 8.6 11.4 5.7

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 440 66.6 29.8 21.6 20.2 17.5 16.4 15.0 17.5 10.9 7.5

ᶨᵶ 761 60.7 33.2 22.5 23.1 17.9 18.0 17.0 12.9 8.9 6.3

ᴴ ᶇᶍ 185 67.6 26.5 23.8 15.1 21.1 15.1 16.2 10.8 7.0 7.0

ᵼᶍ 330 70.0 30.9 24.2 18.2 20.3 12.1 14.8 13.0 7.6 5.2

431 58.5 41.1 21.3 23.0 16.2 16.0 13.7 13.9 9.5 4.4

480 64.6 33.1 27.5 20.6 17.5 19.2 16.0 13.3 9.0 6.9

813 68.1 24.6 20.8 19.2 20.5 14.3 17.1 14.1 8.6 7.3

֨֨

קּ

╓

֩ð֪
Ḥ
ḱ
ḻ
Ḏ

ᶷ

ᴴ

ᴴ

᷄
ḱ
Ḟ

ᶍ

ᵣ
ᵬ
ᵣ
ᵬ

᷀
ḱ
ᶿ
᷆

ᵣ
ᶍ

ă
ᶉ
ᶈ
ᶍ

᷊
ḵ
ḻ

ᵡ
ᶝ
ᶩ

ᶊ

ᶉ
ᵣ

ᵼ
ᶍ

1,731 4.0 3.4 3.1 2.8 1.3 0.7 12.3 13.1 1.0

746 4.2 3.5 3.6 2.0 2.0 0.7 12.5 15.0 1.2

981 3.8 3.4 2.7 3.5 0.8 0.7 12.1 11.6 0.7

ׇׇ ׆א 768 2.3 2.2 0.8 0.1 1.7 0.1 9.8 13.2 0.3

ׇא ׆ב 529 5.3 4.5 3.2 3.6 1.3 1.3 11.9 14.0 1.5

ׇב ׆ג 333 5.7 5.1 6.3 6.6 0.9 0.6 16.5 12.6 0.6

ׇג ∙ 70 4.3 1.4 10.0 7.1 0.0 2.9 22.9 10.0 4.3

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 440 7.0 2.0 1.8 2.7 2.5 0.7 13.2 13.2 1.1

ᶨᵶ 761 3.0 3.5 3.7 3.2 0.9 1.1 9.9 13.9 0.4

ᴴ ᶇᶍ 185 4.9 2.7 4.9 3.8 1.1 0.5 14.6 10.8 1.6

ᵼᶍ 330 1.5 5.2 2.1 1.8 0.9 0.0 14.8 12.7 1.2

431 4.2 3.0 3.2 4.2 0.9 0.9 12.5 13.5 0.7

480 3.1 4.2 3.8 2.9 1.5 0.2 12.1 12.3 0.6

813 4.3 3.2 2.6 2.1 1.5 0.9 12.3 13.4 1.2

֨֨

קּ

╓
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 β ─ ≢ ⇔™↓≤⁸ ╡ ╖√™↓≤ 

 ŋ ─ ≢ ⇔™↓≤ 

 「テレビ、ラジオ」が 67.3％、「食事、飲食」が 67.2％ 

 

14v №⌂√⅜⁸ 1 ─ ≢ ⇔™↓≤⁸ 2 √⌐ ╡ ╖√™↓≤│ ≢∆⅛⁹

⌐╟╢ ⌂≥│ ∑∏⁸ ─ ╩ ≤⇔≡⅔ ⅎↄ∞↕™⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.3

67.2

46.8

43.7

41.9

41.5

41.0

36.6

35.4

35.0

34.1

29.4

25.3

22.0

19.8

14.4

8.3

7.9

5.5

5.4

5.0

4.7

3.5

3.1

3.1

1.7

1.0

1.0

0.3

3.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

ȯɕȼ ɒȡȓ

 ╦

 ȏȒºȖɜș ȡɐȗɜș

ȍɜȨºȶȬȱÈȺȦȜɜ 

ȨȿɕȬȱ  ȢɇºȱȾȒɜǡ É

Ǜ Ǳǖǒǽ ƽǊǶǬǽȅǌǾǆǛ

 ȏȍɜȲȏȠɐȬȽɜș

קּ Ǜǡ ǼȆ  Ǜ ǩ

 

ȢɆºȭ   וּ   ☿

ŹƋŹ ŸŹÈɕȜºȲÉ

ȢɆºȭ È ♃ ȯȴȢ ȝɔȾǝǜÉ

È קּ  É

È    

ǽ ȜºɒȢ Ⱨ ǝǜÉ

Ƿ ǝǜǡɃȬȱǛ Ǉǌ

È ǝǜÉ

ȋȏȱȲȋɕȡɌº

ÈȸȍȖɜș   ȖɌɜɀǝǜÉ

ǘǂǽǡǒǴǡ ¤

ɅɒɜȯȌȋ

È∫     ǡțºɉǝǜÉ

╓ È ¤ ǝǜǡ

Ƿ ╓↨ ¤ ǝǜÉ

╔ È ƿ ƻǾ É

┐ǡטּ ¤

 

Ʒǡ ǝǜǡ ╓ǡȞɖɜ

ǐǡ

ǞǝƷ

ȂƾǼǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ
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 o ╡ ╖√™↓≤ 

 「旅行」が 22.8％、「趣味活動（書道、手芸、踊り、コーラス、園芸など）」が 17.2％、「学習活動（教養

講座など）」が 16.8％ 

 

14β №⌂√⅜⁸ 1 ─ ≢ ⇔™↓≤⁸ 2 √⌐ ╡ ╖√™↓≤│ ≢∆⅛⁹

⌐╟╢ ⌂≥│ ∑∏⁸ ─ ╩ ≤⇔≡⅔ ⅎↄ∞↕™⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.8

17.2

16.8

15.7

13.3

13.1

11.9

11.0

10.5

8.7

8.1

8.0

8.0

7.7

6.5

5.5

5.0

4.6

4.4

4.2

3.8

3.1

2.7

1.6

1.4

0.9

1.6

5.2

0.9

27.8

0ð 10ð 20ð 30ð

È    

ǽ ȜºɒȢ Ⱨ ǝǜÉ

È ǝǜÉ

ǘǂǽǡǒǴǡ ¤

 ȏȒºȖɜș ȡɐȗɜș

ɅɒɜȯȌȋ

ȢɆºȭ   וּ   ☿

ȢɆºȭ È ♃ ȯȴȢ ȝɔȾǝǜÉ

ȋȏȱȲȋɕȡɌº

ÈȸȍȖɜș   ȖɌɜɀǝǜÉ

╓ È ¤ ǝǜǡ

Ƿ ╓↨ ¤ ǝǜÉ

ȍɜȨºȶȬȱÈȺȦȜɜ 

ȨȿɕȬȱ  ȢɇºȱȾȒɜǡ É

┐ǡטּ ¤

Ǜ Ǳǖǒǽ ƽǊǶǬǽȅǌǾǆǛ

Ƿ ǝǜǡɃȬȱǛ Ǉǌ

╔ È ƿ ƻǾ É

 ╦

Ʒǡ ǝǜǡ ╓ǡȞɖɜ

È∫     ǡțºɉǝǜÉ

קּ Ǜǡ ǼȆ  Ǜ ǩ

È קּ  É

 ȏȍɜȲȏȠɐȬȽɜș

ŹƋŹ ŸŹÈɕȜºȲÉ

 

ȯɕȼ ɒȡȓ

 

ǐǡ

ǞǝƷ

ȂƾǼǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ
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⌂ ╛ ┼─ ⌐≈™≡ 

 v ⌂ ╛ ┼─  

 「特に活動はしていない」が 74.6％、「町会・自治会、高齢者クラブなどの自治組織の活動」が 9.5％、 

「趣味やスポーツを通じたボランティアなどの活動」が 4.8％ 

 

15 №⌂√│ ⁸ ⇔√╡ ⇔√╡∆╢ ™ ≤⇔≡⁸ ╠⅛─ ╛  

╩ ∫≡™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「町会・自治会、高齢者クラブなどの自治組織の活

動」の割合が低い。 

居住地域別で見ると、大きな差は見られない。 

居住形態別で見ると、「持ち家（一戸建て）」、「公営賃貸住宅（集合住宅）」および「その他」は「町

会・自治会、高齢者クラブなどの自治組織の活動」の割合が高い。集合住宅の居住階数別で見ると、「１

～10階」で「町会・自治会、高齢者クラブなどの自治組織の活動」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.5

4.8

3.2

3.2

2.2

1.4

1.2

0.8

2.9

74.6

4.9

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

¤   Șɒȿǝǜǡ ǡ

ǷȢɆºȭȅ ǋǒɅɒɜȯȌȋǝǜǡ

╓ ǝǜǡ ǡ ǡ

ȞºȘɔ

ǱǔǘǂǽǷ ╓↨ ǝǜǡ

ⱱ¤ ╔Ǚ ⱱǝǜǡ

¤ ǝǜȅ ǌǾ

ǐǡ

Ǟ ǢǊǙƷǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ

֩ð֪

ᴴ

᷄
ḱ
Ḟ
ᶉ
ᶈ
ᶍ

ᶍ

ᶣ
ḁ
ḥ

Ḍ
ᶱ

ᵷ

ᵾ
Ḥ
ḱ
ḻ
Ḏ

ᶷ
ᶉ
ᶈ
ᶍ

╓

ᶉ
ᶈ
ᶍ

ᶍ

ᶍ

᷊

᷄
ḳ

ᶝ
ᶀ
ᶄ
ᵮ
ᶩ
ᶣ

╓
↨

ᶉ
ᶈ
ᶍ

ⱱ
ᴴ

╔
ᶅ

ⱱ

ᶉ
ᶈ
ᶍ

ᴴ

ᶉ

ᶈ
ᶱ

ᵸ
ᶪ

ᵼ
ᶍ ᶊ

ᶎ
ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 9.5 4.8 3.2 3.2 2.2 1.4 1.2 0.8 2.9 74.6 4.9

ׇׇ ׆א 768 5.5 4.6 1.7 2.7 0.9 1.3 1.6 0.4 2.5 83.1 1.0

ׇא ׆ב 529 12.3 4.5 3.4 1.9 2.6 2.3 0.4 0.9 3.6 73.5 3.4

ׇב ׆ג 333 13.5 6.0 6.0 5.7 3.3 0.9 1.8 1.2 2.7 62.5 11.1

ׇג ∙ 70 14.3 2.9 5.7 5.7 5.7 0.0 0.0 1.4 4.3 54.3 21.4

431 9.5 3.5 3.7 3.0 1.4 1.6 0.9 0.7 2.3 75.9 5.1

480 13.5 5.0 4.2 3.1 3.3 1.3 1.5 0.4 4.0 70.6 3.8

813 7.3 5.4 2.5 3.2 2.0 1.5 1.1 1.1 2.6 76.6 5.2

ᶀּ֩ק╗ ᶅ֪ 264 17.8 4.9 6.4 3.4 4.5 2.3 2.7 0.8 1.9 64.4 7.2

ᶀּ֩ק ֪ 869 7.5 4.8 2.8 3.1 1.5 1.4 1.2 0.6 3.5 76.3 4.0

☺ ֩ ֪ 140 17.9 3.6 3.6 2.9 2.1 1.4 0.7 1.4 2.1 70.7 5.0

֩ ֪ 374 3.5 4.8 1.3 2.9 1.9 1.1 0.3 1.1 2.7 82.9 3.2

ᵼᶍ 65 21.5 7.7 7.7 4.6 4.6 1.5 1.5 1.5 4.6 56.9 10.8

872 9.3 3.1 1.8 3.7 0.7 4.7 1.0 1.5 2.9 74.4 4.6

277 4.0 0.4 1.4 1.4 0.0 4.7 0.0 1.1 3.6 84.5 2.2

∙ 201 4.5 2.5 1.0 2.5 2.5 4.0 1.0 1.0 3.5 82.6 1.5

╓

֨֨



Ⅰ 高齢者福祉に関する生活実態調査（調査Ａ） 

 

33 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 β ∫≡™╢ ⌐≈™≡ 

 ŋ ⌐ ∫≡™╢  

 「コミュニケーション能力」が 54.6％、「地域住民や地域生活に関する情報、知識」が 29.6％ 

 

ₒ 15≢₈ ה ⁸ ◒ꜝⱩ⌂≥─ ─ ₉⁸₈ ⌂≥─ ─

─ ₉⁸₈ ╕∟≠ↄ╡╛ ⌂≥─ ₉⁸₈ ꜟ◒כ◘ ₉⁸₈ ₉⁸₈

╛☻ⱳכ♠╩ ∂√Ⱳꜝfi♥▫▪⌂≥─ ₉⁸₈ ה ⌂≥╩ ∆╢ ₉⁸₈

ה ≡ ⌂≥─ ₉⁸₈ ∕─ ₉≤ ─  x

15-1 ∫≡™╢ ╛ ⌐⅔™≡⁸ ∫≡™╢ ⁸ ⌐≈™≡№≡│╕╢ 

╙─│ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.6

29.6

24.8

23.1

13.2

7.6

3.9

10.1

0ð 20ð 40ð 60ð

ȜɈɎȴȚºȠɐɜ

╓ Ƿ ╓ Ǟ ǌǾ  

ǚ Ǌǒ Ƿ  

ǚ Ǌǒ Ƿ  

ǊƷ ǚǵֹו Ǟ ǌǾ≥

קּ ¤╔ ǡ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=355ˣ



Ⅰ 高齢者福祉に関する生活実態調査（調査Ａ） 

34 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 o ╩ ╘√  

 「40歳代以前」が 35.5％、「50歳代」が 27.3％ 

 

ₒ 15≢₈ ה ⁸ ◒ꜝⱩ⌂≥─ ─ ₉⁸₈ ⌂≥─ ─

─ ₉⁸₈ ╕∟≠ↄ╡╛ ⌂≥─ ₉⁸₈ ꜟ◒כ◘ ₉⁸₈ ₉⁸₈

╛☻ⱳכ♠╩ ∂√Ⱳꜝfi♥▫▪⌂≥─ ₉⁸₈ ה ⌂≥╩ ∆╢ ₉⁸₈

ה ≡ ⌂≥─ ₉⁸₈ ∕─ ₉≤ ─  x

15-2 ∫≡™╢ ╛ ╩ ╘√ │™≈ ≢∆⅛⁹ ─ ╩⇔≡™╢  

│⁸ ╙ ™╙─⌐≈™≡⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ɔ ⅛ ⅛ 

 「完全に無償」が 68.5％ 

 

ₒ 15≢₈ ה ⁸ ◒ꜝⱩ⌂≥─ ─ ₉⁸₈ ⌂≥─ ─

─ ₉⁸₈ ╕∟≠ↄ╡╛ ⌂≥─ ₉⁸₈ ꜟ◒כ◘ ₉⁸₈ ₉⁸₈

╛☻ⱳכ♠╩ ∂√Ⱳꜝfi♥▫▪⌂≥─ ₉⁸₈ ה ⌂≥╩ ∆╢ ₉⁸₈

ה ≡ ⌂≥─ ₉⁸₈ ∕─ ₉≤ ─  x

15-3 ∫≡™╢ ⌂ ╛ │ ≢∆⅛⁹ ─ ╩⇔≡™╢ │⁸ ╙

╩ ╣≡™╢ ⌐≈™≡⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 

∙

35.5 27.3 18.0 
7.3 

∙

0.6 

7.0 

N֩=355 ֪

(%)

ᶊ ᶱ

ᵧᵾנּ ᶍ

10.1

ᶍ

11.8

ᶊ

68.5 9.6 
N֩=355 ֪

(%)



Ⅰ 高齢者福祉に関する生活実態調査（調査Ａ） 

 

35 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 ᴖ ╩ ╘√⅝∫⅛↑ 

 「町会・自治会の誘い」が 23.7％、「友人、仲間のすすめ」および「個人の意思（問題意識や解決したい

課題があったため）」が 20.0％ 

 

ₒ 15≢₈ ה ⁸ ◒ꜝⱩ⌂≥─ ─ ₉⁸₈ ⌂≥─ ─

─ ₉⁸₈ ╕∟≠ↄ╡╛ ⌂≥─ ₉⁸₈ ꜟ◒כ◘ ₉⁸₈ ₉⁸₈

╛☻ⱳכ♠╩ ∂√Ⱳꜝfi♥▫▪⌂≥─ ₉⁸₈ ה ⌂≥╩ ∆╢ ₉⁸₈

ה ≡ ⌂≥─ ₉⁸₈ ∕─ ₉≤ ─  x

15-4 ∫≡™╢ ⌂ ╛ ╩ ╘√⅝∫⅛↑│ ≢∆⅛⁹ ─ ╩⇔≡™╢

│⁸ ╙ ╩ ╣≡™╢ ⌐≈™≡⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○前任者からの依頼  ○マンションの理事会  ○持回り方式  ○学校からの紹介 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「友人、仲間のすすめ」および「個人の意思（問題意識や解決し

たい課題があったため）」の割合が高い。女性は男性と比べて、「区の広報誌やホームページ等からの情

報」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「個人の意思（問題意識や解決したい課題があった

ため）」の割合が高い。75～84歳は他の年代と比べて、「友人、仲間のすすめ」の割合が高い。 

居住地域別で見ると、月島地域は他の地域と比べて、「町会・自治会の誘い」の割合が低く、「個人の

意思（問題意識や解決したい課題があったため）」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᴲ

ᶍ

ᵸᵸᶠ

20.0 

קּ ᶍ

ᵸᵸᶠ

6.2 

ᶍ ᶣ

ḣᴻḨḢᴻḀ

ᵪᶨᶍ

7.0 

ᵪᶨᶍ

ᶒᵪᵰ

10.1 

ᴴ

ᶍ

ᵣ

23.7 

ᶍ≥

֩ ≥ ᶣ ᵶᵾᵣ

ᵫᵡᶂᵾᵾᶠ֪

20.0 

ᵼᶍ

5.4 7.6 
N֩=355 ֪

(%)

֩ð֪

ᶍ
ᵸ
ᵸ
ᶠ

קּ

ᶍ
ᵸ
ᵸ
ᶠ

ᶍ

ᶣ
ḣ

Ḩ

Ḣ

Ḁ

ᵪ
ᶨ
ᶍ

ᵪ
ᶨ
ᶍ

ᶒ
ᵪ
ᵰ

ᴴ

ᶍ

ᵣ

ᶍ
≥≥

ᶣ

ᵶ
ᵾ
ᵣ

ᵫ
ᵡ

ᵾ
ᵾ
ᶠ

ᵼ
ᶍ

355 20.0 6.2 7.0 10.1 23.7 20.0 5.4 7.6

164 23.2 6.1 3.7 11.6 21.3 24.4 2.4 7.3

190 17.4 6.3 10.0 8.9 25.8 16.3 7.9 7.4

ׇׇ ׆א 122 17.2 8.2 8.2 10.7 22.1 26.2 4.9 2.5

ׇא ׆ב 122 14.8 5.7 9.0 10.7 30.3 18.0 7.4 4.1

ׇב ׆ג 88 34.1 4.5 3.4 10.2 14.8 14.8 3.4 14.8

ׇג ∙ 17 11.8 0.0 5.9 5.9 35.3 17.6 0.0 23.5

82 14.6 8.5 7.3 12.2 29.3 17.1 7.3 3.7

123 24.4 4.9 5.7 12.2 29.3 17.1 4.1 2.4

148 19.6 6.1 8.1 7.4 16.2 24.3 4.7 13.5

֨֨

╓



Ⅰ 高齢者福祉に関する生活実態調査（調査Ａ） 

36 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 ᴗ ╩⇔≡╟⅛∫√≤ ℮↓≤ 

 「地域とのつながりができた」が 50.4％、「新しい友人を得ることができた」が 46.8％ 

 

ₒ 15≢₈ ה ⁸ ◒ꜝⱩ⌂≥─ ─ ₉⁸₈ ⌂≥─ ─

─ ₉⁸₈ ╕∟≠ↄ╡╛ ⌂≥─ ₉⁸₈ ꜟ◒כ◘ ₉⁸₈ ₉⁸₈

╛☻ⱳכ♠╩ ∂√Ⱳꜝfi♥▫▪⌂≥─ ₉⁸₈ ה ⌂≥╩ ∆╢ ₉⁸₈

ה ≡ ⌂≥─ ₉⁸₈ ∕─ ₉≤ ─  x

15-5 ⁸ ⌂ ╛ ╩⇔≡™≡╟⅛∫√≤ ℮↓≤│ ≢∆⅛⁹ ─ ╩⇔≡

™╢ │⁸ ╙ ╩ ╣≡™╢ ⌐≈™≡⅔ ⅎↄ∞↕™⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.4

46.8

32.4

21.7

19.4

16.6

3.4

2.3

2.3

3.4

3.1

6.2

0ð 20ð 40ð 60ð

╓ǛǡǗǝƿǽƿǚǀǒ

ǊƷ ȅ ǾǆǛƿǚǀǒ

Ǟ ǊǙƷǾǆǛǚ ƿ ǼǿǙƷǾ

ǔǞ ǽƿǚǙ  ·Ǌǂǝǖǒ

┐ Ƿ ǓǊǝǲǞǻǽ ≥ǌǾǻƹǞǝǖǒ

Ǟɓȣɉƿǚǀǒ

קּ ǡ ȅ ƻǙƷǾ

קּ Ǜǡ ƿ ǂǝǖǒ

ǞǹǛǽƵǾ ƿǚǀǙƷǾ

ǐǡ

ǞǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=355ˣ



Ⅰ 高齢者福祉に関する生活実態調査（調査Ａ） 

 

37 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 p ╕≢ ╩⇔√™⅛ 

 「元気なうちはいつまでも」が 49.6％、「75歳くらいまで」が 12.4％ 

 

ₒ 15≢₈ ה ⁸ ◒ꜝⱩ⌂≥─ ─ ₉⁸₈ ⌂≥─ ─

─ ₉⁸₈ ╕∟≠ↄ╡╛ ⌂≥─ ₉⁸₈ ꜟ◒כ◘ ₉⁸₈ ₉⁸₈

╛☻ⱳכ♠╩ ∂√Ⱳꜝfi♥▫▪⌂≥─ ₉⁸₈ ה ⌂≥╩ ∆╢ ₉⁸₈

ה ≡ ⌂≥─ ₉⁸₈ ∕─ ₉≤ ─  x

15-6 ╕≢ ⌂ ╛ ╩ ↑√™≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 t ⌂ ╛ ╩⇔≡™⌂™  

 「時間的な余裕がない」が 44.9％、「活動に関する情報がない」が 23.2％ 

 

ₒ 15≢₈10 ⌐ │⇔≡™⌂™₉≤ ─  x

15-7 ⁸ ⇔√╡ ⇔√╡∆╢ ™ ≤⇔≡ ⌂ ╛ ╩⇔≡™⌂™

│ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○健康上の理由（持病がある・療養中）  〇仕事があるため  〇家族の介護をしているため 

ᵮᶨᵣ

ᶝᶆ

3.1 

ᵮᶨᵣ

ᶝᶆ

7.3 

ᵮᶨᵣ

ᶝᶆ

12.4 

ᵮᶨᵣ

ᶝᶆ

11.3 

ᶉᵥᶀᶎ

ᵣᶃᶝᶆᶡ

49.6 

ᶮᵪᶨᶉᵣ

10.1 6.2 
N֩=355 ֪

(%)

44.9

23.2

18.7

14.2

13.2

9.8

9.4

7.4

13.7

3.0

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

ǝ ƿǝƷ

Ǟ ǌǾ ƿǝƷ

Ǟ ǊƷ

ȅǌǾ ƿƷǝƷ

ǡ ƷƿǝƷ

ǝ ƿ ǀƷ

ȅ ǖǙƷǾ ƿǝƷ 

ǽǒƷǛ ƹ ƿǝƷ

ǐǡ

ȅǌǾ≥ ƿǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=1,292ˣ
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38 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ 

 v ≢╙∫≤╒⇔™≤ ℮  

 「趣味、スポーツ活動、旅行、レジャー」が 26.1％、「年金」が 25.4％ 

 

16 №⌂√⅜ ⌐ ∆╢ ≢⁸╙∫≤ ⇔™≤ ℮ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.1

25.4

20.5

20.5

19.1

18.4

14.6

14.3

11.1

10.4

10.3

8.9

7.2

5.6

5.0

2.7

1.3

1.4

20.9

2.7

3.2

0ð 10ð 20ð 30ð

 ȢɆºȭ    ɕȡɌº

═

ǡ ǝǜǡ   טּ ǝ Ǌǵǡ

ǘǂǽ

    ◖  

ǱƷÈ Ǆ ǡ   ¤ Ǌ É

  ȞºȼȢ

Țȋ  ȞºȼȢ ּק ⱱ ǝǜ ǡ ⱱ

ǝ Ƿ ╓

╓ǡ

¤

ǇǛǷ ǲǇǛǞ ǌǾ ȞºȼȢ

טּ

┤

  È ǝǜÉ

ǐǡ

ǞǝƷ

ȂƾǼǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ
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39 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 β ⌐ ∆╢ ─  

 「インターネット（パソコン、タブレット端末、スマートフォン）」が 66.1％、「テレビ」が 62.2％ 

 

17 №⌂√│⁸ ⌐ ∆╢ ╩≥↓⅛╠ ≡™╕∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「インターネット（パソコン、タブレット端末、スマートフォン）」

の割合が高い。女性は男性と比べて、「テレビ」および「友人、近所の人」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「インターネット（パソコン、タブレット端末、ス

マートフォン）」の割合が高い。75～84歳は他の年代と比べて、「新聞（タウン紙、区のおしらせを含

む）」、「家族」および「友人、近所の人」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「友人、近所の人」の割合が高い。夫婦

２人暮らしおよび息子・娘との２世帯は他の家族構成と比べて、「新聞（タウン紙、区のおしらせを含む）」

の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪
ᶹ
ḻ
ḇ

ḕ

Ḑ

ḙ
ḅ
᷈
ḻ

ḇ
Ḟ
Ḵ

Ḑ

ḁ
Ḧ

Ḑ
ḝ

ḻ

Ḏ
Ḵ
ḛ

ḇ
ᶻ
ḻ

ᶍ
ᵩ
ᵶ
ᶨ
ᵺ
ᶱ

ᶟ

קּ

ᶍ

ḉ
ḱ
᷿

ᶩ

ᶞ

Ḉ
ᶹ
Ḵ
᷄
Ḑ
ḩ

ḳ

ᵪ

ᶨ
ᶍ

ᶟ

ᶉ
ᶈ

ḱ
Ḁ
ᶿ

ᵼ
ᶍ ᶊ

ᶈ
ᵲ
ᵪ
ᶨ
ᶡ

ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 66.1 62.2 39.7 33.9 24.7 16.3 6.2 4.9 0.9 1.0 1.0

746 71.7 58.0 39.7 34.0 17.6 14.2 6.7 5.1 1.5 0.9 1.1

981 62.2 65.4 39.8 33.7 30.1 17.9 5.8 4.8 0.4 1.0 0.9

ׇׇ ׆א 768 88.5 51.4 29.6 32.9 24.9 12.9 3.6 4.7 0.9 0.9 0.4

ׇא ׆ב 529 63.7 68.1 45.0 32.1 23.1 17.4 7.6 4.3 0.9 0.8 0.9

ׇב ׆ג 333 30.9 73.9 53.2 39.3 30.3 20.7 9.6 6.3 0.3 1.5 1.2

ׇג ∙ 70 8.6 77.1 47.1 32.9 15.7 21.4 8.6 4.3 2.9 0.0 7.1

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 440 65.5 65.2 34.3 13.2 31.6 17.5 8.0 5.0 0.9 1.8 0.9

ᶨᵶ 761 68.1 62.7 44.4 38.1 22.3 16.2 5.5 5.1 0.8 0.7 0.7

ᴴ ᶇᶍ 185 60.0 57.8 41.1 52.4 26.5 14.1 8.6 5.4 0.0 0.0 1.1

ᵼᶍ 330 67.0 59.7 35.5 41.2 20.3 15.8 4.2 3.9 1.5 1.5 1.5

קּ

֨֨

66.1

62.2

39.7

33.9

24.7

16.3

6.2

4.9

0.9

1.0

1.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

ȍɜȨºȶȬȱÈȺȦȜɜ 

ȨȿɕȬȱ  ȢɇºȱȾȒɜÉ

ȯɕȼ

ÈȨȏɜ   ǡƽǊǼǎȅ ǳÉ

קּ

  ǡ

ȪɒȠ  ǽ ǲ ȩȍɕȘȱɊºɔ

È ƾǼǡ ǳÉǝǜ

ɒȡȓ

ǐǡ

ǞǜǆƾǼǵ ǙƷǝƷ
₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ



Ⅰ 高齢者福祉に関する生活実態調査（調査Ａ） 

40 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 γ ⌐ ∆╢ ⌐ ∆╢  

 ŋ  

 「まあ満足している」が 66.8％ 

 

18 №⌂√│⁸ ⌐ ∆╢ ⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 o ─  

 「必要な情報が乏しい」が 52.5％、「どの情報が信頼できるかわからない」が 42.9％ 

 

ₒ 18≢₈ ╛╛ ≢№╢₉╕√│₈ ≢№╢₉≤ ─  x

18-1 ─ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○表面的な情報しか得られない  ○情報の更新時期が分からない 

○情報を得るための時間が足りない  ○情報の収集方法を教えてくれる人がいない 

 

 

ᵶᶅᵣᶪ

12.9 

ᶝᵡ ᵶᶅᵣᶪ

66.8 

ᶣᶣ ᶆᵡᶪ

10.6 

ᶆᵡᶪ
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 ρ▬fi♃כⱠ♇♩─  

 ŋ ─√╘─▬fi♃כⱠ♇♩  

 「日常的に利用している」が 57.7％ 

 

19 №⌂√│⁸ ─ ≤⇔≡⁸▬fi♃כⱠ♇♩╩ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「日常的に利用している」の割合が高い。一方、女性は男性と比

べて、「利用していない」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「日常的に利用している」の割合が高い。年代が上

がるほど、「利用していない」の割合が高くなっている。 

経済的な生活感別で見ると、ややゆとりがある、大変ゆとりがあると感じている人は他の人と比べて、

「日常的に利用している」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶊ ᵶᶅᵣᶪ

57.7

ᶇᵬᶈᵬ ᵶᶅᵣᶪ

15.0

ᵶᶅᵣᶉᵣ

19.2 8.1 
N֩=1,731 ֪

(%)

֩ð֪

ᶊ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᶇ
ᵬ
ᶈ
ᵬ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 57.7 15.0 19.2 8.1

746 65.1 14.5 13.7 6.7

981 52.3 15.5 23.2 9.0

ׇׇ ׆א 768 81.5 11.5 2.3 4.7

ׇא ׆ב 529 52.7 20.2 20.4 6.6

ׇב ׆ג 333 24.3 16.8 47.4 11.4

ׇג ∙ 70 4.3 7.1 60.0 28.6

ᵶᵣ 111 41.4 18.0 24.3 16.2

ᶣᶣ ᵶᵣ 300 49.7 14.3 26.7 9.3

ᶔᶃᵥ 886 54.9 16.1 21.8 7.2

ᶣᶣᶥᶇᶩᵫᵡᶪ 314 72.3 14.0 8.0 5.7

ᶥᶇᶩᵫᵡᶪ 113 78.8 8.8 4.4 8.0

֨֨

ᶉ
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 o▬fi♃כⱠ♇♩─  

 「情報・ニュース検索」が 91.3％、「電子メールの送受信」が 82.1％ 

 

ₒ 19≢₈ ⌐ ⇔≡™╢₉╕√│₈ ≤⅝≥⅝ ⇔≡™╢₉≤ ─  x

19-1 №⌂√│⁸≥─╟℮⌂ ≢▬fi♃כⱠ♇♩╩ ⇔≡™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、女性は男性と比べて、「SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）」の割合が高い。 

年代別で見ると、65～74歳でも半数がインターネットショッピングを利用している。84歳以下の年代

では、年代が下がるほど、その他を除くすべての利用割合が高くなっている。 
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₈ᵕ ₰ˢN=1,259ˣ
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1,259 91.3 82.1 63.5 60.0 52.3 48.7 48.0 2.3 0.1

594 93.3 83.3 63.3 59.1 54.7 50.2 44.1 1.7 0.2

665 89.6 81.1 63.6 60.9 50.2 47.4 51.4 2.9 0.0

ׇׇ ׆א 714 93.4 84.5 67.8 73.0 63.0 56.9 56.9 1.8 0.0

ׇא ׆ב 386 90.2 80.3 61.7 50.3 43.5 41.7 39.6 3.4 0.0

ׇב ׆ג 137 84.7 78.1 49.6 25.5 26.3 28.5 27.7 2.2 0.7

ׇג ∙ 8 87.5 37.5 25.0 37.5 25.0 12.5 12.5 0.0 0.0
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 φ ─  

 ŋ ⇔≡™╢  

 「スマートフォン」が 81.7％、「パソコン」が 46.5％ 

 

20 №⌂√│⁸┤∞╪≥─╟℮⌂ ╩ ⇔≡™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「パソコン」および「タブレット端末」の割合が高い。 

年代別で見ると、75～84歳でも、「スマートフォン」の利用割合が約６割を占めている。年代が上が

るほど「固定電話・ＦＡＸ」の利用割合が高くなっている。 

経済的な生活感別で見ると、大変苦しいと感じている人でも約7割がスマートフォンを利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪
ḁ
Ḧ

Ḑ
ḝ

ḻ

ḙ
ḅ
᷈
ḻ

ḇ
Ḟ
Ḵ

Ḑ ᴴ

ḁ
Ḧ

Ḑ
ḝ

ḻ
∙

ᵼ
ᶍ

ᶎ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 81.7 46.5 23.3 18.4 10.4 0.8 3.2 3.1

746 81.4 61.1 27.6 17.3 12.9 0.8 2.7 2.3

981 82.3 35.6 20.2 19.3 8.6 0.7 3.5 3.6

ׇׇ ׆א 768 95.7 63.9 32.0 13.5 6.0 0.4 0.4 0.1

ׇא ׆ב 529 82.6 42.3 21.9 17.2 10.6 0.4 3.4 2.6

ׇב ׆ג 333 60.4 21.9 12.0 27.6 17.7 1.8 7.8 6.3

ׇג ∙ 70 24.3 8.6 0.0 37.1 24.3 2.9 10.0 22.9

ᵶᵣ 111 72.1 37.8 12.6 18.9 10.8 4.5 4.5 6.3

ᶣᶣ ᵶᵣ 300 75.3 37.0 20.0 16.3 10.3 1.0 5.3 5.0

ᶔᶃᵥ 886 80.9 43.2 23.1 18.3 11.3 0.6 3.4 3.2

ᶣᶣᶥᶇᶩᵫᵡᶪ 314 89.5 62.7 28.7 19.7 9.2 0.0 1.0 0.3

ᶥᶇᶩᵫᵡᶪ 113 94.7 63.7 31.0 20.4 7.1 0.0 0.9 0.0
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 o☻ⱴכ♩ⱨ◊fi╩ ⇔≡™⌂™  

 「使い方が分からない・難しい」が 39.6％、「必要がない」が 35.7％ 

 

ₒ 20≢₈ ☻ⱴכ♩ⱨ◊fi ₉⁸₈ Ɽ♁◖fi₉⁸₈ ה ₉⁸₈ ∕

─ ₉⁸₈ │ ⇔≡™⌂™₉≤ ─ ≢⁸☻ⱴכ♩ⱨ◊fi≤♃Ⱪ꜠♇♩ ╩ ⇔

≡™⌂™  x

20-1 ☻ⱴכ♩ⱨ◊fi╩ ⇔≡™⌂™ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○購入・使用予定  ○機能・情報量が多すぎる 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「費用が高い」および「メリットがわからない」の割合が高い。

女性は男性と比べて、「使い方が分からない・難しい」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「費用が高い」の割合が高い。75～84歳は他の年代

と比べて、「使い方が分からない・難しい」の割合が高い。85歳以上は他の年代と比べて、「必要がな

い」の割合が高い。 
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235 39.6 35.7 17.4 6.0 6.4 8.1 14.5

111 33.3 37.8 21.6 10.8 9.0 9.0 11.7

123 44.7 33.3 13.8 1.6 4.1 7.3 17.1

ׇׇ ׆א 21 23.8 28.6 33.3 14.3 14.3 0.0 19.0

ׇא ׆ב 69 37.7 37.7 23.2 10.1 11.6 11.6 7.2

ׇב ׆ג 104 45.2 34.6 13.5 2.9 1.9 6.7 17.3

ׇג ∙ 37 37.8 43.2 8.1 2.7 5.4 5.4 18.9
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 χ☻ⱴכ♩ⱨ◊fi╛▪ⱪꜞ─ ™ ┼─  

 「受ける必要がない」が 45.8％、「受けたい」が 27.3％ 

 

21 №⌂√│⁸☻ⱴכ♩ⱨ◊fi─ ⌂≥⁸ ─ ™ ╩ ⅎ≡ↄ╣╢ ↑─

╩ ↑√™≤ ™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「受ける必要がない」の割合が高い。女性は男性と比べて、「受

けたい」の割合が高い。 

年代別で見ると、75～84歳は他の年代と比べて、「受けたい」の割合が高い。 
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1,731 27.3 11.1 45.8 12.8 3.1

746 22.8 11.0 52.5 11.7 2.0

981 30.7 11.2 40.7 13.7 3.8

ׇׇ ׆א 768 16.1 8.9 60.7 12.4 2.0

ׇא ׆ב 529 32.9 13.2 41.8 10.0 2.1

ׇב ׆ג 333 42.9 11.7 24.3 16.2 4.8

ׇג ∙ 70 32.9 14.3 21.4 18.6 12.9

֨֨



Ⅰ 高齢者福祉に関する生活実態調査（調査Ａ） 

46 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

╛ ≠ↄ╡ ┼─ ⌐≈™≡ 

 v  

 ŋ☻ⱳכ♠◒ꜝⱩ╛ ┼─ ─  

 「参加していない」が 74.6％ 

 

22 №⌂√│⁸ ≠ↄ╡─√╘⌐☻ⱳכ♠◒ꜝⱩ╛ ⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「参加していない」の割合が高い。 

居住形態別で見ると、持ち家（集合住宅）は他の居住形態と比べて、「参加している」の割合が高い。

集合住宅の居住階数別で見ると、大きな差は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 o∕─  

 「週２回以上」が 48.0％、「週１回以上」が 31.7％ 

 

ₒ 22≢₈ ⇔≡™╢₉≤ ─  x

22-1 ─ │⁸≥─ ≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  
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1,731 23.3 74.6 2.0

746 18.4 80.0 1.6

981 27.1 70.7 2.1

ᶀּ֩ק╗ ᶅ֪ 264 19.7 77.7 2.7

ᶀּ֩ק ֪ 869 27.0 71.7 1.3

☺ ֩ ֪ 140 15.0 80.0 5.0

֩ ֪ 374 22.2 76.2 1.6

ᵼᶍ 65 16.9 80.0 3.1

872 24.9 73.4 1.7

277 25.3 73.3 1.4

∙ 201 23.4 76.1 0.5
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 ɔ ┼─  

 「満足している」が 61.4％ 

 

ₒ 22≢₈ ⇔≡™╢₉≤ ─  x

22-2 ─ ⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ᴖ ≠ↄ╡ ⌐ ⇔≡™⌂™  

 「時間的な余裕がない」が 37.5％、「自宅で自主的に取り組んでいる」が 21.3％ 

 

ₒ 22≢₈ ⇔≡™⌂™₉≤ ─  x

22-3 ≠ↄ╡─√╘⌐☻ⱳכ♠◒ꜝⱩ╛ ⌐ ⇔≡™⌂™ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○健康上の理由（持病がある・療養中）  ○近所にない、なくなった  ○経済的な余裕がない 
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 β ⇔╟℮≤ ℮  

 「会場が徒歩圏内にある」が 51.1％、「参加費がかからない」が 31.4％ 

 

23 ☻ⱳכ♠◒ꜝⱩ╛ ⌐ ⇔╟℮≤ ℮ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○時間帯が自由、24時間  ○時間帯が夜間  ○自分に合ったレベル・プログラムであること 
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 γ ─ ≠ↄ╡  

 ŋ ≢ ∫≡™╢ ≠ↄ╡ ─  

 ①さわやか健康教室については、「知らなかった」が 68.6％ 

 ②さわやか体操リーダーによる体操教室については、「知らなかった」が 74.3％ 

 ③ゆうゆう講座については、「知らなかった」が 70.2％ 

 ④いきいき館（敬老館）での健康づくり教室については、「知らなかった」が 61.5％ 

 ⑤中央粋なまちトレーニング(粋トレ)については、「知らなかった」が 78.1％ 

 

24 あなたは、中央区が行っている次のような高齢者健康づくり事業をご存知ですか。（〇はそれぞれ１つ） 
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8.1 

6.4 

8.4 

ӡᵴᶮᶣᵪ

N֩=1,731 ֪

Ӣᵴᶮᶣᵪ ḲᴻḈᴻᶊᶧᶪ

N֩=1,731 ֪

ӣᶥᵥᶥᵥ

N֩=1,731 ֪

Ӥᵣᵬᵣᵬ ֩ ֪ᶆᶍ

ᶄᵮᶩ N֩=1,731 ֪

ӥ ꞉ ᶉᶝᶀḐḴᴻḓḻ᷅

( ḐḴ) N֩=1,731 ֪

(%)
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 o ≠ↄ╡ ─  

 「特にどこからも得ていない」が 36.0％、「新聞（タウン紙、区のおしらせを含む）」が 28.8％ 

 

25 ─ ≠ↄ╡ ⌐≈™≡⁸≥↓≢∕─ ╩ ╡╕⇔√⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「特にどこからも得ていない」の割合が高い。女性は男性と比べ

て、「新聞（タウン紙、区のおしらせを含む）」および「友人、近所の人」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「特にどこからも得ていない」の割合が高い。65～

84歳の年代は他の年代と比べて、「新聞（タウン紙、区のおしらせを含む）」の割合が高い。また、75

歳以上の年代は 74歳以下の年代と比べて、「チラシ、折り込み、ダイレクトメール（区からの通知含む）

など」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ḇ
ᶻ
ḻ

ᶍ
ᵩ
ᵶ
ᶨ
ᵺ
ᶱ

ᶟ

ḉ
ḱ
᷿

ᶩ

ᶞ

Ḉ
ᶹ
Ḵ
᷄
Ḑ
ḩ

ḳ

ᵪ

ᶨ
ᶍ

ᶟ

ᶉ
ᶈ

ᶍ

ᶹ
ḻ
ḇ

ḕ

Ḑ

ḙ
ḅ
᷈
ḻ

ḇ
Ḟ
Ḵ

Ḑ

ḁ
Ḧ

Ḑ
ḝ

ḻ

קּ Ḏ
Ḵ
ḛ

ḱ
Ḁ
ᶿ

ᵼ
ᶍ ᶊ

ᶈ
ᵲ
ᵪ
ᶨ
ᶡ

ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 28.8 14.7 7.6 4.3 4.1 1.3 0.1 0.0 2.4 36.0 20.2

746 22.9 13.5 3.6 4.6 5.6 0.8 0.0 0.0 2.4 45.8 17.7

981 33.4 15.7 10.6 4.2 3.0 1.6 0.1 0.0 2.2 28.5 22.1

ׇׇ ׆א 768 16.7 7.6 2.0 3.6 3.0 0.5 0.1 0.0 1.8 54.9 18.1

ׇא ׆ב 529 41.2 18.7 11.2 6.8 5.7 1.3 0.0 0.0 3.0 23.1 19.5

ׇב ׆ג 333 39.9 23.7 13.2 2.4 3.0 2.4 0.0 0.0 2.4 16.2 23.4

ׇג ∙ 70 20.0 21.4 17.1 2.9 8.6 4.3 0.0 0.0 2.9 17.1 34.3

֨֨

28.8

14.7

7.6

4.3

4.1

1.3

0.1

0.0

2.4

36.0

20.2

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð

ÈȨȏɜ   ǡƽǊǼǎȅ ǳÉ

ȪɒȠ  ǽ ǲ ȩȍɕȘȱɊºɔ

È ƾǼǡ ǳÉǝǜ

  ǡ

ȍɜȨºȶȬȱÈȺȦȜɜ 

ȨȿɕȬȱ  ȢɇºȱȾȒɜÉ

קּ

ȯɕȼ

ɒȡȓ

ǐǡ

ǞǜǆƾǼǵ ǙƷǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ
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 ɔ ⇔√™≤ ℮ ≠ↄ╡  

 「運動などの実践を取り入れた講座」が 39.8％、「医療専門職が、必要に応じて相談対応・指導してくれ

る教室・講座」が 30.0％ 

 

26 №⌂√│⁸≥─╟℮⌂ ≠ↄ╡ ⌂╠ ⇔√™≤ ™╕∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○目的別の運動講座（種目、設備や器具）  ○徒歩圏内であること  ○個別指導を受けられること 

 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「運動などの実践を取り入れた講座」の割合が高い。 

居住形態別で見ると、持ち家（集合住宅）は他の居住形態と比べて、「運動などの実践を取り入れた講

座」の割合が高い。集合住宅の居住階数別で見ると、「21階以上」では「さまざまなテーマを取り上げ

た講座」の割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.8

30.0

24.2

19.6

19.5

13.6

7.3

3.4

6.4

10.9

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

◖ ǝǜǡ ȅ ǽ ǿǒ

═ ƿ  ǞꞌǋǙ ꞌ¤

ǊǙǂǿǾ ¤

Ŧ ǡ ¤

ǚ ƾǿǾ ǡ ¤

ǈǱǉǱǝȯºɇȅ ǽ ǅǒ

ǝȯºɇǞ Ǌǒ

ǘǂǽȅ ǛǊǒȞɖɜ ǡ

ǡ ƿ ǛǝǾ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ

֩ð֪
◖

ᶉ
ᶈ
ᶍ

ᶱ

ᶩ

ᶫ
ᵾ

═

ᵫ

ᶊ

ꞌ
ᵷ
ᶅ

ꞌ
ᴴ

ᵶ
ᶅ
ᵮ
ᶫ
ᶪ

ᴴ

ᶍ

ᴴ

ᶆ

ᵪ
ᶫ
ᶪ

ᶍ

ᴴ

ᵴ
ᶝ
ᵵ
ᶝ
ᶉ
Ḏ

Ḧ
ᶱ

ᶩ

ᵱ
ᵾ

ᶉ
Ḏ

Ḧ
ᶊ

ᵶ
ᵾ

ᶄ
ᵮ
ᶩ
ᶱ

ᶇ
ᵶ

ᵾ
᷊
ḵ
ḻ

ᶍ

ᶍ

ᵫ

ᶇ
ᶉ
ᶪ

ᵼ
ᶍ

1,731 39.8 30.0 24.2 19.6 19.5 13.6 7.3 3.4 6.4 10.9

ׇׇ ׆א 768 45.8 32.9 27.6 18.9 19.7 17.6 6.9 2.3 4.9 3.9

ׇא ׆ב 529 37.6 26.5 26.1 20.6 20.4 13.2 6.2 4.3 8.1 11.7

ׇב ׆ג 333 30.9 29.1 16.8 20.4 18.9 6.9 10.5 4.2 6.0 20.7

ׇג ∙ 70 31.4 30.0 10.0 17.1 17.1 5.7 4.3 1.4 8.6 31.4

ᶀּ֩ק╗ ᶅ֪ 264 37.9 26.9 23.1 19.3 16.3 10.2 5.7 2.3 9.1 16.3

ᶀּ֩ק ֪ 869 42.8 30.5 25.8 20.6 20.6 14.5 8.7 3.7 6.0 8.5

☺ ֺ ּ 140 33.6 30.7 28.6 15.0 20.7 7.9 5.7 2.9 9.3 15.0

ֺ ּ 374 37.2 31.3 21.7 19.3 19.5 17.4 6.7 3.7 4.3 9.4

ᵼᶍ 65 38.5 27.7 12.3 21.5 15.4 7.7 4.6 3.1 6.2 16.9

872 39.1 28.9 25.7 18.9 20.6 13.4 8.4 4.5 6.5 9.5

277 43.3 34.7 23.5 22.4 23.5 15.9 6.9 1.4 2.5 10.8

∙ 201 39.8 31.3 23.9 17.4 15.4 18.4 7.0 3.5 7.5 7.5

֨֨
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 ᴖ ─√╘─  

 「会場が徒歩圏内にある」が 45.2％、「参加費がかからない」が 35.0％ 

 

27 ─ ≠ↄ╡ ⌐ ⌐ ∆╢√╘─ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○時間帯が自由、24時間  ○時間帯が夜間  ○時間的な余裕ができる  ○効果・変化が実感できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.2

35.0

29.8

25.9

22.3

19.9

18.3

17.2

9.0

8.8

8.4

3.5

5.2

10.1

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

ƿ ǞƵǾ

נּ ƿƾƾǼǝƷ

È◖ ǌǾ É ǚǵ ǚǀǾנּ

ǻƹǝ Ǵǡ◖ ƿǚǀǾ

Ŧ ŧ ǚ ȂǾ

ȅǊǝǂǙǻƷ

Ŧ ∙ ǚ ȂǾ

Ǟ

¤ ¤ Ǟ

ƿ

ƿ

È◖ ǌǾ É ǚǵ ǚǀǾ

ǻƹǝ ǝ◖ ƿǚǀǾ

ǓǄǚ ǈǿǾ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ
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◘꜡fiה ─ ꜟ◒כ◘ה ┼─ ⌐≈™≡ 

 v  

 ŋ ◘꜡fiה ─ ꜟ◒כ◘ה ┼─ ─  

 「参加していない」が 89.9％ 

 

28 №⌂√│⁸ ≠ↄ╡╛ ⅝⅜™─√╘⌐ ⅜ ℮ ◘꜡fi╛ ─ ◒כ◘⁸

ꜟ ⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、大きな差は見られない。 

年代別で見ると、74歳以下の年代は 75歳以上の年代と比べて、「参加していない」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵶᶅᵣᶪנּ

6.7 

ᵶᶅᵣᶉᵣנּ

89.9 3.4 
N֩=1,731 ֪

(%)

֩ð֪

נּ
ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

נּ
ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,731 6.7 89.9 3.4

746 5.0 92.0 3.1

981 8.0 88.7 3.4

ׇׇ ׆א 768 2.3 96.6 1.0

ׇא ׆ב 529 7.9 90.4 1.7

ׇב ׆ג 333 12.6 79.3 8.1

ׇג ∙ 70 17.1 68.6 14.3

֨֨
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 o∕─  

 「月２回以上」が 25.0％、「週２回以上」が 22.4％ 

 

ₒ 28≢₈ ⇔≡™╢₉≤ ─  x

28-1 ─ │⁸≥─ ≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ɔ ┼─  

 「満足している」が 74.1％ 

 

ₒ 28≢₈ ⇔≡™╢₉≤ ─  x

28-2 ─ ⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

∙

22.4 

∙

21.6 

∙

25.0 

∙

15.5 10.3 5.2
N֩=116 ֪

(%)

ᵶᶅᵣᶪ

74.1

ᶡᶂᶇ ᵮᵶᵾᵣ

19.0

ᶡᶂᶇ ᶉᵮᵶᵾᵣ

0.9

6.0 N֩=116 ֪

(%)
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 ᴖ ⇔≡™⌂™  

 「時間的な余裕がない」が 38.4％、「参加したいと思うものがない」が 23.2％ 

 

ₒ 28≢₈ ⇔≡™⌂™₉≤ ─  x

28-3 ⅜ ℮ ◘꜡fi╛ ─ ꜟ◒כ◘⁸ ⌐ ⇔≡™⌂™ │ ≢∆⅛⁹ 

ₒ  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○家族や地域外の友人・知人との交流、他の活動に満足している  ○仕事をしている 

○健康上の理由（持病がある・療養中）  ○初回から参加したい、途中から参加したくない 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「参加する意思がない」の割合が高い。女性は男性と比べて、「感

染症への不安がある」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「時間的な余裕がない」の割合が高い。85歳以上は

他の年代と比べて、「交流サロン等に関する情報がない」および「体力的に難しい」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ᶉ

ᵫ
ᶉ
ᵣ

נּ
ᵶ
ᵾ
ᵣ
ᶇ

ᵥ
ᶡ
ᶍ
ᵫ
ᶉ
ᵣ

᷊
ḵ
ḻ

ᶊ

ᵸ
ᶪ

ᵫ
ᶉ
ᵣ

ᶄ
ᵬ
ᵡ
ᵣ
ᵫ

ᶮ
ᵹ
ᶨ
ᶮ
ᵶ
ᵣ

╗

ᶊ

נּ
ᵸ
ᶪ

ᵫ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

ᶗ
ᶍ

↨
ᵫ
ᵡ
ᶪ

ᶊ

ᵶ
ᵣ

ᵼ
ᶍ נּ

ᵸ
ᶪ
≥

ᵫ
ᶉ
ᵣ

1,557 38.4 23.2 19.0 16.1 11.7 11.2 8.0 6.1 15.2 1.2

686 36.3 24.2 17.2 15.7 11.5 8.3 8.5 5.0 20.3 1.2

870 40.1 22.3 20.5 16.3 11.8 13.4 7.6 7.0 11.3 1.3

ׇׇ ׆א 742 51.1 19.8 21.4 13.7 9.2 8.2 3.1 4.4 15.2 0.3

ׇא ׆ב 478 31.2 27.2 16.7 19.2 12.8 14.0 7.5 7.3 15.7 1.9

ׇב ׆ג 264 20.8 26.9 14.4 17.4 17.0 12.5 17.4 8.7 14.4 2.3

ׇג ∙ 48 16.7 22.9 27.1 12.5 12.5 14.6 39.6 6.3 8.3 4.2

֨֨

38.4

23.2

19.0

16.1

11.7

11.2

8.0

6.1

15.2

1.2

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

ǝ ƿǝƷ

ǊǒƷǛנּ ƹǵǡƿǝƷ

Ȟɖɜ Ǟ ǌǾ ƿǝƷ

ǘǀƵƷƿȂǍǼȂǊƷ

╗ Ǟ ǌǾנּ ƿƷǝƷ

ǫǡ ↨ƿƵǾ

Ǟ ǊƷ

ǐǡ

≤ǌǾנּ ƿǝƷ
₈ᵕ ₰ˢN=1,557ˣ
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 β ⇔╟℮≤ ℮  

 「会場が徒歩圏内にある」が 47.3％、「参加費がかからない」が 31.9％ 

 

29 ⅜ ℮ ◘꜡fi╛ ─ ꜟ◒כ◘⁸ ⌐ ⇔╟℮≤ ℮ │ ≢∆⅛⁹

ₒ  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○興味のある内容  ○時間的な余裕  ○時間帯が自由、24時間 

○参加者同士の趣味や目的が同じであること 

 

 

47.3

31.9

24.4

23.2

17.6

16.2

15.8

13.5

8.6

8.4

2.9

2.7

2.2

7.2

9.4

0ð 20ð 40ð 60ð

ƿ ǞƵǾ

נּ ƿƾƾǼǝƷ

Ŧ ŧ ǚ ȂǾ

ȅǊǝǂǙǻƷ

Ŧ ∙ ǚ ȂǾ

Ǟ

¤ ¤ Ǟ

Ʒ ƿǚǀǾ

ƿ

ƿ

ǔǺǖǛǊǒ ƿ Ǿ

ǓǄǡȞɖɜÈ ¥Ô ǓǄǡƽǊǶǬǽ

ȞɖɜÕ Ô ǓǄǡ∫ Õ É

ǲȆǝǛ ƿǛǿǾ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ
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性別で見ると、女性は男性と比べて、「会場が徒歩圏内にある」、「平日に開催」および「毎回軽い体

操ができる」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「土・日・祝日に開催」の割合が高い。65～74歳は

他の年代と比べて、「１～２時間程度で終わる」の割合が高い。また、年代が上がるほど「毎回軽い体操

ができる」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ᵫ

ᶊ
ᵡ
ᶪ

נּ

ᵫ
ᵪ
ᵪ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

ᶆ

ᶮ
ᶪ

ᶱ
ᵶ
ᶉ
ᵮ
ᶅ
ᶧ
ᵣ

∙

ᶆ

ᶮ
ᶪ

ᶊ
ᴴ

ᴴ

ᶊ

ᵣ

ᵫ
ᶆ
ᵬ
ᶪ

1,731 47.3 31.9 24.4 23.2 17.6 16.2 15.8 13.5

746 41.6 32.0 23.5 23.7 14.9 10.9 18.5 9.5

981 51.8 31.9 25.3 22.8 19.7 20.2 13.8 16.4

ׇׇ ׆א 768 48.7 32.2 22.5 21.2 18.9 11.6 23.0 9.1

ׇא ׆ב 529 49.7 33.1 30.1 26.3 16.8 18.9 11.3 14.2

ׇב ׆ג 333 42.9 30.0 21.9 23.4 15.6 21.3 7.2 19.8

ׇג ∙ 70 38.6 24.3 18.6 24.3 18.6 14.3 7.1 22.9

֨֨

֩ð֪

ᵫ ᵫ

ᶀ

ᶇ
ᵶ
ᵾ

ᵫ

ᶪ

ᵿ
ᵰ
ᶍ
᷊
ḵ
ḻ

ֹ

ᵿ
ᵰ
ᶍ
ᵩ
ᵶ

ᶘ
ᶩ
᷊
ḵ
ḻ

ᵿ
ᵰ
ᶍ
∫

ᶞ
ᶲ
ᶉ
ᶇ

ᵫ
ᶇ
ᶫ
ᶪ

ᵼ
ᶍ

1,731 8.6 8.4 2.9 2.7 2.2 7.2 9.4

746 6.3 6.3 2.0 0.5 1.7 8.4 9.8

981 10.3 10.1 3.7 4.3 2.5 6.3 8.8

ׇׇ ׆א 768 4.6 6.1 2.6 0.9 1.8 8.2 3.3

ׇא ׆ב 529 11.0 9.5 3.6 5.3 2.1 7.4 9.1

ׇב ׆ג 333 12.6 13.8 2.1 2.7 2.4 5.1 18.9

ׇג ∙ 70 15.7 1.4 4.3 1.4 5.7 5.7 27.1

֨֨
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─ ⌐≈™≡ 

 v ⌐ ⅎ≡⇔≡™╢↓≤ 

 「水・食糧・簡易トイレなどを備蓄している」が 67.0％、「家族と避難先や緊急連絡先を確認している」

が 47.2％ 

 

30 №⌂√│⁸ ⌂≥─ ⌐ ⅎ≡≥─╟℮⌂↓≤╩⇔≡™╕∆⅛⁹o  x
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47.2

40.6

18.4

4.7

4.4

4.4

6.9

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

¤ ¤ ⌐ȱȍɕǝǜȅ ǊǙƷǾ

קּ Ǜ Ƿ ȅ ǊǙƷǾ

קּ ǡ ǝǜȅ ǖǙƷǾ

Ƿ Ǟ ǊǙƷǾנּ

ȅ Ǚ ƻǒǽ  ǌǾǝǜ ȅǊǙƷǾ

╓ǡ ⱱ È ≠╢Ƿ   ǝǜÉǞ

ǊǙ  Ƿ ǡ ꞌȅ ǊǙƷǾ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=1,731ˣ
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年代別で見ると、85歳以上は他の年代と比べて、「地域の支援者（民生委員や町会、防災区民組織な

ど）に相談して、避難先や災害時の対応を確認している」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「地域の支援者（民生委員や町会、防災

区民組織など）に相談して、避難先や災害時の対応を確認している」および「その他」を除くすべての項

目について、割合が低い。息子・娘との２世帯は他の家族構成と比べて、「家族と避難先や緊急連絡先を

確認している」および「避難訓練や防災訓練に参加している」の割合が高い。 

居住地域別で見ると、京橋地域は他の居住地域と比べて、「避難訓練や防災訓練に参加している」の割

合が低い。 

居住形態別で見ると、持ち家（集合住宅）は他の居住形態と比べて、「水・食料・簡易トイレなどを備

蓄している」および「家具の転倒防止などを行っている」の割合が高い。持ち家（一戸建て）は、「自宅

を建て替えたり、補強するなど耐震対策をしている」の割合が高い。 

集合住宅の居住階数別で見ると、21階以上は他の階数と比べて、「水・食料・簡易トイレなどを備蓄

している」の割合が高く、「家具の転倒防止などを行っている」の割合が低い。 
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1,731 67.0 47.2 40.6 18.4 4.7 4.4 4.4 6.9

ׇׇ ׆א 768 71.2 48.7 39.7 15.5 3.8 3.5 4.0 4.6

ׇא ׆ב 529 68.2 49.5 42.3 19.7 3.4 4.0 5.3 4.9

ׇב ׆ג 333 62.5 45.0 41.4 21.9 8.1 4.5 3.0 11.7

ׇג ∙ 70 44.3 30.0 41.4 25.7 10.0 14.3 5.7 15.7

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 440 59.5 28.9 31.1 14.8 1.8 5.2 7.0 12.3

ᶨᵶ 761 70.6 53.7 44.3 19.1 4.7 3.7 3.4 4.9

ᴴ ᶇᶍ 185 74.6 58.9 38.9 25.9 7.6 8.6 2.2 3.2

ᵼᶍ 330 64.8 50.3 46.7 17.9 7.0 2.7 4.8 5.8

431 65.7 44.8 38.5 12.8 5.6 4.2 4.6 8.6

480 68.3 50.4 43.8 19.4 6.0 5.2 4.4 4.8

813 66.9 46.9 39.9 20.9 3.4 4.2 4.4 7.1

ᶀּ֩ק╗ ᶅ֪ 264 61.7 45.8 40.2 22.3 18.9 8.7 3.4 8.3

ᶀּ֩ק ֪ 869 73.6 49.6 46.3 20.4 2.8 3.8 2.5 5.1

☺ ֺ ּ 140 62.1 44.3 32.9 22.9 0.0 7.1 5.0 10.7

ֺ ּ 374 60.7 46.3 32.4 9.1 1.1 2.4 7.5 8.6

ᵼᶍ 65 49.2 41.5 33.8 21.5 4.6 3.1 13.8 4.6

872 67.7 49.7 42.7 16.6 2.2 4.1 4.6 7.2

277 68.6 48.4 41.5 17.7 2.2 3.2 2.2 6.1

∙ 201 76.1 43.8 32.8 21.4 1.5 2.5 4.5 2.5
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 β₈ √∆↑№™ ₉─  

 「知らなかった」が 82.3％ 

 

31 №⌂√│⁸₈ √∆↑№™ ₉⌐≈™≡↔ ≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「知らなかった」の割合が高い。75歳以上は 74歳以

下の年代と比べて、「知っている」の割合が高い。 

居住形態別で見ると、持ち家（一戸建て）および公営賃貸住宅（集合住宅）は他の居住形態と比べて、

「知っている」の割合が高い。民間賃貸住宅（集合住宅）は他の居住形態と比べて、「知らなかった」の

割合が高い。 

集合住宅の居住階数別で見ると、大きな差は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶂᶅᵣᶪ

15.3 

ᶨᶉᵪᶂᵾ

82.3 2.4 
N֩=1,731 ֪

(%)

֩ð֪

ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᶨ
ᶉ
ᵪ

ᵾ

1,731 15.3 82.3 2.4

ׇׇ ׆א 768 7.7 91.5 0.8

ׇא ׆ב 529 19.8 78.8 1.3

ׇב ׆ג 333 24.3 69.4 6.3

ׇג ∙ 70 24.3 68.6 7.1

ᶀּ֩ק╗ ᶅ֪ 264 26.9 68.2 4.9

ᶀּ֩ק ֪ 869 13.8 84.8 1.4

☺ ֩ ֪ 140 22.1 72.1 5.7

֩ ֪ 374 8.0 90.6 1.3

ᵼᶍ 65 20.0 76.9 3.1

872 13.6 84.3 2.1

277 11.2 87.0 1.8

∙ 201 11.4 87.6 1.0
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 γ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐╟╢ ─  

 「外出を控えるようになった」が 67.6％、「友達・親戚付き合いが減った」が 61.5％ 

 

32 №⌂√│⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ⌐╟∫≡⁸ ⌐≥─╟℮⌂ ⅜№╡╕⇔√

⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「収入が減った」および「在宅勤務が増えた」の割合が高い。女

性は男性と比べて、「外出を控えるようになった」および「友達・親戚付き合いが減った」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「外出を控えるようになった」の割合が低く、「在

宅勤務が増えた」の割合が高い。また、すべての年代で、「運動量が減った」の割合は約３割にとどまっ

ている。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「外出を控えるようになった」および「友

達・親戚付き合いが減った」の割合が低い。 
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1,731 67.6 61.5 36.4 24.4 20.5 15.3 13.8 4.7 0.5 4.7 2.4

746 64.6 56.0 36.9 25.6 18.6 18.8 17.8 3.6 0.8 5.4 2.8

981 70.0 65.6 36.1 23.5 21.9 12.7 10.8 5.6 0.3 4.1 1.9

ׇׇ ׆א 768 61.6 61.3 36.7 27.2 20.8 19.0 24.5 6.3 1.0 4.3 1.0

ׇא ׆ב 529 72.8 62.6 37.4 24.2 21.0 15.5 7.6 4.2 0.0 5.3 1.3

ׇב ׆ג 333 72.1 62.5 35.1 21.0 21.9 8.1 1.5 2.7 0.0 4.8 5.1

ׇג ∙ 70 74.3 57.1 34.3 14.3 10.0 7.1 0.0 4.3 1.4 2.9 8.6

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 440 62.7 55.9 34.3 3.2 20.2 17.5 16.4 5.7 0.0 6.6 3.9

ᶨᵶ 761 68.9 62.8 37.3 32.6 21.0 13.3 13.8 4.2 0.4 3.9 1.7

ᴴ ᶇᶍ 185 68.6 63.2 36.2 32.4 19.5 15.7 6.5 5.4 1.1 2.7 1.1

ᵼᶍ 330 70.3 65.5 37.3 29.1 20.3 16.4 15.2 4.2 1.2 4.8 2.1
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─ ─ ⌐≈™≡ 

 v ∆╢  

 「主に介護サービスを利用して、自宅で暮らしたい」が 32.3％、「高齢者向けの住宅に住み替えて、介護

サービスを利用しながら暮らしたい」が 14.6％ 

 

33 №⌂√│⁸ ⌐⌂∫√ ⁸≥─╟℮⌂ ╩ ⇔╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  
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性別で見ると、男性は女性と比べて、「主に家族の介護を受けながら、自宅で暮らしたい」の割合が高

い。女性は男性と比べて、「主に介護サービスを利用して、自宅で暮らしたい」および「高齢者向けの住

宅に住み替えて、介護サービスを利用しながら暮らしたい」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「高齢者向けの住宅に住み替えて、介護サービスを

利用しながら暮らしたい」の割合が高い。85歳以上は他の年代と比べて、「主に家族の介護を受けなが

ら、自宅で暮らしたい」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「家族、親族の判断に任せる」の割合が

低い。 
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1,731 32.3 14.6 10.6 10.5 9.5 9.5 1.0 10.5 1.6

746 29.4 11.0 15.7 11.1 8.0 11.1 1.5 11.1 1.1

981 34.7 17.3 6.5 10.0 10.6 8.4 0.7 9.9 1.9

ׇׇ ׆א 768 32.4 18.4 7.4 8.6 9.6 8.3 1.2 13.2 0.9

ׇא ׆ב 529 32.5 12.9 10.2 13.8 9.1 10.6 0.9 9.1 0.9

ׇב ׆ג 333 33.9 9.6 15.3 9.6 9.6 11.1 0.3 7.2 3.3

ׇג ∙ 70 30.0 8.6 24.3 8.6 11.4 5.7 4.3 2.9 4.3

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 440 33.9 16.8 3.9 12.5 11.6 4.3 1.1 14.1 1.8

ᶨᵶ 761 32.6 13.8 12.9 9.2 10.0 10.2 1.1 9.3 0.9

ᴴ ᶇᶍ 185 33.0 15.7 14.1 9.7 5.4 15.1 0.0 5.4 1.6

ᵼᶍ 330 28.5 13.0 12.1 11.2 8.2 11.8 1.5 11.2 2.4
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 β ⌐ ╩ ↑√™  

 「病院やホスピスなどの医療施設」が 41.8％、「自宅」は 21.1％ 

 

34 №⌂√│⁸ ⅜ ╢ ⅜⌂ↄ⌂╡⁸ ⌐⌂∫√ ⁸≥↓≢ ╩ ↑√™≤ ™╕

∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「自宅」の割合が高い。女性は男性と比べて、「病院やホスピス

などの医療施設」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「わからない」の割合が高い。85歳以上は他の年代

と比べて「家族・親族の判断に任せる」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「特別養護老人ホーム（介護老人福祉施

設）」の割合が高く、「家族・親族の判断に任せる」の割合が低い。息子・娘との２世帯は他の家族構成

と比べて、「家族・親族の判断に任せる」の割合が高い。ひとり暮らしおよびその他の世帯は、他の家族

構成と比べて、「自宅」の割合が低い。 
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1,731 41.8 21.1 11.0 10.7 0.3 0.1 1.0 12.4 1.6

746 36.2 24.1 10.9 12.6 0.4 0.0 1.3 13.3 1.2

981 46.2 18.9 11.0 9.2 0.2 0.2 0.8 11.7 1.8

ׇׇ ׆א 768 42.7 20.6 9.0 10.2 0.3 0.0 1.4 15.2 0.7

ׇא ׆ב 529 41.6 22.5 13.0 10.8 0.2 0.2 0.9 10.2 0.6

ׇב ׆ג 333 41.4 20.4 12.3 10.5 0.6 0.0 0.6 9.6 4.5

ׇג ∙ 70 34.3 24.3 10.0 15.7 0.0 1.4 0.0 10.0 4.3

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 440 43.4 17.7 14.8 6.1 0.2 0.5 1.4 14.8 1.1

ᶨᵶ 761 40.7 23.9 10.0 11.6 0.3 0.0 0.9 11.2 1.4

ᴴ ᶇᶍ 185 37.3 25.9 9.2 16.2 0.5 0.0 0.5 9.2 1.1

ᵼᶍ 330 44.8 16.1 9.7 11.5 0.3 0.0 1.2 14.2 2.1
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 γ ⌐≈™≡─ ⅎ 

 「昏睡状態で、意識を取り戻したり回復する見込みがない場合は、延命治療はしないでほしい」が 58.1％ 

 

35 №⌂√│⁸ ─√╘─ ╩ ↑╢↓≤⌐≈™≡≥℮ ™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、大きな差は見られない。 

年代別で見ても、大きな差は見られない。 
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 ρ ה ─ ╩ ⅎ√  

 「同居の家族・親族」が 43.7％、「誰にも伝えていない」が 41.2％ 
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性・年代別で見ると、男女ともに 55～64歳は他の性・年代と比べて、「誰にも伝えていない」の割合

が高い。また、男性 75～84歳は他の性・年代と比べて、「同居の家族・親族」の割合が高い。 
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 φ ▪♪Ᵽfi☻ה▪◔הⱪꜝfi♬fi◓ ─  

 「全く知らなかった」が 75.0％ 

 

37 あなたは、「ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）」についてどの程度ご存知ですか。（〇は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、大きな差は見られない。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「全く知らなかった」の割合が高い。 
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10 ™ ⌐≈™≡ 

 v ™ ≤⇔≡ ⅜№╢↓≤ 

 「終末期に希望する医療や介護を受けられる方法」が 45.5％、「認知症や重い病気になった時の身の回り

の世話」が 44.0％。 
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性別で見ると、男性は女性と比べて、「相続についての相談」および「関心がない」の割合が高い。女

性は男性と比べて、「終末期に希望する医療や介護を受けられる方法」、「認知症や重い病気になった時

の身の回りの世話」および「頼みごとができる身寄りがいない場合の相談」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「頼みごとができる身寄りがいない場合の相談」、

「入院時の保証人の依頼」および「関心がない」の割合が高い。65～74歳は他の年代と比べて、「終末

期に希望する医療や介護を受けられる方法」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「葬儀や家財処分の依頼」、「頼みごと

ができる身寄りがいない場合の相談」および「入院時の保証人の依頼」の割合が高い。息子・娘との２世

帯は他の家族構成と比べて、「関心がない」の割合が高い。 
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746 40.8 40.6 20.2 21.4 13.0 12.7 9.9 2.0 24.5 3.5

981 49.1 46.6 22.2 16.3 19.0 13.7 12.5 3.5 13.3 7.2

ׇׇ ׆א 768 44.9 47.0 24.5 21.7 25.4 16.4 15.6 2.0 21.5 1.4

ׇא ׆ב 529 50.9 45.7 21.0 14.9 11.7 10.2 10.0 2.6 15.9 4.0

ׇב ׆ג 333 41.7 34.5 16.5 16.8 5.4 12.9 5.4 4.8 13.2 15.9
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 β ⅜№∫√╠╟™↓≤ 

 「電話や訪問での見守り」が 31.0％、「医療・介護についての事前指示書の作成支援」が 29.3％ 
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性別で見ると、男性は女性と比べて、「支援やサービスはいらない」の割合が高い。女性は男性と比べ

て、「残存家財を処分してくれるサービス」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「残存家財を処分してくれるサービス」、「葬儀や

納骨を手配してくれるサービス」、「住まいや福祉、法律に関する相談・支援」、「身元保証サービスを

含む総合的な終活サービス」および「財産の預託又は信託」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「残存家財を処分してくれるサービス」

および「身元保証サービスを含む総合的な終活サービス」の割合が高い。息子・娘との２世帯は他の家族

構成と比べて、「支援やサービスはいらない」の割合が高い。 
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1,731 31.0 29.3 26.5 23.9 22.4 21.4 12.9 12.8 8.9 2.8 8.8 7.2
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11 ─ ⌐≈™≡ 

 v ≥☻ⱦכ◘ ─№╡  

 「どちらともいえない」が 33.4％、「保険料が多少高くなっても介護保険サービスが充実している方がよ

い」が 25.7％ 
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性別で見ると、男性は女性と比べて、「保険料が多少高くなっても介護保険サービスが充実している方

がよい」の割合が高い。女性は男性と比べて、「どちらともいえない」の割合が高い。 

年代別で見ると、85歳以上は他の年代と比べて、「保険料も介護保険サービスも今くらいが妥当であ

る」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「どちらともいえない」の割合が高い。

夫婦２人暮らしは他の家族構成と比べて、「保険料が多少高くなっても介護保険サービスが充実している

方がよい」の割合が高い。 
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 β ╩ ╣╢═⅝  

 「家族の介護負担を軽減するための施策の充実」が 47.0％、「ひとり暮らし高齢者への支援」が 46.9％ 
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性別で見ると、女性は男性と比べて、「ひとり暮らし高齢者への支援」、「適切な介護サービスが受け

られるための情報提供や相談体制の充実」、「判断能力が低下した場合の支援」、「施設への「通い」を

中心に、在宅生活を継続しながら訪問や短期宿泊など多機能なサービスが利用できる介護事業所の整備」

および「高齢者への虐待の防止」の割合が高い。 

年代別で見ると、55～64歳は他の年代と比べて、「ひとり暮らし高齢者への支援」の割合が高い。85

歳以上は他の年代と比べて、「住民による見守り・声かけなどたすけあい活動」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「ひとり暮らし高齢者への支援」の割合が高い。 

居住地域別で見ると、京橋地域は他の居住地域と比べて、「在宅医療の充実」の割合が高い。また、日本橋地

域は他の居住地域と比べて、「適切な介護サービスが受けられるための情報提供や相談体制の充実」、「サービ

ス付き高齢者向け住宅の整備の促進」および「住民による見守り・声かけなどたすけあい活動」の割合が高い。 
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 γ ⌐≤⌂☻ⱦכ◘↑ ∆╢  

42 ⌐≤⌂☻ⱦכ◘─↑ ∆╢↔ ╩↔ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹o  x

 

(1) ╛ ⇔╖⌐≈™≡ 

夫婦で健康に生活しているので、先日は観劇を楽しませていただいた。大変楽しい時間を過ごすことがでה

き、感謝している。これからもこのような企画があれば、参加したいと思っている。 

・音楽（コンサート）、美術館、歌舞伎、文楽等の鑑賞に対する支援を充実してほしい（高齢者割引等）。 

・70 歳になり、シルバーパスをいただいた。このところあまり家から遠出しなかったが、バスに乗って日

比谷公園まで行ってきた。少しずつ散歩が増えて嬉しい。友人たちからは、地域のとても素敵な取組を聞

いた。高齢者向けのさまざまな楽しみができることを期待している。 

 

(2) ⌂ ╛ ⌐≈™≡ 

・75 歳になるが会社に勤務し、仕事で忙しい日々を送っている。今後、仕事をリタイヤした時に、区の高

齢者向けの充実したサービスや、元気な状況であれば、社会貢献できるようなサポートを提供してほしい。 

・高齢になっても社会に必要とされることが、何より長生き健康の秘訣だと思っている。仕事となるとさま

ざまな制約が出てくる。ボランティア活動は人のためというより、自分自身のために、また、仲間の助け

合いによって成り立つため、無理が少ないので活動しやすいと思っている。ボランティア活動の場をもっ

と広げてほしい。 

・ひとり暮らしなど高齢者の方への見守りをどのようにしたらよいかに関心がある。個人情報も大切だが、

年齢に関係なく、何とか支えられないか。70代・80代でも手伝いができると思う。 

 

(3) ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ 

・区役所の高齢者向けサービスの窓口を１本化して、１つの窓口で、総合的に手続きが完了できるシステム

を構築してほしい。 

・豊富なサービスがあるが、まず最初にどこに相談すればよいのか分からない。 

・将来、身寄りがなくなった場合のために、準備するべきことを相談できる窓口がほしい。 

・高齢者になるとすべてにおいて自らの情報収集や行動が難しくなるので、サポートを充実してほしい。 

・安心して、講演会やスポーツサークルなどの高齢者向け情報を簡単に検索できるサイト。スマートフォ

ンでも見られるサイトをつくってほしい。 

・今は何でもパソコン、スマートフォンの時代。スマートフォンがなければ情報を取り入れることも、さま

ざまな申し込みひとつもできない時代。私たちの年代でも、操作は習えば使えるようになるとは思うが、

本体そのものが経済的に入手しにくく、他区でスマートフォンの貸出や配布などの支援があると聞いてい

る。私たちにもスマートフォンが使える機会が与えられたら、いろいろな情報や仲間に触れ、行動範囲も

広がるかもしれない。少しでも生活が楽しくなれば嬉しいと思う。 

・ケアマネジャーの知識が少ないと自分で調べなくてはならず、困った経験があり、区の制度を各事業者な

どに周知してもらいたい。 

 

(4) ╛ ≠ↄ╡ ⌐≈™≡ 

・高齢者健康づくりサービスの内容が、体を動かすことや交流の場しかない。食べ物で身体はつくられてい

るので、高齢者向きのメニューや食材、調味料など、栄養バランスや調理法について教えてもらえる場が
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ほしい。病気にかかりにくい身体づくりができれば、医療費や介護サービス費の削減になると思う。 

・年齢別の集まりなどをつくってくれると、健康のことや世間話で、お互いに話す時間が少しでもできる。

栄養のことや運動の仕方などを教えてくれる会があるとよい。 

 

(5) ◘꜡fi╛ ─ ⌐≈™≡ 

・低所得の高齢者や単身の高齢者専用の都や区が管理する集合住宅があるとよいと思う。そうなると自然に

同年代・同じ境遇の方々とのコミュニティができやすくなり、声かけや他からの支援も把握しやすくなる

と考える。 

・今後も高齢者が多くなるので、気楽に食事できるところがあれば、孤食、または認知になる人が少なくな

るのではないか。 

・高齢者が集まって、ゆっくりお話ができる場所が近くにあれば嬉しい。気軽に暇な人が寄り集まって、お

話できればよい。 

 

(6) ─ ⌐≈™≡ 

・災害時・緊急時に相談できる人がいると嬉しい。 

 

(7) ─ ╛ ™ ⌐≈™≡ 

・在宅で高齢者を介護している立場の者として、在宅でのリハビリなど受けられるサービスの種類が増える

とありがたい。 

・独身でひとり暮らしなので、将来に対する不安はとてもある。今は、友人たちと、これから毎朝ＬＩＮＥ

で生存確認しないとねと言って笑っているが、仕事を完全に辞めて、社会とのつながりがなくなった時に、

家で倒れたら誰にも気づいてもらえないと思うので、何らかの方法による確認が必要だと思う。 

・自宅で終末期を迎えたいと希望するひとり暮らし（近くに親族がいない）の高齢者に、情報提供や支援を

してほしい。 

・今は健康で、働くことができているが、仕事を辞めた場合に今の状態を維持できるか不安だ。できれば自

宅で最後まで暮らしていけたらと思う。 

・終末期に病院ではなく、自宅や共同で生活できる一般住宅で過ごしたいと思う。そのようなサービスがあ

れば知りたいし、なければ検討してほしい。 

・できる限り一人で自立した生活を営みたいと希望している。そのための準備を最近気にしはじめた。どの

ようなところに電話または相談に伺ったらよいのか、分かりやすく周知してもらいたい。 

・一番の心配は、保証人がいなくて入院できないこと。どうすればよいか、情報やサポートがほしい。 

・私は 62 歳だが、まだ仕事をしており、定年もないため、しばらく働くつもりでいる。ただ、現在、健康

なのでそう考えているが、病気になれば状況が変わると思う。安心して暮らせる仕組みをつくっていただ

けると嬉しい。 

 

(8) ⌐≈™≡ 

ừ  ☻ⱦכ◘

・ひとり暮らしになった時、例えば、朝起きてポットを動かせば今日は生きているということが区役所（公

の所）等で把握してもらえれば、死んで何日も分からないでいるということがないので助かると思う。 

・高齢者が孤独・孤立状態にならないような対策が必要と考える。いざという時に頼れるのは誰か？と考え
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たところ、皆、年上か同年代の方たちばかり。自分より若い世代の方たちと関係が持てるようになればと

思っている。そうした関係を築く方策を望む。 

・買い物の荷物が重く、大変な思いをしている。買い物カートの貸出や購入助成などをしてもらえないか。 

 

ừ ╕™ 

・民間の賃貸なので家賃が高く、安く住めるところを増やしてほしい。 

・現在、賃貸住宅に住んでいる。今後、高齢になって、このまま住み続けられるかとても心配している。少

しでも多く、安価な高齢者住宅を増やしていただけるとありがたい。 

・長い間、事業主として働いてきたが、コロナ禍ですべての仕事がとまってしまい、収入が大きく減り、住

んでいたマンションの家賃が払えず、退室させられた。高齢者が民間賃貸住宅に住み続けることは難しい。 

・単身で住宅を借りようとするとよく断られる。入院・手術時に、家族がいなくても医療を受けたい。 

・ひとり暮らしの人たちのための集合住宅の設立。 

・介護が必要になり、今の住まいを退却させられる不安をなくしたい。だが、一人で暮らせる間は自立して

生きたい。 

・身体状況に合わせた介護を受けられる住宅への住み替えがスムーズにできる仕組み。 

 

ừ ⌂  

・（特に高齢者向けに限ったことではないが）低所得者への支援がいつも区民税の納付者か否かで区切られ

るのは、かろうじて均等割分のみ納められている者としては、実質所得は低所得の人より少ない気がして

しまう。 

 

ừ╕∟≠ↄ╡ 

・健康のためや気分転換に散歩を心がけているが、商業地に居住しているので、車の往来や道路のデコボコ

による足元の不安など、危険が伴い、思うように外出できない。地域を不安なく散歩できる付添サービス

等があればよいと思う。 

・マンションのバリアフリー改築への支援体制が必要。 

・区内の建物や道路などのバリアフリーをもっと進めるべきだと思う。 

 

ừ ─  

・今は介護している身だが、老老介護はとても大変だ。主人はデイサービスに一日お世話になっているが、

月に一度でもショートステイでお願いできたらよいと思う。自分のことが何もできない。 

・中央区に限らず、全国的に高齢者の虐待問題について、真剣に取り組んでほしい。 
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и ה ☼כ♬  

─ ⌐≈™≡ 

 v ─  

「ご本人が記入」が 91.9％ 
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 β ה  

№⌂√─ ≤ 10 1 ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈⁸  

 

 ŋ  

「女性」が 56.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 o  

「70～74歳」が 29.7％、「65～69歳」が 23.3％ 
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 γ  

 「認定等は受けていない」が 94.0％ 

 

№⌂√─ ─ ╩⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ρ  

 「月島地域」が 48.5％、「日本橋地域」が 25.9％ 
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25.9 

╓

48.5 0.6 
N֩=1,859 ֪

(%)
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ה ⌐≈™≡ 

 v  

 「夫婦２人暮らし」（配偶者 65歳以上と 64歳以下を合計した割合）が 45.5％、「ひとり暮らし」が 26.0％ 

 

╩⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○父・母、息子・娘との３世帯  ○息子・娘、孫との３世帯  ○兄弟・姉妹との２人暮らし   

 

 

 β ה ─  

 「介護・介助は必要ない」が 90.6％ 

 

№⌂√│⁸ ─ ≢≥⌂√⅛─ ה ⅜ ≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ

26.0 

ᶨᵶ

֩ ∙ ֪

39.6 

ᶨᵶ

֩ ֪זּ∙

5.9 

ᴴ ᶇᶍ

11.2 

ᵼᶍ

16.6 0.6
N֩=1,859 ֪

(%)

ᴴ ᶎ ᶉᵣ

90.6 

ᶨᵪᶍךּ ᴴ ᶎ

ᵿᵫᴲ ᶎ ᵰᶅᵣᶉᵣ

6.2 

ᴲּךᶨᵪᶍ ᶱ ᵰᶅᵣᶪ֩ ᶱ

ᵰᵹᶊּק ᶉᶈᶍ ᶱ ᵰᶅᵣᶪ ᶡ ᶟ֪

2.7 0.4 

N֩=1,859 ֪

(%)
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 γ ⌂  

 「ふつう」が 54.7％、「苦しい」（「大変苦しい」と「やや苦しい」を合計した割合）が 27.4％ 

 

─ ╠⇔─ ╩ ⌐╖≡≥℮ ∂≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 ρ  

 ŋ ─  

 「持ち家（集合住宅）」が 48.1％、「持ち家（一戸建て）」が 17.5％ 

 

⅔ ╕™│ ≡⁸╕√│ ─≥∟╠≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

居住地域別で見ると、日本橋地域は他の居住地域と比べて、「持ち家（一戸建て）」の割合が高い。月

島地域は他の居住地域と比べて、「公営賃貸住宅」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

ᵶᵣ

7.4 

ᶣᶣ ᵶᵣ

20.0 

ᶔᶃᵥ

54.7 

ᶣᶣᶥᶇᶩᵫᵡᶪ

12.8 

ᶥᶇᶩᵫᵡᶪ

4.2 

0.8N֩=1,859 ֪

(%)

֩ð֪

ᶀ
קּ

╗

ᶅ

ᶀ
קּ

☺ ╗

ᶅ

קּ
ᵼ
ᶍ

1,859 17.5 48.1 11.7 1.0 16.2 1.1 3.6 0.8

465 20.2 50.5 6.7 0.9 16.1 0.4 4.3 0.9

482 27.8 50.8 1.2 1.0 14.5 0.8 3.1 0.6

901 10.8 45.2 20.0 1.1 17.3 1.6 3.6 0.6

֨֨

╓

ᶀּק

֩╗ ᶅ֪

17.5 

ᶀּק

֩ ֪

48.1 

☺

֩ ֪

11.7 

֩╗ ᶅ֪

1.0 

֩ ֪

16.2 

קּ

1.1

ᵼᶍ

3.6

0.8

N֩=1,859 ֪

(%)
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 o ─ ה  

・建物全体の階数は「11～15階建て」が 38.7％、「21階建て以上」が 27.8％ 

・居住階は「６～10階」が 33.6％、「３～５階」が 21.5％ 

 

ₒ ≢ ₈ ∟ ₉⁸₈ ₉╕√│₈

₉ ≤ ─  x

8-1 №⌂√─⅔ ╕™│⁸ ≡─ ≢∆⅛⁹  

Ẽ ─  

 

 

 

 

 

 

居住地域別で見ると、月島地域は他の居住地域と比べて、「21階建て以上」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ  

 

 

 

 

 

 

居住地域別で見ると、京橋地域および日本橋地域は居住階数が 10階以下の割合が約８割を占めている

のに対し、月島地域は居住階数が 11階以上の割合が約５割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

ᶅ

0.4 

ᶅ

2.3 

ᶅ

20.5 

ᶅ

38.7 

ᶅ

6.9 

ᶅ∙

27.8 3.5 
N֩=1,412 ֪

(%)

8.4 21.5 33.6 15.2 5.2 

∙

13.4 2.6 
N֩=1,412 ֪

(%)

֩ð֪

ᶅ ᶅ

֨

ᶅ

֨

֨

ᶅ

֨

֨

ᶅ

֨

ᶅ
∙

1,412 0.4 2.3 20.5 38.7 6.9 27.8 3.5

341 0.3 2.9 28.7 51.9 5.6 8.5 2.1

321 0.6 3.1 28.3 53.0 7.8 4.7 2.5

743 0.3 1.6 13.5 26.5 7.3 46.7 4.2

֨֨

╓

10

11

15

16

20

21

֩ð֪

֨

֨

֨

֨

֨

֨

∙

1,412 8.4 21.5 33.6 15.2 5.2 13.4 2.6

341 9.4 30.8 39.0 12.6 3.8 2.6 1.8

321 11.2 22.1 48.0 12.1 1.9 2.5 2.2

743 6.9 16.8 25.3 17.8 7.3 23.1 2.8

֨֨

╓

10

11

15

16

20

21
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ה ∂↓╙╡ ⌐≈™≡ 

 v  

 ŋ  

 「できるし、している」が 68.9％ 

 

╩ ∆╡╛ ╩≈√╦╠∏⌐ ∫≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 o ∟ ⅜╡ 

 「できるし、している」が 82.3％ 

 

10 ⌐ ∫√ ⅛╠ ╙≈⅛╕╠∏⌐ ∟ ⅜∫≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 ɔ  

 「できるし、している」が 86. 4％ 

 

11 15 ↑≡ ™≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

ᶆᵬᶪᵶᴲᵶᶅᵣᶪ

68.9

ᶆᵬᶪᵰᶈᵶᶅᵣᶉᵣ

17.4

ᶆᵬᶉᵣ

13.0 0.8 
N֩=1,859 ֪

(%)

ᶆᵬᶪᵶᴲᵶᶅᵣᶪ

82.3

ᶆᵬᶪᵰᶈᵶᶅᵣᶉᵣ

8.8

ᶆᵬᶉᵣ

7.8 1.1 
N֩=1,859 ֪

(%)

ᶆᵬᶪᵶᴲᵶᶅᵣᶪ

86.4

ᶆᵬᶪᵰᶈᵶᶅᵣᶉᵣ

9.1

ᶆᵬᶉᵣ

4.0

0.5 N֩=1,859 ֪

(%)
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 ᴖ  

 「ない」が 73.1％、「何度もある」が 6.2％ 

 

12 1 ⌐ ╪∞ ⅜№╡╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると、85歳以上は他の年代と比べて「何度もある」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ᴗ ⌐ ∆╢  

 不安に感じていない割合（「あまり不安でない」と「不安でない」を合計した割合）が 50.4％ 

 

13 ⌐ ∆╢ │ ⅝™≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度調査と比べて、不安に感じていない割合（「あまり不安でない」と「不安でない」を合計し

た割合）が 7.7 ポイント増えている。 

 

֩ð֪
ךּ

ᶡ
ᵡ
ᶪ

ᵡ
ᶪ

ᶉ
ᵣ

1,859 6.2 20.3 73.1 0.4

ׇא ׆ב 986 4.5 17.4 77.9 0.2

ׇב ׆ג 668 6.3 22.5 70.7 0.6

ׇג ∙ 178 15.2 26.4 58.4 0.0

֨֨

ᶇᶅᶡ ↨ᶆᵡᶪ

13.7 

16.8 

ᶣᶣ ↨ᶆᵡᶪ

35.8 

38.8 

ᵡᶝᶩ ↨ᶆᶉᵣ

25.9 

22.7 

↨ᶆᶉᵣ

24.5 

20.0 

0.1 

1.7 

N֩=1,859 ֪

N֩=1,816 ֪

(%)

ךּ ᶡᵡᶪ

6.2

ᵡᶪ

20.3

ᶉᵣ

73.1 0.5 
N֩=1,859 ֪

(%)
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 p ─  

 「週５回以上」が 55.2％、「週２～４回」が 35.0％ 

 

14 ⌐1 │ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度調査と比べて「週５回以上」の割合が 4.4 ポイント増えている。 

 

年代別で見ると、65～74歳は他の年代と比べて「週 5回以上」の割合が高い。85歳以上は他の年代と

比べて「ほとんど外出しない」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、夫婦２人暮らしは他の家族構成と比べて、「週５回以上」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶚᶇᶲᶈ ᵶᶉᵣ

2.9 

2.7 

6.7 

7.3 

35.0 

37.5 

∙

55.2 

50.8 

0.2 

1.7 

N֩=1,859 ֪

N֩=1,816 ֪

(%)

֩ð֪
ᶚ
ᶇ
ᶲ
ᶈ

ᵶ
ᶉ
ᵣ

∙

1,859 2.9 6.7 35.0 55.2 0.2

ׇא ׆ב 986 1.5 5.0 30.7 62.8 0.0

ׇב ׆ג 668 3.3 8.1 39.2 49.3 0.1

ׇג ∙ 178 8.4 10.7 42.7 37.1 1.1

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 484 2.5 7.4 38.8 51.0 0.2

ᶨᵶ 846 2.2 6.5 31.3 59.9 0.0

ᴴ ᶇᶍ 209 3.8 7.2 35.9 53.1 0.0

ᵼᶍ 309 4.5 6.1 37.2 51.8 0.3

קּ

֨֨
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 t ⅜ ∫≡™╢⅛ 

 「減っていない」が 42.2％、「減っている」が 24.0％ 

 

15 ≤ ═≡ ─ ⅜ ∫≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度調査と比べると、大きな差は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶇᶅᶡ ᶂᶅᵣᶪ

4.2 

2.5 

ᶂᶅᵣᶪ

24.0 

21.5 

ᵡᶝᶩ ᶂᶅᵣᶉᵣ

26.9 

28.8 

ᶂᶅᵣᶉᵣ

42.2 

45.8 

2.6 

1.4 

N֩=1,859 ֪

N֩=1,816 ֪

(%)
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ה ⌐≈™≡ 

 v ה ה  

16 cmה kg  

 

 ŋ  

 「150cm以上 160cm未満」が 36.9％、「160cm以上 170cm未満」が 31.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 o  

 「50kg以上 60kg未満」が 30.8％、「60kg以上 70kg未満」が 25.2％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5 

∙

11.6 

∙

36.9 

∙

31.3 

∙

16.6 3.2
N֩=1,859 ֪

(%)

2.6 

∙

22.2

∙

30.8 

∙

25.2 

∙

11.9 

∙

3.9 

3.4 N֩=1,859 ֪

(%)
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 ɔ  

 「18.5 以上～25.0 未満（普通体重）」が 65.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＭＩ（ボディマス指数）：体重と身長の関係から肥満度を表す体格指数 

・ＢＭＩ＝体重（kg）÷（身長（ｍ）×身長（ｍ）） 

・18.5 未満：低体重 ／ 18.5～25 未満：普通体重 ／ 25 以上：肥満 

 

性・年代別で見ると、男性 65～74歳は他の性・年代と比べて、「25.0 以上（肥満）」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֯

֩ ֪

9.8

֯ ∙ ֯

֩ ֪

65.8

֯ ∙

֩ ֪

20.4 3.9 
N֩=1,859 ֪

(%)

֩ð֪

֯ ֯

∙

֯ ֯

∙

1,859 9.8 65.8 20.4 3.9

ׇא ׆ב 468 3.6 66.7 27.8 1.9

ׇב ׆ג 268 4.1 68.3 22.0 5.6

ׇג ∙ 59 10.2 64.4 20.3 5.1

ׇא ׆ב 517 15.3 66.0 16.6 2.1

ׇב ׆ג 400 13.5 64.5 18.3 3.8

ׇג ∙ 117 13.7 64.1 12.0 10.3

֨֨

ᴴ
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 β  

 「いいえ」が 71.5％ 

 

17 ⌐ ═≡ ™╙─⅜ ═⌐ↄↄ⌂╡╕⇔√⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 γ ╣ ─ ≤ ─  

 「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし」が 39.3％、「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」が

27.6％ 

 

18 ─ ≤ ╣ ─ ╩⅔ ⅝⇔╕∆⁹ ─ ─ │⁸ ╠∏╩ ╘≡32 ≢∆

₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると、65～74歳は「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし」の割合が半数を占めている。

85歳以上は「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」の割合が半数を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶎᵣ

25.0 

ᵣᵣᵧ

71.5 3.6 
N֩=1,859 ֪

(%)

ᶍ ᶎ ∙ ᴲ

ᵪᶃ ᶫ ᶱ

19.0 

ᶍ ᶎ ∙ ᴲ

ᶫ ᶍ ᶉᵶ

39.3 

ᶍ ᶎ ᴲזּ∙

ᵪᶃ ᶫ ᶱ

27.6 

ᶍ ᶎ ᴲזּ∙

ᶫ ᶍ ᶉᵶ

10.7 3.4 
N֩=1,859 ֪

(%)

֩ð֪

ᶍ

ᶎ

∙

ᵪ
ᶃ

ᶫ

ᶱ

ᶍ

ᶎ

∙

ᶫ

ᶍ

ᶉ
ᵶ

ᶍ

ᶎ

∙
זּ

ᵪ
ᶃ

ᶫ

ᶱ

ᶍ

ᶎ

∙
זּ

ᶫ

ᶍ

ᶉ
ᵶ

1,859 19.0 39.3 27.6 10.7 3.4

ׇא ׆ב 986 17.2 48.6 21.3 11.4 1.5

ׇב ׆ג 668 22.6 31.9 31.4 9.9 4.2

ׇג ∙ 178 15.7 15.2 48.9 10.7 9.6

֨֨
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 ρ ─  

 「毎日ある」が 55.0％ 

 

19 ≥⌂√⅛≤ ╩≤╙⌐∆╢ │№╡╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵡᶪ

55.0 

ᶊּך ᵪᵡᶪ

12.7 

ᶊּך ᵪᵡᶪ

13.7 

ᶊּך ᵪᵡᶪ

8.6 

ᶚᶇᶲᶈᶉᵣ

7.8 2.1
N֩=1,859 ֪
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─ ⌐≈™≡ 

 v  

 「いいえ」が 55.3％ 

 

20 ╣⅜ ™≤ ∂╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

性・年代別で見ると、男性および女性の 85歳以上は他の年代と比べて「はい」の割合が高い。女性 75

～84歳は男性 75～84歳と比べて「はい」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 β  

β I nstrumental Activit ies of Daily Living ≤│⁸⸗ⱡ╛

╩ ∫≡ ℮ ─↓≤╩™™⁸ ─ ╟╡ ⌂ ⅜ ⌂ Ᵽ☻⌐ ∫≡

™ ⌐ ↄ⁸ ─ ╩∆╢⌂≥ ╩ ∆⁹ 

 

 ŋ ≢─  

 「できるし、している」が 87.9％ 

 

21 Ᵽ☻╛ ╩ ∫≡1 ≢ ⇔≡™╕∆⅛ ≢╙ ⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

ᶎᵣ

42.5 

ᵣᵣᵧ

55.3 2.2 
N֩=1,859 ֪

(%)

ᶆᵬᶪᵶᴲᵶᶅᵣᶪ

87.9

ᶆᵬᶪᵰᶈᵶᶅᵣᶉᵣ

7.9

ᶆᵬᶉᵣ

2.7

1.5 N֩=1,859 ֪

(%)

֩ð֪
ᶎ
ᵣ

ᵣ
ᵣ
ᵧ

1,859 42.5 55.3 2.2

ׇא ׆ב 468 38.9 59.6 1.5

ׇב ׆ג 268 40.7 56.3 3.0

ׇג ∙ 59 54.2 40.7 5.1

ׇא ׆ב 517 38.9 60.3 0.8

ׇב ׆ג 400 47.3 50.0 2.8

ׇג ∙ 117 54.7 39.3 6.0

֨֨

ᴴ
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 o  

 「できるし、している」が 89.0％ 

 

22 ≢ ה ─ ╩⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 ɔ ─  

 「できるし、している」が 74.6％ 

 

23 ≢ ─ ╩⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 ᴖ ≢ ─ ™⅜≢⅝╢⅛ 

 「できるし、している」が 86.1％ 

 

24 ≢ ─ ™╩⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 ᴗ ≢ ─ ⇔ ╣⅜≢⅝╢⅛ 

 「できるし、している」が 88.4％ 

 

25 ≢ ─ ⇔ ╣╩⇔≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

ᶆᵬᶪᵶᴲᵶᶅᵣᶪ

74.6

ᶆᵬᶪᵰᶈᵶᶅᵣᶉᵣ

19.9

ᶆᵬᶉᵣ

4.2

1.3 N֩=1,859 ֪

(%)

ᶆᵬᶪᵶᴲᵶᶅᵣᶪ

86.1

ᶆᵬᶪᵰᶈᵶᶅᵣᶉᵣ

10.1

ᶆᵬᶉᵣ

2.1

1.7 N֩=1,859 ֪

(%)

ᶆᵬᶪᵶᴲᵶᶅᵣᶪ

89.0

ᶆᵬᶪᵰᶈᵶᶅᵣᶉᵣ

8.4

ᶆᵬᶉᵣ

1.4 1.2 

N֩=1,859 ֪

(%)

ᶆᵬᶪᵶᴲᵶᶅᵣᶪ

88.4

ᶆᵬᶪᵰᶈᵶᶅᵣᶉᵣ

8.1

ᶆᵬᶉᵣ

1.8

1.6 
N֩=1,859 ֪

(%)
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≢─ ⌐≈™≡ 

 v ─  

 「収入のある仕事」を除くすべての活動で、「参加していない」が６割を超えている 

 

26 ─╟℮⌂ ⱪכꜟ◓ה ⌐≥─ↄ╠™─ ≢ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ∕╣∙╣₃│ ≈  

 

＜①ボランティアのグループ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜③趣味関係のグループ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑦町会・自治会＞ 

 

 

 

 

 

 

＜②スポーツ関係のグループやクラブ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜④学習・教養サークル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑥高齢者クラブ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑧収入のある仕事＞ 

 

 

 

 

 

 

0.4

1.0

1.5

3.6

4.2

72.4

16.9

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð 80ð 90ð 100ð

ũ ∙

ŧ Ũ

Ŧ

Ŧ Ũ

Ǟ

ǊǙƷǝƷנּ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ

1.0

3.8

5.3

10.0

5.3

60.7

13.9

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð 80ð 90ð 100ð

ũ ∙

ŧ Ũ

Ŧ

Ŧ Ũ

Ǟ

ǊǙƷǝƷנּ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ

0.2

0.9

1.1

1.8

1.5

77.9

16.8

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð 80ð 90ð 100ð

ũ ∙

ŧ Ũ

Ŧ

Ŧ Ũ

Ǟ

ǊǙƷǝƷנּ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ

0.4

0.6

0.8

4.3

11.2

66.9

15.8

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð 80ð 90ð 100ð

ũ ∙

ŧ Ũ

Ŧ

Ŧ Ũ

Ǟ

ǊǙƷǝƷנּ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ
22.2

7.3

1.8

2.9

2.3

49.9

13.7

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð 80ð 90ð 100ð

ũ ∙

ŧ Ũ

Ŧ

Ŧ Ũ

Ǟ

ǊǙƷǝƷנּ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ

4.0

7.7

6.2

4.7

2.7

60.2

14.4

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð 80ð 90ð 100ð

ũ ∙

ŧ Ũ

Ŧ

Ŧ Ũ

Ǟ

ǊǙƷǝƷנּ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ

0.2

1.5

2.4

3.8

3.7

70.6

17.9

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð 80ð 90ð 100ð

ũ ∙

ŧ Ũ

Ŧ

Ŧ Ũ

Ǟ

ǊǙƷǝƷנּ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ

0.3

0.8

0.7

1.0

1.7

78.4

17.1

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð 80ð 90ð 100ð

ũ ∙

ŧ Ũ

Ŧ

Ŧ Ũ

Ǟ

ǊǙƷǝƷנּ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ

＜⑤高齢者通いの場などの月１回以上 
開催されている主に高齢者向けのサロン＞ 
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 β ≤⇔≡ ⇔√™⅛ 

 ŋ ≤⇔≡ 

 「参加してもよい」が 49.5％、「参加したくない」が 36.3％ 

 

27 ─ ⌐╟∫≡⁸ ≠ↄ╡ ╛ ⱪכꜟ◓─ ╩ ∫≡⁸™⅝™⅝⇔√  

≠ↄ╡╩ ╘╢≤⇔√╠⁸№⌂√│∕─ ⌐ ≤⇔≡ ⇔≡╖√™≤ ™╕∆⅛⁹₃│

≈  

 

 

 

 

 

 

 

性・年代別で見ると、男性はすべての年代で、「参加してもよい」の割合がほぼ半数を占めている。女

性は年代が下がるほど「参加してもよい」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵶᵾᵣנּ

7.8 

ᵶᶅᶡᶧᵣנּ

49.5 

ᵶᵾᵮᶉᵣנּ

36.3 

ᶊ ᵶᶅᵣᶪנּ

3.1 

3.4 N֩=1,859 ֪

(%)

֩ð֪

נּ
ᵶ
ᵾ
ᵣ

נּ
ᵶ
ᶅ
ᶡ
ᶧ
ᵣ

נּ
ᵶ
ᵾ
ᵮ
ᶉ
ᵣ

ᶊ

נּ
ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

1,859 7.8 49.5 36.3 3.1 3.4

ׇא ׆ב 468 4.3 48.7 43.2 1.5 2.4

ׇב ׆ג 268 5.6 50.4 38.8 2.2 3.0

ׇג ∙ 59 5.1 47.5 32.2 3.4 11.9

ׇא ׆ב 517 10.6 54.4 30.8 3.1 1.2

ׇב ׆ג 400 11.0 49.0 31.0 4.8 4.3

ׇג ∙ 117 5.1 29.9 50.4 5.1 9.4

֨֨

ᴴ
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 o ה ≤⇔≡ 

 「参加したくない」が 57.7％、「参加してもよい」が 33.5％ 

 

28 ─ ⌐╟∫≡⁸ ≠ↄ╡ ╛ ⱪכꜟ◓─ ╩ ∫≡⁸™⅝™⅝⇔√

≠ↄ╡╩ ╘╢≤⇔√╠⁸№⌂√│∕─ ⌐ ה ⅔ ≤⇔≡ ⇔≡╖√™≤

™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性・年代別で見ると、女性 85歳以上を除き、すべての性・年代別で「参加してもよい」の割合が３割

を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵶᵾᵣנּ

3.3 

ᵶᶅᶡᶧᵣנּ

33.5 

ᵶᵾᵮᶉᵣנּ

57.7 

ᶊ ᵶᶅᵣᶪנּ

2.0 

3.6 N֩=1,859 ֪

(%)

֩ð֪

נּ
ᵶ
ᵾ
ᵣ

נּ
ᵶ
ᶅ
ᶡ
ᶧ
ᵣ

נּ
ᵶ
ᵾ
ᵮ
ᶉ
ᵣ

ᶊ

נּ
ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

1,859 3.3 33.5 57.7 2.0 3.6

ׇא ׆ב 468 2.8 34.6 58.3 1.9 2.4

ׇב ׆ג 268 3.0 35.4 57.1 1.1 3.4

ׇג ∙ 59 1.7 33.9 50.8 1.7 11.9

ׇא ׆ב 517 3.9 36.2 56.7 2.1 1.2

ׇב ׆ג 400 4.3 31.0 58.0 1.8 5.0

ׇג ∙ 117 2.6 16.2 67.5 5.1 8.5

֨֨

ᴴ
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 γ ─ ⅛╠─ ╛ ╡ 

 「全くそう思わない」が 39.5％、「あまりそう思わない」が 33.6％ 

 

29 №⌂√│ ─ ⅛╠ ╠⅛─ ╩ ↕╣√╡ ╡⌐↕╣≡™╢≤ ™╕∆⅛⁹₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性・年代別で見ると、男性 75歳以上の年代は、地域から何らかの役割を期待されていると感じている

人の割合（「とてもそう思う」、「そう思う」および「ややそう思う」を合計した割合）が３割を超えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪
ᶇ
ᶅ
ᶡ
ᵼ
ᵥ

ᵥ

ᵼ
ᵥ

ᵥ

ᶣ
ᶣ
ᵼ
ᵥ

ᵥ

ᵡ
ᶝ
ᶩ
ᵼ
ᵥ

ᶮ
ᶉ
ᵣ

ᵮ
ᵼ
ᵥ

ᶮ
ᶉ
ᵣ

1,859 2.3 8.2 14.1 33.6 39.5 2.3

ׇא ׆ב 468 4.1 7.1 12.6 31.6 43.8 0.9

ׇב ׆ג 268 1.9 11.2 17.5 35.8 32.1 1.5

ׇג ∙ 59 1.7 15.3 15.3 25.4 35.6 6.8

ׇא ׆ב 517 1.2 5.6 14.7 33.5 43.5 1.5

ׇב ׆ג 400 2.5 9.8 13.8 35.3 35.0 3.8

ׇג ∙ 117 1.7 6.8 10.3 36.8 40.2 4.3

֨֨

ᴴ

ᶇᶅᶡᵼᵥ ᵥ

2.3 

ᵼᵥ ᵥ

8.2 

ᶣᶣᵼᵥ ᵥ

14.1 

ᵡᶝᶩᵼᵥ ᶮᶉᵣ

33.6 

ᵮᵼᵥ ᶮᶉᵣ

39.5 2.3
N֩=1,859 ֪

(%)
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√∆↑№™─ ⌐≈™≡ 

 v ╛  

 ŋ ╩ ™≡ↄ╣╢  

 「配偶者」が 49.5％、「友人」が 47.5％ 

 

30 №⌂√─ ╛ ←∟ ╩ ™≡ↄ╣╢ │™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて「配偶者」の割合が高い。女性は男性と比べて「友人」、「別居の子

ども」、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」および「同居の子ども」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.5

47.5

29.7
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15.9
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4.1
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0ð 20ð 40ð 60ð
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¤ ¤ ¤
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ǐǡ

ǐǡǻƹǝ ǢƷǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ

֩ð֪

ᶍ

ᶈ
ᶡ

ᴴ

ᴴ

ᴴ

ᶍ

ᶈ
ᶡ

ᵼ
ᶍ

ᵼ
ᶍ
ᶧ
ᵥ
ᶉ

ᶎ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,859 49.5 47.5 29.7 28.0 15.9 5.5 4.1 5.5 1.3

812 65.8 35.0 20.4 15.4 10.0 3.1 4.1 8.4 1.4

1,041 36.9 57.3 37.1 37.8 20.7 7.4 3.9 3.3 1.2

֨֨
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 o ╩ ™≡№→╢  

 「友人」が 49.4％、「配偶者」が 46.7％ 

 

31 ⌐⁸№⌂√⅜ ╛ ←∟ ╩ ™≡№→╢ │™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて「配偶者」の割合が高い。女性は男性と比べて「友人」、「兄弟姉妹・

親戚・親・孫」、「別居の子ども」および「同居の子ども」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.4
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25.3

13.6
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3.2
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1.7

0ð 20ð 40ð 60ð

¤ ¤ ¤
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ǡ ǜǵ

ǐǡ

ǐǡǻƹǝ ǢƷǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ

֩ð֪

ᴴ

ᴴ

ᴴ

ᶍ

ᶈ
ᶡ

ᶍ

ᶈ
ᶡ

ᵼ
ᶍ

ᵼ
ᶍ
ᶧ
ᵥ
ᶉ

ᶎ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,859 49.4 46.7 29.9 25.3 13.6 6.0 3.2 7.2 1.7

812 35.1 64.0 17.6 19.0 9.1 3.1 3.8 10.1 1.5

1,041 60.5 33.4 39.4 30.4 17.2 8.4 2.6 5.0 1.8

֨֨



Ⅱ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（調査Ｂ） 

98 

中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 ɔ ⇔≡ↄ╣╢  

 「配偶者」が 52.8％、「別居の子ども」が 27.6％ 

 

32 №⌂√⅜ ≢ ╪∞≤⅝⌐⁸ ╛ ╩⇔≡ↄ╣╢ │™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ᴖ ⇔≡№→╢  

 「配偶者」が 47.9％、「別居の子ども」が 16.8％ 

 

33 ⌐⁸ ╛ ╩⇔≡№→╢ │™╕∆⅛⁹o  x
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 ᴗ ה ≤ ℮  

 「年に数回」が 27.1％、「月１～３回」が 23.4％ 

 

34 ה ≤ ℮ │≥─ↄ╠™≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

性別で見ると、大きな差は見られない。 

年代別で見ると、85歳以上では他の年代と比べて、「ほとんどない」の割合が高く、「年に数回」の

割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶚᶇᶲᶈᶉᵣ

16.0 

ᶊ

27.1 23.4 9.3 12.3 

∙

10.3 1.6 
N֩=1,859 ֪

(%)

֩ð֪
ᶚ
ᶇ
ᶲ
ᶈ
ᶉ
ᵣ

ᶊ

∙

1,859 16.0 27.1 23.4 9.3 12.3 10.3 1.6

812 16.9 28.0 20.7 10.5 10.5 12.1 1.5

1,041 15.3 26.5 25.4 8.5 13.8 8.9 1.6

ׇא ׆ב 986 15.6 27.3 24.7 8.9 10.9 11.7 0.9

ׇב ׆ג 668 14.1 28.4 21.9 10.2 14.4 9.6 1.5

ׇג ∙ 178 25.8 20.2 20.2 8.4 13.5 6.7 5.1

֨֨
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⌐≈™≡ 

 v  

 「まあよい」が 65.3％ 

 

35 ─№⌂√─ │™⅛⅜≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 β  

 「８点」が 22.7％、「７点」から「１０点」までを合わせると 67.5％ 

 

36 №⌂√│⁸ ≥─ ∑≢∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 γ℮≈─  

 ŋ╝℮℮≈  

 「いいえ」が 59.8％ 

 

37 ↓─1⅛ ⁸ ⅜ ╪∞╡⁸╝℮℮≈⌂ ∟⌐⌂∫√╡∆╢↓≤⅜№╡╕⇔√⅛⁹₃│ ≈  
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1.7 N֩=1,859 ֪
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 o ⌐ ∆╢  

 「いいえ」が 75.3％ 

 

38 ↓─1⅛ ⁸≥℮⇔≡╙ ⌐ ⇔≡ ⅜╦⅛⌂™⁸№╢™│ ⅛╠ ⇔╘⌂™ ∂⅜╟ↄ 

№╡╕⇔√⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ρ ─  

 「もともと吸っていない」が 57.6％ 

 

39 ♃Ᵽ◖│ ∫≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

主観的健康感別で見ると、「とてもよい」は他の健康感と比べて「もともと吸っていない」の割合が高い。 
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ᵣᵣᵧ

75.3 2.4 
N֩=1,859 ֪

(%)

ᶚᶛ ᶂᶅᵣᶪ

9.2 

· ᶂᶅᵣᶪ

1.8 

ᶂᶅᵣᵾᵫᶣᶠᵾ

30.1 

ᶡᶇᶡᶇ ᶂᶅᵣᶉᵣ

57.6 1.3 
N֩=1,859 ֪

(%)

֩ð֪
ᶚ
ᶛ

ᶅ
ᵣ
ᶪ

·

ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᶅ
ᵣ
ᵾ
ᵫ
ᶣ
ᶠ
ᵾ

ᶡ
ᶇ
ᶡ
ᶇ

ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

1,859 9.2 1.8 30.1 57.6 1.3

ᶇᶅᶡᶧᵣ 310 8.7 2.6 27.4 61.3 0.0

ᶝᵡᶧᵣ 1,213 9.3 1.7 30.7 58.0 0.3

ᵡᶝᶩᶧᵮᶉᵣ 266 9.8 1.1 31.6 57.1 0.4

ᶧᵮᶉᵣ 38 13.2 2.6 39.5 44.7 0.0

֨֨
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 φ  

 「高血圧」が 39.6％、「ない」が 19.5％ 

 

40 ⁸╕√│ ─№╢ │№╡╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○アレルギー疾患  ○鼻炎（慢性鼻炎、アレルギー性鼻炎、蓄膿症、副鼻腔炎、鼻づまり） 

○リウマチ  ○橋本病（甲状腺機能低下症）  ○腰痛  ○脊柱管狭窄症  ○坐骨神経痛 

○皮膚炎（湿疹、アトピー性皮膚炎）  ○帯状疱疹  ○睡眠時無呼吸症候群  ○不整脈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.6

16.8

14.7

11.8

10.7

10.4

7.9

6.0

5.3

4.8

4.7

3.3

2.0

1.7

0.8

0.4

0.4

19.5

12.4

4.4

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

⅓

ǡ

È │ É

ǡ È ǊǺƹ   É

¤ ǡ

ǡ È ⱴǷ ⱴ É

┘ ¤ ¤ ǡƹǡ

ƿȆÈℓ É

ǡ

È ¤ É

È ¤ É

♪¤ ♫ǡ

ƹǗ

Èȋɔȭȸȍɇº É

ȺºȖɜȦɜ

ǝƷ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=1,859ˣ
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⌐≈™≡ 

 v ─ ─  

 「いいえ」が 90.2％ 

 

41 ─ ⅜№╢╕√│ ⌐ ─ ⅜№╢ ⅜™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 β ⌐ ∆╢ ─  

 「いいえ」が 72.5％ 

 

42 ⌐ ∆╢ ╩ ∫≡™╕∆⅛⁹ ₃│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶎᵣ

8.4 

ᵣᵣᵧ

90.2 1.4 
N֩=1,859 ֪

(%)

ᶎᵣ

26.2 

ᵣᵣᵧ

72.5 1.3 
N֩=1,859 ֪

(%)
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10 ꜞ☻◒⌐≈™≡ 

 v ─  

 「低下は見られない」が 90.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ ─  

 13─℮∟⁸ ∆╢ ⅜ ↕╣√ ⁸ ─ ⌐ ⅜ ╠╣╢≤  

設問 該当する選択肢 

問９ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか。 

「できない」 問10 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。 

問11 15 分位続けて歩いていますか。 

問12 過去1 年間に転んだ経験がありますか。 「何度もある」または「１度ある」 

問13 転倒に対する不安は大きいですか。 「とても不安である」または「やや不安である」 

 

 

 β℮≈  

 「うつ傾向なし」が 56.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ℮≈ ─  

 37⁸ 38─™∏╣⅛≢₈│™₉≤ ↕╣√ ⁸℮≈ ≢№╢≤ ∆╢⁹ 

設問 該当する選択肢 

問37 この1 か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありましたか。 

「はい」 問38 この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感じが 

よくありましたか。 

 

ᵫᶞᶨᶫᶪזּ

9.8 

ᶎᶞᶨᶫᶉᵣזּ

90.1 0.1 
N֩=1,859 ֪

(%)

ᵥᶃ ᵡᶩ

41.3 

ᵥᶃ ᶉᵶ

56.3 2.4 
N֩=1,859 ֪

(%)
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 γ  

 「高い」が 90.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ ─  

21 25─ ↔≤─ ⌐╟╢ ≢ ╩ ℮⁹ 

╩₈ ™₉⁸ ╩₈╛╛ ™₉⁸ ╩₈ ™₉≤ ∆╢⁹ 

設問 選択肢ごとの配点 

問21 バスや電車を使って1 人で外出していますか（自家用車でも可） 

「できるし、している」または 

「できるけどしていない」：１点 

「できない」：０点 

問22 自分で食品・日用品の買物をしていますか。 

問23 自分で食事の用意をしていますか。 

問24 自分で請求書の支払いをしていますか。 

問25 自分で預貯金の出し入れをしていますか。 

 

ᵣ

90.8

ᶣᶣ ᵣ

5.1

ᵣ

2.9

1.2 N֩=1,859 ֪

(%)
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й ה ( )  
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й ה  

─ ⌐≈™≡ 

 v ─  

「ご家族」が 49.0％、「ご本人が記入」が 43.4％ 

 

╩ ↕╣√─│≥⌂√≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 β ה  

№⌂√─ ≤ 10 1 ─ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈⁸  

 

 ŋ  

「女性」が 70.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 o  

「85～89歳」が 24.6％、「80～84歳」が 22.2％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.9 70.6 0.5 
N֩=2,092 ֪

(%)

2.2 7.5 12.7 22.2 24.6 19.3

∙

8.4 3.1
N֩=2,092 ֪

(%)

ᵳ ᵫ

43.4 

ᵳּק

49.0 

ᵼᶍ

3.9 

3.7 N֩=2,092 ֪

(%)
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 γ  

 「要支援１」が 19.5％、「要介護１」が 16.5％ 

 

№⌂√─ ─ │ ≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ρ  

 「月島地域」が 45.2％、「日本橋地域」が 26.2％ 

 

№⌂√⅜⅔ ╕™⌐⌂∫≡™╢ │≥↓≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 φ  

 「ひとり暮らし」が 36.8％、「夫婦２人暮らし」（配偶者 65歳以上と 64歳以下を合計した割合）が 23.8％ 

 

╩⅔ ⅎↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○グループホーム  ○介護施設  ○特別養護老人ホーム（特養）  ○老人ホーム 

 ○父・母、息子・娘との３世帯  ○息子・娘、孫との３世帯  ○兄弟・姉妹との２人暮らし   

 

 

 

ⱱ

19.5 

ⱱ

14.1 16.5 14.1 13.7 9.9 8.3 

ᵼᶍ

֩ᶮᵪᶨᶉᵣ ֪

1.7 

2.2 N֩=2,092 ֪

(%)

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ

36.8 

ᶨᵶ

֩ ∙ ֪

22.0 

ᶨᵶ

֩ ֪זּ∙

1.8 

ᴴ ᶇᶍ

15.8 

ᵼᶍ

22.6 1.1
N֩=2,092 ֪

(%)

╓

25.5 

╓

26.2 

╓

45.2 3.1 
N֩=2,092 ֪

(%)
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性別で見ると、男性は女性と比べて、「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合が高い。女性は

男性と比べて、「ひとり暮らし」、「息子・娘との２世帯」および「その他」の割合が高い。 

年代別で見ると、75～84歳は他の年代と比べて、「夫婦２人暮らし（配偶者 65歳以上）」の割合が高

い。85歳以上は他の年代と比べて、「ひとり暮らし」の割合が高い。 

要介護度別で見ると、要介護度が上がるほど、「ひとり暮らし」の割合が低くなっている。 

要介護３を除く他の要介護度では、要介護度が上がるほど、「息子・娘との２世帯」の割合が高くなっ

ている。 

要介護４は他の要介護度と比べて、「その他」の割合が高い。 

 ֩ð֪
ᶑ
ᶇ
ᶩ

ᶨ
ᵶ ᶨ

ᵶ

֨

∙
ᶨ
ᵶ

֨

∙
זּ

ᴴ

ᶇ
ᶍ

ᵼ
ᶍ

2,092 36.8 22.0 1.8 15.8 22.6 1.1

605 23.5 43.1 3.8 10.9 18.2 0.5

1,477 42.2 13.4 0.8 17.9 24.4 1.3

ׇא ׆ב 202 30.7 27.2 5.4 14.9 21.8 0.0

ׇב ׆ג 730 34.1 32.5 1.5 12.3 18.6 1.0

ׇג ∙ 1,095 40.2 14.0 0.8 18.2 25.6 1.3

ⱱ 408 45.6 25.7 2.9 6.9 17.2 1.7

ⱱ 295 43.1 23.4 0.7 11.9 20.3 0.7

345 37.4 23.2 2.0 18.3 18.6 0.6

294 33.7 25.9 1.7 19.7 18.7 0.3

286 32.5 19.9 0.7 17.8 28.3 0.7

208 26.0 13.0 1.9 21.6 36.1 1.4

173 24.9 17.9 2.3 24.3 30.1 0.6

֨֨

65 64
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 χ ─  

 「１割負担」が 66.0％ 

 

─ ╩ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵫ ה ⅜ ⌐⌂∫√  

 「骨折・転倒」が 25.4％、「高齢による衰弱」が 25.0％ 

 

ה ⅜ ⌐⌂∫√ ⌂ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○アルコール依存症  ○うつ病  ○リウマチ  ○胃ろう  ○股関節の手術  ○交通事故 

○高血圧  ○腰痛  ○脊柱管狭窄症  ○骨粗しょう症  ○歩行困難  ○膠原病 

 

25.4

25.0

22.8

13.5

11.0

8.3

7.4

6.6

5.6

5.4

4.9

3.4

2.1

15.6

1.2

5.4

0ð 10ð 20ð 30ð

¤

ǞǻǾ

Èȋɔȭȸȍɇº É

È ¤ É

ƿȆÈℓ É

¤

ǡ ÈɓȏɇȪ É

ǡ È ¤ ⱴ É

ȺºȖɜȦɜ

È É

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ

66.0 13.1 14.6 6.3 
N֩=2,092 ֪

(%)
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性別で見ると、男性は女性と比べて、「脳卒中（脳出血・脳梗塞等）」および「糖尿病」の割合が高い。

女性は男性と比べて、「骨折・転倒」および「認知症（アルツハイマー病等）」の割合が高い。 

年代別で見ると、65～74歳は他の年代と比べて、「脳卒中（脳出血・脳梗塞等）」の割合が高い。85

歳以上は他の年代と比べて、「骨折・転倒」、「高齢による衰弱」および「認知症（アルツハイマー病等）」

の割合が高い。 

要介護度別で見ると、要介護４は他の要介護度と比べて、「骨折・転倒」の割合が高い。要介護３以上

では、「認知症（アルツハイマー病等）」の割合が約４割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ᴴ ᶊ
ᶧ
ᶪ

ᶷ

ḳ

Ḍ

ḗ

ᶹ

Ḧ

ᴴ

ᵫ
ᶲ

ℓ

2,092 25.4 25.0 22.8 13.5 11.0 8.3 7.4 6.6

605 15.5 24.5 19.2 23.0 14.0 13.4 10.7 7.1

1,477 29.4 25.5 24.4 9.6 9.7 6.2 6.0 6.4

ׇא ׆ב 202 16.8 5.9 10.9 22.8 6.9 9.4 14.9 6.4

ׇב ׆ג 730 21.5 15.6 20.5 16.4 9.3 10.1 10.3 7.1

ׇג ∙ 1,095 29.3 34.8 27.0 9.9 13.0 6.8 4.2 6.2

ⱱ 408 20.6 17.9 3.4 11.3 9.1 6.9 7.1 7.1

ⱱ 295 27.1 25.4 5.8 8.5 10.5 10.8 8.1 10.8

345 26.4 28.1 19.1 9.9 14.8 9.3 8.4 4.3

294 26.5 33.3 27.6 11.6 11.9 8.5 10.2 7.5

286 22.7 19.9 44.1 17.5 7.3 7.7 5.2 5.2

208 37.0 31.3 39.9 22.6 14.9 7.2 5.8 5.3

173 20.8 28.3 48.0 23.7 9.8 6.9 5.2 6.4

֨֨

֩ð֪

ᴴ ᶍ
Ḳ
ᶻ
Ḧ
ḉ

ᶍ
ᴴ

ⱴ

ḙ

᷂
ḻ
ḅ
ḻ

ᵼ
ᶍ

2,092 5.6 5.4 4.9 3.4 2.1 15.6 1.2 5.4

605 6.4 3.8 6.9 4.1 3.5 14.2 0.8 4.8

1,477 5.3 6.1 4.0 3.1 1.5 16.1 1.3 5.8

ׇא ׆ב 202 2.5 7.9 3.0 5.4 4.5 19.3 1.5 3.0

ׇב ׆ג 730 3.6 6.0 4.4 4.7 2.6 17.4 1.4 7.1

ׇג ∙ 1,095 7.6 4.4 5.6 1.9 1.1 13.6 1.0 4.9

ⱱ 408 4.9 7.1 3.2 1.2 1.0 20.6 2.5 12.3

ⱱ 295 5.1 10.8 6.1 1.7 2.7 17.6 1.4 8.8

345 7.5 4.9 7.5 2.3 2.6 14.8 0.9 1.7

294 5.8 3.4 4.4 3.7 2.7 11.6 0.3 1.0

286 7.0 3.5 4.5 4.5 1.7 16.4 1.0 0.7

208 6.7 1.4 4.3 4.3 1.0 16.8 0.0 0.0

173 2.9 4.0 5.2 10.4 2.3 11.0 0.0 0.0

֨֨
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ᵬ ⌂ ה  

 「娘」が 22.5％、「配偶者（夫・妻）」が 21.1％ 

 

⌐№⌂√─ ⁸ ╩⇔≡™╢ │≥⌂√≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○グループホーム、老人ホーム、介護施設の職員およびスタッフ 

○いない  ○甥  ○息子、娘  ○病院  ○訪問看護師 

 

 

性別で見ると、男性は女性と比べて、「配偶者（夫・妻）」の割合が高い。女性は男性と比べて、「息

子」、「娘」および「介護サービスのヘルパー」の割合が高い。 

年代別で見ると、84歳以下は 85歳以上の年代と比べて、「配偶者（夫・妻）」の割合が高い。85歳以

上は 84歳以下の年代と比べて、「娘」の割合が高い。 

要介護度別で見ると、要介護１は他の要介護度と比べて、「娘」の割合が高い。要介護２は他の要介護

度と比べて、「配偶者（夫・妻）」の割合が高い。要介護４以上は他の要介護度と比べて、「その他」の

割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ᴴ

ᶍ
ᴴ ᷊

ḛ
ḁ
ᶍ

Ḡ
ḳ
ḙ

ᵼ
ᶍ

2,092 21.1 11.7 22.5 2.1 0.3 3.0 17.7 16.3 5.3

605 46.9 7.3 11.1 1.3 0.2 2.0 13.4 14.4 3.5

1,477 10.6 13.5 27.0 2.4 0.3 3.4 19.6 17.3 6.0

ׇא ׆ב 202 38.6 7.4 8.4 0.0 0.0 7.9 15.8 17.3 4.5

ׇב ׆ג 730 29.7 9.9 19.3 1.0 0.0 3.0 16.0 15.3 5.8

ׇג ∙ 1,095 11.9 13.7 27.0 3.2 0.5 2.0 18.9 17.5 5.2

ⱱ 408 22.8 10.5 21.3 0.5 0.5 2.9 12.3 16.7 12.5

ⱱ 295 20.0 11.5 22.0 2.4 0.0 3.7 17.6 12.5 10.2

345 21.7 13.6 30.4 2.9 0.3 2.6 18.8 8.4 1.2

294 29.3 14.6 21.4 4.8 0.0 2.4 16.3 10.2 1.0

286 21.0 10.1 25.5 1.0 0.7 3.1 19.6 18.5 0.3

208 12.0 11.5 19.7 1.0 0.0 3.4 21.6 30.8 0.0

173 19.1 8.7 15.0 1.7 0.6 1.7 24.9 28.3 0.0

֨֨

֩ ᴴ ֪

21.1 11.7 22.5 

ᶍ

2.1 

0.3 

ᴴ

3.0 

᷊ᴻḛḁ

ᶍḠḳḙᴻ

17.7 

ᵼᶍ

16.3 5.3 
N֩=2,092 ֪

(%)
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ה ⌐≈™≡ 

 v ⌂  

 「ふつう」が 53.5％、「苦しい」（「大変苦しい」と「やや苦しい」を合計した割合）が 35.1％ 

 

№⌂√│⁸ ─ ╠⇔─ ╩ ⌐╖≡≥℮ ∂≡™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 β  

 ŋ ─  

 「持ち家（集合住宅）」が 32.4％、「持ち家（一戸建て）」が 22.4％ 

 

10 №⌂√─⅔ ╕™│⁸ ─≥─ ⌐№≡│╕╡╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○グループホーム  ○持ちビル  ○社宅 

 

 

地域別で見ると、日本橋地域は他の地域と比べて、「持ち家（一戸建て）」の割合がやや高い。月島地

域は他の地域と比べて、「公営賃貸住宅（集合住宅）」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶀּק

֩╗ ᶅ֪

22.4 

֩╗ ᶅ֪

1.2 

ᶀּק

֩ ֪

32.4 

☺

֩ ֪

12.5 

֩ ֪

11.0 13.7 

ᵼᶍ

5.4 

1.3 N֩=2,092 ֪

(%)

ᵶᵣ

10.1 

ᶣᶣ ᵶᵣ

25.0 

ᶔᶃᵥ

53.5 

ᶣᶣᶥᶇᶩᵫᵡᶪ

7.9 

ᶥᶇᶩᵫᵡᶪ

1.7 

1.8N֩=2,092 ֪

(%)

֩ð֪

ᶀ
קּ

╗

ᶅ

╗

ᶅ

ᶀ
קּ

☺
ᵼ
ᶍ

2,092 22.4 1.2 32.4 12.5 11.0 13.7 5.4 1.3

534 26.8 1.5 36.7 5.4 10.3 12.7 5.6 0.9

548 31.4 1.5 39.4 2.6 10.6 8.2 5.1 1.3

946 16.0 1.1 27.8 23.0 12.2 13.5 5.0 1.5

֨֨

╓
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 o ─ ה  

・建物全体の階数は「11～15階建て」が 39.2％、「21階建て以上」が 24.4％ 

・居住階は「６～10階」が 31.5％、「３～５階」が 26.6％ 

 

ₒ 10≢ ₈ ∟ ₉⁸₈ ₉╕√│₈

₉ ≤ ─  x

10-1 №⌂√─⅔ ╕™│⁸ ≡─ ≢∆⅛⁹  

Ẽ ─  

 

 

 

 

 

 

居住地域別で見ると、月島地域は他の地域と比べて、「21階建て以上」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ẽ  

 

 

 

 

 

 

地域別で見ると、日本橋地域は他の地域と比べて、「３～５階」の割合が高い。月島地域は他の地域と

比べて、「21階以上」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

ᶅ

0.8 

ᶅ

3.3 

ᶅ

20.9 

ᶅ

39.2 

ᶅ

6.9 

ᶅ∙

24.4 4.5 
N֩=1,170 ֪

(%)

6.9 26.6 31.5 16.1 5.0 

∙

10.9 3.1 
N֩=1,170 ֪

(%)

֩ð֪

ᶅ ᶅ

֨

ᶅ

֨

֨

ᶅ

֨

֨

ᶅ

֨

ᶅ
∙

1,170 0.8 3.3 20.9 39.2 6.9 24.4 4.5

280 0.4 3.9 26.1 50.4 5.0 9.3 5.0

288 0.3 6.9 31.9 50.0 3.8 5.6 1.4

596 1.0 1.2 12.8 29.2 9.4 40.8 5.7

֨֨

╓

11

15

16

20

21

10

֩ð֪

֨

֨

֨

֨

֨

֨

∙

1,170 6.9 26.6 31.5 16.1 5.0 10.9 3.1

280 6.8 27.1 39.6 16.8 2.9 2.9 3.9

288 10.8 36.1 32.3 17.0 1.4 1.7 0.7

596 4.9 21.8 27.3 15.4 7.7 19.1 3.7

֨֨

╓

11

15

16

2010

21
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 γ ─  

 ŋ ⇔≡™╢  

 「固定電話・ＦＡＸ」が 40.6％、「スマートフォン」が 27.2％ 

 

11 №⌂√│⁸┤∞╪≥─╟℮⌂ ╩ ⇔≡™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.6

27.2

25.4

6.5

3.2

2.4

23.6

2.7

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

¤ŻŶƍ

ȢɇºȱȾȒɜ

ÈȢɇºȱȾȒɜ∙ É

ȺȦȜɜ

ȨȿɕȬȱ

ǐǡ

Ǣ ǊǙƷǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ
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性別で見ると、男性は女性と比べて、「スマートフォン」および「パソコン」の割合が高い。女性は男

性と比べて、「情報通信機器は利用していない」の割合が高い。 

年代別で見ると、65～74歳は他の年代と比べて、「スマートフォン」および「パソコン」の割合が高

い。85歳以上は他の年代と比べて、「情報通信機器は利用していない」の割合が高い。 

要介護度別で見ると、要介護４以下では、要介護度が上がるほど「固定電話・ＦＡＸ」および「スマー

トフォン」の割合が低くなっている。要介護３以上では他の要介護度と比べて、「情報通信機器は利用し

ていない」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ᴴ

ḁ
Ḧ

Ḑ
ḝ

ḻ
ḁ
Ḧ

Ḑ

ḝ

ḻ
∙

ḙ
ḅ
᷈
ḻ

ḇ
Ḟ
Ḵ

Ḑ

ᵼ
ᶍ

ᶎ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

2,092 40.6 27.2 25.4 6.5 3.2 2.4 23.6 2.7

605 38.8 31.7 24.1 12.9 4.3 2.5 20.0 2.8

1,477 41.2 25.3 26.0 3.9 2.8 2.3 25.2 2.6

ׇא ׆ב 202 32.7 56.4 21.8 16.8 8.4 1.0 10.4 3.0

ׇב ׆ג 730 40.7 36.7 27.1 9.3 4.0 2.3 17.5 2.3

ׇג ∙ 1,095 41.9 15.7 25.0 2.6 1.9 2.6 30.5 2.7

ⱱ 408 51.2 40.2 28.7 10.5 5.4 1.7 5.9 2.0

ⱱ 295 48.5 37.6 33.9 9.8 4.7 1.7 7.1 3.7

345 49.9 30.4 30.4 9.0 4.1 2.6 13.9 1.7

294 43.2 26.5 28.6 4.4 2.4 2.4 18.4 1.4

286 32.2 13.6 19.6 2.8 1.4 3.1 42.7 2.1

208 16.3 13.0 13.5 1.4 0.5 2.9 55.8 3.4

173 17.9 15.0 10.4 2.3 2.3 4.0 55.5 4.0

֨֨
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 o☻ⱴכ♩ⱨ◊fi╩ ⇔≡™⌂™  

 「使い方が分からない・難しい」が 57.2％、「必要がない」が 28.8％ 

 

ₒ 11≢₈ ☻ⱴכ♩ⱨ◊fi ₉⁸₈ Ɽ♁◖fi₉⁸₈ ה ₉⁸₈ ∕

─ ₉⁸₈ │ ⇔≡™⌂™₉≤ ⅎ√ ≢⁸☻ⱴכ♩ⱨ◊fi≤♃Ⱪ꜠♇♩ ╩

⇔≡™⌂™  x

11-1 ☻ⱴכ♩ⱨ◊fi╩ ⇔≡™⌂™ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○使えない、使用できない  ○視覚障害  ○耳が遠いため  ○手足が不自由  ○認知症 

 

 ρ⅛⅛╡≈↑ ─  

 ①かかりつけ医師については「いる」が 94.6％ 

 ②かかりつけ歯科医師については「いる」が 65.6％ 

 ③かかりつけ薬局については「いる」が 72.5％ 

 ④かかりつけ薬剤師については「いる」が 41.0％ 

 

12 №⌂√│⁸ ⅛╠ ╩ ↑√╡⁸ ─ ⌐≈™≡─ ה ╩ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢⁸

⅛⅛╡≈↑─ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜™╕∆⅛⁹(₃│∕╣∙╣ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵣᶪ

94.6 

65.6 

72.5 

41.0 

ᵣᶉᵣ

3.0 

17.1 

10.5 

31.8 

2.4 

17.4 

17.0 

27.2 

ӡᵪᵪᶩᶃᵰ═

N֩=2,092 ֪

Ӣᵪᵪᶩᶃᵰ ═שּ

N֩=2,092 ֪

ӣᵪᵪᶩᶃᵰ

N֩=2,092 ֪

Ӥᵪᵪᶩᶃᵰ

N֩=2,092 ֪

(%)

57.2

28.8

10.3

4.4

7.9

7.0

10.2

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð

Ʒ ƿ ƾǼǝƷ¤ ǊƷ

ƿǝƷ

ƿ Ʒ

ɊɓȬȱƿ ƾǼǝƷ

ǐǡ

Ǟ ǢǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=1,443ˣ
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 φ ╕√│ ─№╢  

 「高血圧」が 36.9％、「認知症（アルツハイマー病等）」が 22.8％ 

 

13 №⌂√│ ⁸╕√│ ─№╢ │№╡╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○リウマチ  ○後縦靭帯骨化症  ○甲状腺（橋本病）  ○高次脳機能障害  ○腰痛 ○歯   

○心不全  ○心房細動  ○脊柱管狭窄症  ○多系統萎縮症  ○便秘  ○歩行困難  ○膠原病 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.9

22.8

21.2

19.8

17.2

15.2

12.0

11.7

10.4

9.0

8.1

8.0

7.1

6.8

6.7

3.6

3.2

2.5

13.4

2.0

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð

⅓

Èȋɔȭȸȍɇº É

ǡ È ǊǺƹ   É

ǡ

È ¤ É

È ¤ É

¤ ǡ

ǡ È ⱴǷ ⱴ É

È │ É

ƿȆÈℓ É

ǡ

┘ ¤ ¤ ǡƹǡ

ǝƷ

ȺºȖɜȦɜ

ƹǗ

♪¤ ♫ǡ

ǐǡ
₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ
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 ≡™≈⌐☻ⱦכ◘

 v ⇔≡™╢  ☻ⱦכ◘

 「福祉用具貸与」が 32.1％、「通所介護（デイサービス）」が 21.0％ 

 

14 現在、あなたが利用している介護保険サービス（介護予防サービスを含む。)は何ですか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.1

21.0

20.7

19.9

14.2

10.2

9.1

8.1

8.1

6.6

6.6

5.8

5.3

2.4

2.2

1.6

1.4

1.3

1.0

0.7

21.2

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð

ÈȰȍȞºȼȢÉ

ÈɄºɉɁɔɀÉ

ɓȸȼɓȯºȠɐɜ

ǡ

È ɄºɉÉ

ɓȸȼɓȯºȠɐɜÈȰȍȚȋÉ

È Ʉºɉ É

½

ÈȠɐºȱȢȯȍÉ

ǡ

È É

¤ ꞌ

ꞌ

ÈșɔºɀɄºɉÉ

ꞌ

═ ╪È ═ É

ꞌ
₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ
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 β ☻ⱦכ◘ ─  

 「やや負担である」が 24.6％、「どちらでもない」が 24.4％ 

 

15 現在利用されている介護保険サービスの利用料は、あなたにとってどの程度負担ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護２以上は他の要介護度と比べて、「負担である」の割合が高い。要支援１

および２は他の要介護度と比べて、「負担ではない」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、夫婦２人暮らしは他の家族構成と比べて、「あまり負担ではない」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶆᵡᶪ

11.9 

ᶣᶣ ᶆᵡᶪ

24.6 

ᶈᶀᶨᶆᶡᶉᵣ

24.4 

ᵡᶝᶩ

ᶆᶎᶉᵣ

12.6 

ᶆᶎᶉᵣ

12.0 14.6
N֩=2,092 ֪

(%)

֩ð֪

ᶆ
ᵡ
ᶪ

ᶣ
ᶣ

ᶆ
ᵡ
ᶪ

ᶈ
ᶀ
ᶨ
ᶆ
ᶡ
ᶉ
ᵣ

ᵡ
ᶝ
ᶩ

ᶆ
ᶎ
ᶉ
ᵣ

ᶆ
ᶎ
ᶉ
ᵣ

2,092 11.9 24.6 24.4 12.6 12.0 14.6

ⱱ 408 4.9 12.5 20.8 14.7 15.4 31.6

ⱱ 295 7.5 18.6 20.0 13.9 18.6 21.4

345 8.1 27.0 29.3 16.2 10.4 9.0

294 15.3 29.3 27.2 13.3 10.5 4.4

286 19.6 32.2 25.2 8.7 9.8 4.5

208 19.7 35.6 22.6 9.6 8.7 3.8

173 19.1 31.8 28.9 8.7 4.0 7.5

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 769 11.7 23.7 25.7 10.4 13.4 15.1

ᶨᵶ 497 8.7 21.9 22.9 16.3 12.3 17.9

ᴴ ᶇᶍ 331 14.8 28.1 25.1 12.4 10.6 9.1

ᵼᶍ 472 13.8 27.1 23.1 12.1 10.4 13.6

֨֨

קּ
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 γ◘כⱦ☻ ─ ⁸ ─  

 「やや改善した」が 31.1％、「以前とあまり変わらない」が 25.7％ 

 

16 ╩☻ⱦכ◘ ∆╢╟℮⌐⌂∫≡⅛╠⁸№⌂√─ ╛ │≥─╟℮⌐⌂╡

╕⇔√⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護２以上は他の要介護度と比べて、「改善した」の割合が高い。要介護１か

ら３は他の要介護度と比べて、「やや改善した」の割合が高い。要介護度が上がると、「悪くなった」の

割合が高くなっている。 

利用サービス別で見ると、居宅サービスは他の利用サービスと比べて、「やや改善した」の割合が高い。

居住系サービスは他の利用サービスと比べて、「改善した」の割合が高い。施設サービスは他の利用サー

ビスと比べて、「悪くなった」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵶᵾ

22.3 

ᶣᶣ ᵶᵾ

31.1 

∙ ᶇᵡᶝᶩ

ᶮᶨᶉᵣ

25.7 

ℓᵮᶉᶂᵾ

3.2 17.7 
N֩=2,092 ֪

(%)

֩ð֪

ᵶ
ᵾ

ᶣ
ᶣ

ᵶ
ᵾ

∙

ᶇ
ᵡ
ᶝ
ᶩ

ᶮ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

ℓ
ᵮ
ᶉ

ᵾ

2,092 22.3 31.1 25.7 3.2 17.7

ⱱ 408 14.0 22.8 24.5 1.5 37.3

ⱱ 295 19.3 30.2 24.1 1.0 25.4

345 20.9 38.3 27.8 1.4 11.6

294 26.2 37.8 25.9 2.4 7.8

286 29.0 35.0 26.2 3.5 6.3

208 26.9 30.8 28.8 7.2 6.3

173 29.5 26.0 25.4 11.0 8.1

443 5.4 8.4 17.4 0.7 68.2

᷊ᴻḛḁ 1,271 24.6 41.5 27.2 2.4 4.2

᷊ᴻḛḁ 198 42.4 23.2 26.3 5.1 3.0

᷊ᴻḛḁ 256 27.7 27.0 30.5 10.2 4.7

֨֨

᷊ᴻḛḁ
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 ρ ┼─ ה ─  

 ŋ ┼─ ה ─  

 「入所・入居は検討していない」が 49.5％ 

 

17 №⌂√│⁸ ┼─ ה ╩ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護２は他の要介護度と比べて、「入所・入居を検討している」の割合が高い。

要介護３以上は他の要介護度と比べて、「すでに入所・入居申し込みをしている」の割合が高い。要介護

４および５は他の要介護度と比べて、「すでに入所・入居している」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、夫婦２人暮らしおよび息子・娘との２世帯は他の家族構成と比べて、「入所・入

居は検討していない」の割合が高い。その他は他の家族構成と比べて、「すでに入所・入居している」の

割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵸᶆᶊ ᴴ

ᵶ ᶞᶱᵶᶅᵣᶪ

8.4 

ᴴ ᶱ

ᵶᶅᵣᶪ

15.3 

ᴴ ᶎ
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ᴴ ᵶᶅᵣᶪ

17.0 9.8 
N֩=2,092 ֪

(%)

֩ð֪
ᵸ
ᶆ
ᶊ

ᴴ

ᵶ

ᶞ
ᶱ
ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᴴ

ᶱ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᴴ

ᶎ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

ᵸ
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2,092 8.4 15.3 49.5 17.0 9.8

ⱱ 408 1.5 15.0 58.1 6.6 18.9

ⱱ 295 2.4 16.9 58.3 6.8 15.6

345 3.8 16.5 65.2 9.3 5.2

294 6.5 22.8 52.0 12.2 6.5

286 19.6 16.1 36.7 24.5 3.1

208 19.7 8.2 26.9 42.8 2.4

173 18.5 6.4 25.4 42.2 7.5

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 769 8.6 19.1 43.7 17.6 11.1

ᶨᵶ 497 5.0 16.7 57.9 8.2 12.1

ᴴ ᶇᶍ 331 7.9 12.1 60.4 13.6 6.0

ᵼᶍ 472 12.1 10.6 43.2 26.9 7.2

֨֨

קּ
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 o ∆╢ ─  

 「特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）」が 44.6％、「介護付有料老人ホーム」が 17.5％ 

 

【問17で「１．すでに入所・入居申し込みをしている」または「２．入所・入居を検討している」と回答の方】 

17-1 ∆╢ ─ │ ─≥╣≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  
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ḣᴻḨ

֩ ֪

44.6 

᷅ḳᴻḟḣᴻḨ

֩ ꞌ ֪

5.8 

ḣᴻḨ

֩᷆ᶷḗᶻḁ֪

11.5 

ḣᴻḨ

2.0 

ḣᴻḨ

17.5 7.7 
N֩=496 ֪

(%)
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 φ ⇔≡™╢  ☻ⱦכ◘

 「紙おむつ支給・おむつ代助成」が 21.0％、「理美容サービス」が 14.0％ 

 

18 №⌂√⅜⁸ ⇔≡™╢₈ ☻ⱦכ◘ ₉─ │☻ⱦכ◘ה ≢∆⅛⁹o  x
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要介護度別で見ると、要介護２以上は他の要介護度と比べて、「紙おむつ支給・おむつ代助成」、「理

美容サービス」および「介護者慰労事業（食事・マッサージ共通券、旅行券の支給）」の割合が高い。要

介護３以上は他の要介護度と比べて、「おとしより介護応援手当の支給」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「掃除・洗濯」、「配食」、「ゴミ出し」

および「緊急通報システムの設置」の割合が高い。息子・娘との２世帯は他の家族構成と比べて、「紙お

むつ支給・おむつ代助成」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ᵩ
ᶟ
ᶃ

ᴴ
ᵩ
ᶟ
ᶃ

᷊

ḛ
ḁ

⌂

ᴴ

Ḧ

᷊

Ḁ

ᶍ
ᴴ

᷉
ḧ

ᵶ

ᵣ
ᵩ
ᶇ
ᵶ
ᶧ
ᶩ

ꞌ
ⱱ

ᶍ

╪

ᵣ

ᶉ
ᶈ

ᶩ

ᵪ
ᵰ

ᶔ
ᶇ
ᶲ

ᴴ

ᵣ

2,092 21.0 14.0 12.6 12.1 11.3 7.3 7.1 7.1 6.2 5.7 5.4

ⱱ 408 1.2 2.2 2.0 11.8 7.6 4.2 3.9 1.0 2.9 4.7 3.2

ⱱ 295 7.8 5.4 6.4 11.9 7.8 7.1 6.4 0.7 5.1 4.4 3.7

345 3.8 6.7 2.0 14.5 16.5 11.3 9.3 0.9 9.6 7.0 5.2

294 35.0 19.7 23.5 14.6 15.0 10.5 8.8 3.7 9.5 6.8 8.8

286 45.1 25.9 28.7 10.8 11.2 4.9 5.9 20.6 5.6 6.6 8.4

208 43.8 27.9 20.2 9.1 9.6 5.8 7.2 19.2 6.3 4.8 4.8

173 39.9 28.9 20.2 10.4 12.1 7.5 8.1 17.3 4.0 5.2 5.8

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 769 14.3 12.0 6.0 18.9 16.5 12.0 9.5 4.0 7.9 8.6 7.0

ᶨᵶ 497 22.1 12.9 17.5 9.7 9.3 5.8 6.8 8.7 5.6 3.8 4.8

ᴴ ᶇᶍ 331 29.9 16.0 19.6 6.0 6.9 2.4 3.9 10.3 3.9 3.0 3.9

ᵼᶍ 472 24.6 17.6 14.0 7.6 8.1 4.7 5.5 8.7 5.1 4.7 4.7
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᷊
ḵ
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ᵣ
ᶍ

᷿
ḁ
Ḏ
Ḩ

ᵼ
ᶍ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

2,092 5.2 5.1 4.3 4.0 2.8 1.9 0.8 0.3 3.4 36.3 13.7

ⱱ 408 4.7 1.2 1.5 2.9 3.2 1.7 1.2 0.0 4.2 46.1 19.1

ⱱ 295 6.4 3.4 4.1 2.4 1.7 2.7 0.7 0.0 4.1 41.7 15.6

345 7.8 3.2 4.1 4.3 3.5 2.9 0.6 0.3 1.2 46.1 12.2

294 5.4 5.1 6.8 6.8 3.7 2.0 0.0 0.3 3.1 27.2 8.5

286 4.2 8.0 3.8 2.8 1.4 0.7 0.7 0.7 4.2 24.8 9.1

208 3.8 10.6 6.3 4.3 1.9 1.0 1.9 0.5 4.3 25.0 11.5

173 3.5 9.2 6.9 5.2 1.7 1.7 0.0 0.6 3.5 30.1 14.5

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 769 9.0 4.7 5.1 3.5 4.7 2.6 1.3 0.7 3.9 32.6 12.6

ᶨᵶ 497 3.6 6.0 6.2 5.0 2.0 1.2 0.2 0.0 3.2 34.4 17.5

ᴴ ᶇᶍ 331 1.2 5.1 2.7 2.7 0.3 2.4 0.6 0.3 3.9 43.2 7.9

ᵼᶍ 472 3.6 4.7 2.3 4.2 2.1 1.1 0.6 0.0 2.5 39.8 14.2

֨֨

קּ
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 χ ─ ─ ⌐ ≤ ∂╢  ☻ⱦכ◘ה

 「掃除・洗濯」が 14.8％、「紙おむつ支給・おむつ代助成」が 13.8％ 

 

19 №⌂√⅜⁸ ─ ─ ⌐ ≤ ∂╢ ☻ⱦכ◘ה ⇔≡™╢⅜⁸↕╠⌂

╢ ⅜ ≤ ∂╢ ╩☻ⱦכ◘ה ╗ │ ≢∆⅛⁹o ≈╕≢  x
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利用サービス別で見ると、居宅サービスは他の利用サービスと比べて、「掃除・洗濯」、「移送サービ

ス（介護・福祉タクシー等）」、「外出同行（通院、買い物など）」、「配食」、「おとしより介護応援

手当の支給」および「介護者慰労事業（食事・マッサージ共通券、旅行券の支給）」の割合が高い。居住

系サービスは施設サービスと比べて、「紙おむつ支給・おむつ代助成」および「理美容サービス」の割合

が高い。未利用および居宅サービスは他の利用サービスと比べて、「簡単な家の修繕や電球の交換等」の

割合が高い。 
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2,092 14.8 13.8 13.6 13.3 12.5 12.5 12.1 10.0 8.9 8.7 8.0

443 12.0 7.9 8.4 9.7 8.6 8.1 9.5 5.4 10.2 7.9 7.0

᷊ᴻḛḁ 1,271 19.1 17.1 17.1 16.5 16.2 15.3 14.8 12.6 10.5 10.5 10.1

᷊ᴻḛḁ 198 7.6 15.7 11.1 11.6 9.6 9.1 5.1 10.6 3.0 3.5 4.0

᷊ᴻḛḁ 256 4.3 8.6 9.0 7.0 6.6 9.4 9.4 6.3 3.5 4.3 3.5
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2,092 7.4 7.1 5.8 4.9 3.4 3.4 1.4 1.4 3.7 25.6 13.6

443 5.6 5.2 4.3 3.8 3.8 1.1 1.8 0.7 3.8 24.6 24.6

᷊ᴻḛḁ 1,271 8.7 9.5 7.6 6.3 4.0 4.8 1.2 1.7 3.6 20.2 7.3

᷊ᴻḛḁ 198 9.6 3.0 3.0 2.5 2.5 3.5 3.5 1.5 5.6 32.3 19.2

᷊ᴻḛḁ 256 4.3 2.0 1.2 1.2 0.4 2.0 0.8 0.8 2.7 47.7 21.5
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╡№─☻ⱦכ◘ ⌐≈™≡ 

 v◔▪ⱪꜝfi 

 ŋ◔▪ⱪꜝfi─  

 「ふつう」が 34.5％、「満足している」が 25.0％ 

 

20 №⌂√│⁸ ─ ☻ⱦכ◘ ◔▪ⱪꜝfi ⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 o ─  

 「サービスに制限が多い」が 37.9％、「サービスの種類が希望よりも少ない」が 34.7％ 

 

ₒ 20≢₈ ╛╛ ≢№╢₉╕√│₈ ≢№╢₉≤ ─  x

20-1 ─ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○サービス自体がわからない、相談してくれない  ○価格が高い 

○手続きが面倒  ○家族と情報共有できない 
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 β◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ─  

 「満足している」が 39.3％、「ふつう」が 25.7％ 

 

21 №⌂√│⁸◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ ⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 γ◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ─ ┼─  

「①ケアプラン作成前によく話を聴いてくれた」が 54.7％、「⑥月に１回程度、定期的に訪問して様子を

見てくれる」が 52.3％ 

 

22 №⌂√│⁸◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ ⌐≈™≡⁸≥─╟℮⌐ ∂≡™╕∆⅛⁹ 

₃│∕╣∙╣ ≈  
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16.7 

14.2 
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31.4 
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31.5 
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ӡ᷆ᶷḟḱḻ ᶊᶧᵮ ᶱ ᵣᶅᵮᶫᵾN֩=2,092 ֪

Ӣ᷊ᴻḛḁ ᶍ ᶱ ᵶᶅᵮᶫᶪN֩=2,092 ֪

ӣ᷊ᴻḛḁ ᶇᶍ ᶣ ᶱᵶᶅᵮᶫᶪN֩=2,092 ֪

Ӥ ᶍ᷊ᴻḛḁᶍ ᶡ ᵶᶅᵮᶫᶪN֩=2,092 ֪

ӥ᷆ᶷḟḱḻ ᶡ ᶊᶍᶂᶅᵮᶫᶪN֩=2,092 ֪

Ӧ ᶊ ᴲ ᶊ ᵶᶅ ᶱ ᶅᵮᶫᶪ֩N=2,092 ֪

ӧ᷊ᴻḛḁ ᶍ ᵶᶊᶃᵣᶅ ∏ᵶᶅᵮᶫᶪN֩=2,092 ֪

Ө᷆ᶷḟḱḻ∙ ᶍ ᶣ ᶍᵲᶇᶡ ᶊᶍᶂᶅᵮᶫᶪ

N֩=2,092 ֪

ө᷊ᴻḛḁ ᶊ ᴲ≥ ᶣ ᶱ ᵧᶅᵮᶫᶪN֩=2,092 ֪
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 ρ ∆╢  

 「主に介護サービスを利用して、自宅で暮らしたい」が 27.7％、「主に家族の介護を受けながら、自宅で

暮らしたい」が 21.2％ 

 

23 №⌂√│⁸ ⁸≥─╟℮⌂ ╩ ⇔╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護３以上は他の要介護度と比べて、「特別養護老人ホーム（介護老人福祉施

設）などの介護施設で暮らしたい」の割合が高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしおよび夫婦２人暮らしは他の家族構成と比べて、「主に介護サービ

スを利用して、自宅で暮らしたい」の割合が高い。息子・娘との２世帯は他の家族構成と比べて、「主に

家族の介護を受けながら、自宅で暮らしたい」の割合が高い。 
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12.1 7.4 
N֩=2,092 ֪

(%)

֩ð֪

ᶊ
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ᶍ

ᶱ

ᵰ
ᶉ
ᵫ
ᶨ

ᶆ

ᶨ
ᵶ
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ᵣ

ᶊ

᷊

ḛ
ḁ
ᶱ

ᵶ
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ᶆ
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ᵶ
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ᵰ
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ᶞ

ᵧ
ᶅ

᷊

ḛ
ḁ
ᶱ

ᵶ
ᶉ
ᵫ
ᶨ

ᶨ
ᵶ
ᵾ
ᵣ

ḣ

Ḩ
ᶉ
ᶈ
ᶍ

ᶆ

ᶨ
ᵶ
ᵾ
ᵣ

ᵬ

ḣ

Ḩ
ᶆ

ᶨ
ᵶ
ᵾ
ᵣ

קּ

ᶍ

ᶊ

ᵺ
ᶪ

ᵼ
ᶍ

ᶮ
ᵪ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

2,092 21.2 27.7 3.3 9.6 6.3 10.0 2.3 12.1 7.4

ⱱ 408 19.6 29.9 5.4 2.9 7.6 7.4 0.7 15.7 10.8

ⱱ 295 22.7 30.2 7.1 4.1 5.1 7.1 4.4 10.8 8.5

345 26.7 35.9 3.8 5.8 4.9 9.9 0.6 9.0 3.5

294 23.8 31.0 1.7 9.2 8.2 10.9 1.4 10.2 3.7

286 21.3 25.9 1.4 16.8 5.2 10.1 1.7 13.3 4.2

208 14.9 18.3 1.0 18.8 6.3 13.9 6.7 10.1 10.1

173 17.3 13.9 0.6 23.1 6.4 14.5 3.5 12.7 8.1

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 769 10.9 34.1 5.1 9.9 8.7 6.8 3.1 14.6 6.9

ᶨᵶ 497 26.4 29.2 2.2 7.2 4.4 11.5 0.6 9.9 8.7

ᴴ ᶇᶍ 331 35.3 24.8 2.1 8.5 4.8 13.0 0.6 9.4 1.5

ᵼᶍ 472 23.1 18.6 2.5 12.1 5.5 12.1 4.2 12.5 9.3

֨֨

קּ
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 φ ⌐ ╩ ↑√™  

 「自宅」が 24.9％、「病院やホスピスなどの医療施設」が 22.8％ 

 

24 №⌂√│⁸ ⅜ ╢ ⅜⌂ↄ⌂╡⁸ ⌐⌂∫√ ⁸≥↓≢ ╩ ↑√™≤ ™╕

∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護１以下は他の要介護度と比べて、「病院やホスピスなどの医療施設」の割

合が高い。要介護３以上は他の要介護度と比べて、「特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）」の割合が

高い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「病院やホスピスなどの医療施設」の割

合が高い。夫婦２人暮らしおよび息子・娘との２世帯は他の家族構成と比べて、「自宅」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

╪ᶣḣḁḜḁ

ᶉᶈᶍ═

22.8 24.9 

ᶈᶡ

ᶍּק

1.2 

ᶉᶈ

ᶍ ᶍּק

0.1 

ḣᴻḨ

֩ ֪

14.2 

קּ ᴲ ᶍ

ᶊ ᵺᶪ

12.9 

ᵼᶍ

1.3 

ᶮᵪᶨᶉᵣ

17.5 5.0 
N֩=2,092 ֪

(%)

֩ð֪

╪
ᶣ
ḣ
ḁ
Ḝ
ḁ

ᶉ
ᶈ
ᶍ
═

ᶈ
ᶡ
ᶍ
קּ ᶉ

ᶈ
ᶍ

ᶍ
קּ

ḣ

Ḩ

קּ

ᶍ

ᶊ

ᵺ
ᶪ

ᵼ
ᶍ

ᶮ
ᵪ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

2,092 22.8 24.9 1.2 0.1 14.2 12.9 1.3 17.5 5.0

ⱱ 408 29.7 22.1 1.0 0.0 8.8 11.3 0.5 19.9 6.9

ⱱ 295 27.1 25.8 0.7 0.0 11.2 10.2 2.0 18.3 4.7

345 28.1 25.5 1.7 0.0 9.9 13.6 0.9 16.8 3.5

294 22.1 28.2 1.4 0.0 13.3 14.6 0.7 17.0 2.7

286 15.0 25.9 1.4 0.3 19.2 14.7 2.1 18.5 2.8

208 14.4 20.7 0.5 1.0 27.4 12.5 3.8 14.9 4.8

173 13.3 24.3 2.3 0.0 23.1 16.8 0.6 12.7 6.9

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 769 28.2 20.4 1.2 0.3 15.6 8.6 1.7 19.0 5.1

ᶨᵶ 497 21.9 29.2 0.6 0.0 11.5 15.5 0.4 14.1 6.8

ᴴ ᶇᶍ 331 18.1 32.6 2.4 0.0 11.2 16.9 0.3 16.9 1.5

ᵼᶍ 472 18.9 22.7 1.1 0.2 16.7 14.8 2.3 19.3 4.0

֨֨

קּ
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 χ ▪♪Ᵽfi☻ה▪◔הⱪꜝfi♬fi◓ ─  

 「全く知らなかった」が 69.3％ 

 

25 あなたは、「ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）」についてどの程度ご存知ですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶧᵮ ᶂᶅᵣᶪ

1.3 

ᴴ ᶊᶃᵣᶅᶎ

ᵩᵩᶧᵼ ᶂᶅᵣᶪ

5.2 

ᶱ ᵣᵾᵲᶇᵫᵡᶪ ᶆ

ᶊᶃᵣᶅᶎᵡᶝᶩ ᶨᶉᵣ

18.9 

ᵮ ᶨᶉᵪᶂᵾ

69.3 5.3 
N֩=2,092 ֪

(%)
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ᵫ ─ ⌐⅔↑╢ ה ⌐≈™≡ ∫≡™╢↓≤ 

 「特に行っていない」が 55.6％、「家族に希望を伝えている」が 29.9％ 

 

26 №⌂√⅜⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ╛ ⌐≈™≡ ∫≡™╢↓≤│ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「ケアマネジャーや介護士などに希望を

伝えている」の割合が高い。息子・娘との２世帯およびその他は他の家族構成と比べて、「特に行ってい

ない」の割合が高い。 

利用サービス別で見ると、未利用は他の利用サービスと比べて、「特に行っていない」の割合がやや高

い。居住系サービスは他の利用サービスと比べて、「家族に希望を伝えている」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.9

9.0

8.3

2.8

55.6

5.1

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð

קּ Ǟ ȅ ƻǙƷǾ

ǡ═ ¤ ǞǗƷǙ Ǌ ƷȅǊǙƷǾ

ȚȋɇȶȡɌºǷ ǝǜǞ ȅ ƻǙƷǾ

ǐǡ

Ǟ ǖǙƷǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ

֩ð֪
קּ

ᶊ

ᶱ

ᵧ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᶍ
═

ᴴ

ᶊ
ᶃ
ᵣ
ᶅ

ᵶ

ᵣ

ᶱ
ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

᷆
ᶷ
Ḧ
ḕ
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ᶣ

ᶉ
ᶈ
ᶊ

ᶱ

ᵧ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᵼ
ᶍ ᶊ

ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

2,092 29.9 9.0 8.3 2.8 55.6 5.1

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 769 30.0 11.1 12.4 3.6 52.5 4.8

ᶨᵶ 497 31.4 10.7 7.0 2.2 50.7 7.6

ᴴ ᶇᶍ 331 32.6 5.1 3.6 1.8 60.7 1.8

ᵼᶍ 472 26.9 6.6 5.9 2.8 62.7 4.0

443 21.0 7.2 2.3 2.9 60.0 11.5

᷊ᴻḛḁ 1,271 31.6 10.1 9.7 2.2 55.7 3.0

᷊ᴻḛḁ 198 37.9 12.1 12.1 4.5 47.0 5.6

᷊ᴻḛḁ 256 31.6 7.0 10.9 4.7 52.0 3.9

֨֨

᷊ᴻḛḁ

קּ
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╛ ⌐≈™≡ 

 v ∫√≤⅝─  

 「家族や親戚」が 71.5％、「ケアマネジャー（介護支援専門員）」が 28.3％ 

 

27 №⌂√│⁸ ─ ≢ ∫√≤⅝⁸ ⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.5

28.3

15.0

12.8

10.5

7.3

3.6

1.7

1.0

0.8

0.4

0.3

0.3

0.3

0.3

0.0

3.5

6.3

3.8

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

קּ Ƿ

ȚȋɇȶȡɌºÈ ⱱ ╢É

═ ¤ ═שּ ¤

╢

ƽǛǊǻǽ ȤɜȨº

È ╓ ⱱȤɜȨºÉǡ

ǡ ¤

ǡ

ǵ ǌǾ ƿƷǝƷ

¤ ǡ

¤ ≠╢

ǡ

¤ ȤɜȨºǡ

Șɒȿǡ

╓ ȜºȰȌȶºȨº¤

ⱱȜºȰȌȶºȨº

ǡ Ƿ

ȍɜȨºȶȬȱ ǡ ǽ Ʒ

ǐǡ

Ǟ ǌǾǆǛǢǝƷ ₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ
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 β₈⅔≤⇔╟╡ ☿fi♃₉כ 

 ŋ₈⅔≤⇔╟╡ ☿fi♃₉כ─ ה  

 「利用したことがある」が 55.2％ 

 

28 №⌂√│⁸₈⅔≤⇔╟╡ ☿fi♃כ ☿fi♃כ ₉╩↔ ≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 o ⇔√↓≤⅜⌂™  

 「相談する必要がないから」が 34.5％、「自分や家族が解決できるから」が 33.2％ 

 

ₒ 28≢₈ ∫≡™╢⅜⁸ ⇔√↓≤│⌂™₉╕√│₈ ╠⌂⅛∫√₉≤ ─  x

28-1 ₈⅔≤⇔╟╡ ☿fi♃כ ☿fi♃כ ₉╩ ⇔√↓≤⅜⌂™ ⌂ │ ≢∆⅛⁹ 

ₒ  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○ケアマネジャーがいるため  ○外出が苦手  ○希望が持てない  ○知らなかった 

 

ᵶᵾᵲᶇᵫᵡᶪ

55.2

ᶂᶅᵣᶪᵫᴲ

ᵶᵾᵲᶇᶎᶉᵣ

25.7

ᶨᶉᵪᶂᵾ

13.8 5.3 
N֩=2,092 ֪

(%)

34.5

33.2

24.0

2.7

9.9

8.1

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð

ǌǾ ƿǝƷƾǼ

Ƿּק ǚ ǚǀǾƾǼ

ƿȂƾǼǝƷƾǼ

ǂǞƽǛǊǻǽ ȤɜȨº

È ╓ ⱱȤɜȨºÉƿǝƷƾǼ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=826ˣ
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 γ  

 ŋ ─  

 「名前を聞いたことがある程度で制度についてはあまり知らない」が 34.9％、「名前・制度についてはお

およそ知っている」が 27.9％ 

 

29 №⌂√│⁸₈ ₉⌐≈™≡ ╩≥─ ↔ ≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護１は他の要介護度と比べて「よく知っている」の割合が低く、要支援２お

よび要介護５と比べて、9.2 ポイント低い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしは他の家族構成と比べて、「よく知っている」の割合がやや高い。 

利用サービス別で見ると、未利用は他の利用サービスと比べて、「名前・制度についてはおおよそ知っ

ている」の割合が低い。 
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ᵮ

ᶨ
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ᵪ
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2,092 13.0 27.9 34.9 20.4 3.8

ⱱ 408 14.0 25.7 37.3 18.4 4.7

ⱱ 295 17.3 26.4 32.9 19.3 4.1

345 8.1 30.1 39.1 20.3 2.3

294 13.3 26.2 37.1 20.7 2.7

286 11.9 31.5 30.4 23.4 2.8

208 13.0 32.2 34.6 18.3 1.9

173 17.3 27.2 30.6 18.5 6.4

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 769 15.3 28.0 34.9 18.6 3.3

ᶨᵶ 497 12.1 27.4 35.8 19.1 5.6

ᴴ ᶇᶍ 331 10.3 27.5 38.7 22.4 1.2

ᵼᶍ 472 12.7 28.8 31.6 23.5 3.4

443 12.2 22.1 38.4 20.1 7.2

᷊ᴻḛḁ 1,271 12.9 29.0 34.5 21.0 2.7

᷊ᴻḛḁ 198 14.1 33.8 29.8 20.7 1.5

᷊ᴻḛḁ 256 14.8 28.5 35.2 17.2 4.3
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 o  

 「わからない」が 46.2％、「利用したいと思わない」が 31.6％ 

 

30 ₈ ₉╩ ⇔√™≤ ™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護５は他の要介護度に比べて、「今後利用したい」の割合がやや低い。 
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ᶮ
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2092 3.7 10.8 31.6 46.2 7.6

ⱱ 408 2.0 10.8 29.4 47.1 10.8

ⱱ 295 2.0 13.2 36.3 42.4 6.1

345 1.4 10.4 33.6 48.1 6.4

294 5.8 13.9 30.3 44.6 5.4

286 5.9 9.1 30.4 48.3 6.3

208 4.3 10.6 30.8 49.5 4.8

173 6.4 6.4 34.1 44.5 8.7
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 ɔ ⇔√™≤ ╦⌂™  

 「家族（親・親族）がまだ元気だから」が 73.7％、「他人に生活やお金の管理をしてほしくないから」が

29.3％ 

 

ₒ 30≢₈ ⇔√™≤ ╦⌂™₉≤ ─  x

30-1 ₈ ₉╩ ⇔√™≤ ╦⌂™ ╩ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○家族信託を利用している  ○所有している財産がない  ○必要ない 
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5.7

1.4

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð
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Ƿ   ǡ

ȨȍɈɜșƿȂƾǼǝƷƾǼ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=662ˣ
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 ρ  

 ŋ ─  

 「全く知らなかった」が 58.7％ 

 

31 ₈ ₉⌐≈™≡ ╩≥─ ∫≡™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要支援２は他の要介護度と比べて、「全く知らなかった」の割合が低い。 

家族構成別で見ると、息子・娘との２世帯は、他の家族構成と比べて、「全く知らなかった」の割合が

高い。 

利用サービス別で見ると、施設サービスは、他の利用サービスと比べて、「全く知らなかった」の割合

が高い。 
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ᵩ
ᵩ
ᶧ
ᵼ

ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᶱ

ᵣ
ᵾ
ᵲ
ᶇ
ᵫ
ᵡ

ᶪ

ᶆ

ᶊ
ᶃ
ᵣ
ᶅ

ᶎ
ᵡ
ᶝ
ᶩ

ᶨ
ᶉ
ᵣ

ᵮ

ᶨ
ᶉ
ᵪ

ᵾ

2092 2.8 9.9 24.6 58.7 4.0

ⱱ 408 2.2 11.0 25.5 57.1 4.2

ⱱ 295 4.4 14.9 27.8 47.5 5.4

345 3.8 7.8 26.1 60.6 1.7

294 2.7 12.6 22.4 59.2 3.1

286 1.7 9.1 20.6 65.0 3.5

208 1.0 6.3 27.4 63.5 1.9

173 4.6 6.4 23.1 60.1 5.8

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 769 3.6 11.7 25.5 55.5 3.6

ᶨᵶ 497 2.6 10.1 26.0 56.9 4.4

ᴴ ᶇᶍ 331 2.4 5.1 23.9 66.8 1.8

ᵼᶍ 472 2.1 10.4 22.2 61.2 4.0

443 2.7 11.1 23.3 55.3 7.7

᷊ᴻḛḁ 1271 3.1 9.9 25.8 58.7 2.5

᷊ᴻḛḁ 198 1.5 8.1 29.3 57.6 3.5

᷊ᴻḛḁ 256 2.7 9.8 19.9 62.9 4.7

קּ

᷊ᴻḛḁ
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 o  

 「わからない」が 48.2％、「利用したいと思わない」が 37.6％ 

 

32 ₈ ₉╩ ⇔√™≤ ™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護４は「わからない」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵸᶆᶊ ᵶᶅᵣᶪ

1.6 

ᵶᵾᵣ

7.6 

ᵶᵾᵣᶇ ᶮᶉᵣ

37.6 

ᶮᵪᶨᶉᵣ

48.2 5.0 
N֩=2,092 ֪

(%)

֩ð֪

ᵸ
ᶆ
ᶊ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᵶ

ᵾ
ᵣ

ᵶ
ᵾ
ᵣ

ᶇ

ᶮ
ᶉ
ᵣ

ᶮ
ᵪ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

2092 1.6 7.6 37.6 48.2 5.0

ⱱ 408 1.2 8.8 37.7 44.9 7.4

ⱱ 295 1.4 9.2 42.4 42.0 5.1

345 1.7 6.7 38.3 50.7 2.6

294 2.7 7.8 36.7 49.3 3.4

286 0.7 6.3 38.5 51.0 3.5

208 1.9 6.3 32.2 56.3 3.4

173 1.2 7.5 37.0 46.2 8.1
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 φ ⌐⌂∫√ ─ ─  

 「できることならば住み慣れた家で暮らし続けたい」が41.1％、「適切な施設があれば入所したい」が25.2％ 

 

ₒ↔ ⌐⅔ ╕™─  x

33 №⌂√│⁸ ⌐⌂∫≡╙⁸ ╖ ╣√ ≢ ╠⇔ ↑√™≤ ™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

年代別で見ると、65～74歳は他の年代と比べて、「適切な施設があれば入所したい」の割合が高い。

75歳以上は 74歳以下の年代と比べて、「できることならば住み慣れた家で暮らし続けたい」の割合が高

い。 

家族構成別で見ると、ひとり暮らしおよび夫婦２人暮らしは他の家族構成と比べて、「適切な施設があ

れば入所したい」の割合が高い。息子・娘との２世帯は他の家族構成と比べて、「できることならば住み

慣れた家で暮らし続けたい」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶈᵥᵶᶅᶡ ᶞ ᶫᵾ

ᶆקּ ᶨᵶ ᵰᵾᵣ

10.8 

ᶆᵬᶪᵲᶇᶉᶨᶏ ᶞ

ᶫᵾּקᶆ ᶨᵶ ᵰᵾᵣ

41.1 

ᶉ ᵫᵡᶫᶏ

ᵶᵾᵣ

25.2 

ᶮᵪᶨᶉᵣ

13.3 9.7 
N֩=1,665 ֪

(%)

֩ð֪
ᶈ
ᵥ
ᵶ
ᶅ
ᶡ

ᶞ

ᶫ
ᵾ
קּ
ᶆ

ᶨ
ᵶ

ᵰ
ᵾ
ᵣ

ᶆ
ᵬ
ᶪ
ᵲ
ᶇ
ᶉ
ᶨ
ᶏ

ᶞ

ᶫ
ᵾ
קּ
ᶆ

ᶨ
ᵶ

ᵰ
ᵾ
ᵣ

ᶉ

ᵫ

ᵡ
ᶫ
ᶏ

ᵶ
ᵾ
ᵣ

ᶮ
ᵪ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

1,665 10.8 41.1 25.2 13.3 9.7

ׇא ׆ב 178 7.3 32.6 34.8 15.2 10.1

ׇב ׆ג 618 8.7 41.6 26.1 14.9 8.7

ׇג ∙ 817 12.5 42.0 22.9 12.2 10.4

ᶑᶇᶩ ᶨᵶ 594 6.9 40.2 30.0 13.0 9.9

ᶨᵶ 453 11.7 38.9 25.2 14.8 9.5

ᴴ ᶇᶍ 287 12.2 47.4 20.6 12.5 7.3

ᵼᶍ 313 15.3 40.9 20.4 12.8 10.5

֨֨

קּ



Ⅲ 要介護・要支援認定者調査（調査Ｃ） 

142 
中央区高齢者の生活実態調査および  
介護サービス利用状況等調査報告書 

 χ ⌐⌂∫≡╙ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌂↓≤ 

 「認知症の高齢者や家族を支援する福祉サービスの充実」が 51.0％、「認知症の早期診断・早期対応のた

めの包括的支援体制の整備」が 40.8％ 

 

34 あなたは、認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けるためには何が必要だと思いますか。 

【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.0

40.8

36.2

36.0

32.0

27.2

26.6

23.2

18.0

13.0

4.3

10.5

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð

ǡ Ƿּק ȅ

ⱱǌǾ ȞºȼȢǡ

ǡ ¤ ꞌǡ

ǒǴǡ ⱱ ǡ

ɄºɉÈ

Éǝǜǡ

ǡ Ƿ ǡ

ꞌ È ǡȰȍȞºȼȢÉ

¤ ÈȠɐºȱȢȯȍÉǝǜǡ

Ǟ ȂǾ ǡ╔

╓ǞǻǾ ǽǷ ⱱ ǡ

șɔºɀɄºɉÈ ꞌ

Éǝǜǡ ǝ ǡ

ǞǗƷǙǡ ǡ

ȔȾȐǝǜ ǡ

Ƿּק ƿ ǌǾ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ
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─ ⌐≈™≡ 

 v ⌐ ⅎ≡⇔≡™╢↓≤ 

 「水・食糧・簡易トイレなどを備蓄している」が 44.2％、「家具の転倒防止などを行っている」が 31.8％ 

 

35 №⌂√│⁸ ⌂≥─ ⌐ ⅎ≡≥─╟℮⌂↓≤╩⇔≡™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○グループホーム、介護施設等に任せている  ○家族に任せている  ○何もしていない 

○懐中電灯を用意している  ○必要なものを枕元に置く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.2

31.8

31.3

8.5

7.0

4.5

9.3

16.9

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

¤ ¤ ⌐ȱȍɕǝǜȅ ǊǙƷǾ

קּ ǡ ǝǜȅ ǖǙƷǾ

קּ Ǜ Ƿ ȅ ǊǙƷǾ

Ƿ Ǟ ǊǙƷǾנּ

ȚȋɇȶȡɌºÈ ⱱ ╢ÉǷƽǛǊǻǽ

ȤɜȨºÈ ╓ ⱱȤɜȨºÉǞ

ǊǙ  Ƿ ǡ ꞌȅ ǊǙƷǾ

ȅ Ǚ ƻǒǽ  ǌǾǝǜ ȅǊǙƷǾ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ
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 β₈ √∆↑№™ ₉─  

 「知らなかった」が 68.1％ 

 

36 №⌂√│⁸₈ √∆↑№™ ₉⌐≈™≡↔ ≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 γ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ⌐╟╢ ─  

 「外出を控えるようになった」が 59.4％、「友達・親戚付き合いが減った」が 41.9％ 

 

37 あなたは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、生活にどのような変化がありましたか。 

ₒ  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶂᶅᵣᶪ

23.8 

ᶨᶉᵪᶂᵾ

68.1 8.1 
N֩=2,092 ֪

(%)

59.4

41.9

40.7

37.1

13.8

12.1

12.0

5.6

3.4

14.3

6.1

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð

ȅ ƻǾǻƹǞǝǖǒ

¤ ǀ Ʒƿ ǖǒ

ǞƷǾ ƿ ƻǒ

◖ ƿ ǖǒ

ƿℓּטǊǒ

קּ Ǜ Ǉǌ ƿ ƻǒ

ǷɊºɔ ȼȰȓ ƿ ƻǒ

ȞºȼȢǡ ȅ ƻǒ

ǐǡ

ǞǝƷ
₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ
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 ρ ◖꜡♫►▬ꜟ☻꞉◒♅fi  

 「４回」が 70.4％ 

 

38 №⌂√│⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻꞉◒♅fi╩ ⇔╕⇔√⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.4 

3.2 
16.6 70.4 5.2 4.3

N֩=2,092 ֪

(%)
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─ ⌐≈™≡ 

 v ≥☻ⱦכ◘ ─№╡  

 「保険料も介護保険サービスも今くらいが妥当である」が 31.7％、「どちらともいえない」が 25.6％ 

 

39 ⁸ ⅜ ⇔≡™ↄ⌐≈╣≡ ⅜ ↄ⌂╢↓≤⅜ ↕╣╕∆⅜№⌂√│⁸

─ ─№╡ ⌐≈™≡≥℮ ™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護１以上は他の要介護度と比べて、「保険料も介護保険サービスも今くらい

が妥当である」の割合が高い。 

利用サービス別で見ると、未利用は他の利用サービスと比べて、「介護保険サービスを抑えても保険料

が低いほうがよい」の割合が高い。未利用を除くすべてのサービスでは、「保険料も介護保険サービスも

今くらいが妥当である」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵫ ᵮᶉᶂᶅᶡ

᷊ᴻḛḁᵫ

ᵶᶅᵣᶪ ᵫᶧᵣ

22.8 

ᶡ

᷊ᴻḛḁᶡ

ᵮᶨᵣᵫ ᶆᵡᶪ

31.7 

᷊ᴻḛḁᶱ

ᵧᶅᶡ

ᵫ↨ᵣᶚᵥᵫᶧᵣ

9.8 

ᶈᶀᶨᶇᶡᵣᵧᶉᵣ

25.6 

ᵼᶍ

2.8 7.2
N֩=2,092 ֪

(%)

֩ð֪

ᵫ

ᵮ

ᶉ

ᶅ
ᶡ

᷊

ḛ
ḁ
ᵫ

ᵶ

ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᵫ
ᶧ
ᵣ

ᶡ

᷊

ḛ
ḁ
ᶡ

ᵮ
ᶨ

ᵣ
ᵫ

ᶆ
ᵡ
ᶪ

᷊

ḛ
ḁ

ᶱ

ᵧ
ᶅ
ᶡ

ᵫ

ᵣ
ᶚ
ᵥ
ᵫ
ᶧ
ᵣ

ᶈ
ᶀ
ᶨ
ᶇ
ᶡ
ᵣ
ᵧ
ᶉ

ᵣ ᵼ
ᶍ

2,092 22.8 31.7 9.8 25.6 2.8 7.2

ⱱ 408 21.3 26.0 11.0 29.4 2.7 9.6

ⱱ 295 23.4 27.5 13.2 22.7 2.4 10.8

345 23.8 36.5 8.7 23.5 2.6 4.9

294 23.5 34.4 10.2 24.1 3.4 4.4

286 25.2 36.0 7.3 23.4 3.1 4.9

208 19.7 38.5 8.2 27.4 1.4 4.8

173 21.4 32.9 7.5 25.4 4.6 8.1

443 19.2 18.7 16.3 30.7 2.9 12.2

᷊ᴻḛḁ 1,271 23.8 35.4 8.9 23.4 2.8 5.7

᷊ᴻḛḁ 198 25.8 31.8 5.1 27.8 4.0 5.6

᷊ᴻḛḁ 256 25.8 33.6 7.4 23.8 2.7 6.6

֨֨

᷊ᴻḛḁ
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 β ╩ ╣╢═⅝  

 「ひとり暮らし高齢者への支援」が 45.8％、「家族の介護負担を軽減するための施策の充実」が 42.4％ 

 

40 ╖ ╣√ ≢ ╠⇔ ↑╢√╘⌐⁸↓╣⅛╠─ ≢ ⅜ ╩ ╣≡™

ↄ═⅝╙─│ ∞≤ ™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.8

42.4

37.5

37.2

33.6

29.5

28.7

28.0

25.9

24.8

24.1

23.0

22.9

18.5

16.0

15.1

8.6

6.8

2.2

3.6

6.3

0ð 20ð 40ð 60ð

ǥǛǽ ǼǊ ǫǡ ⱱ

קּ ǡ ȅ ǌǾǒǴǡ ǡ

ɄºɉÈ É 

Ʉºɉ ǡ ǡ

ǝ ȞºȼȢƿ ǄǼǿǾǒǴǡ

Ƿ ǡ

═ ǡ

ƿ Ǌǒזּ ǡ ⱱ

ǝǜƿǝǂ ǊǷǌƷ Ƿ ǡ

ǝǜǫǡ ⱱ

ŧũ ǿ ǡǝƷ ȞºȼȢǡ

ȞºȼȢ∙ ǡ ǡ

ⱱȞºȼȢǡ

ǞǻǾ ǽ¤ ƾǄǝǜǒǌǄƵƷ

ȞºȼȢ ǀ Ǆ ǡ ǡ

ǫǡÔ ƷÕȅ Ǟ  ȅ ǊǝƿǼ Ƿ

ǝǜ ǝȞºȼȢƿ ǚǀǾ ǡ

ǲǷǌƷ ǫǡ ⱱ

È ǌǽǡ Ǆ¤ ǡ ǝǜÉ

ǝ ȅ ǚǀǾ ǘǂǽ

ǫǡ ǡ

ǲ ƻȅ ⱱǌǾ ǡ

ǡּק ȅ ǌǾǒǴǡ ⱱ

ǐǡ

ǞǝƷ
₈ᵕ ₰ˢN=2,092ˣ
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 γ ⌐≤⌂☻ⱦכ◘↑ ∆╢  

 

41 ⌐≤⌂☻ⱦכ◘─↑ ∆╢↔ ╩↔ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹o  x

 

 ≡™≈⌐☻ⱦכ◘(1)

・認知症の家族のための会や話し合う場がほしい。月に一度や週に一度ではなく、毎日いつでも、時間がで

きた時にすぐ伺えるようなところがあるとよい。 

・用具の支援、敬老大会への招待など、温かい支援をしていただき、感謝している。 

・住み慣れた地域で自分らしく暮らせること、多世代交流の大切さ。住民同士顔のわかる地域が重要。まず

身近なところでの見守りが、まず大切だと思う。 

・  

・認知症などがひどくならないようにするには、デイサービス以外の趣味が続けられることなどが重要だ

と思うので、一般の習い事への送迎だけでなく付き添いで手伝うなどのサービスも利用できるとありが

たい。 

・認知症の人が持てるヘルプマークのようなものをつくってほしい。 

・送迎の交通手段の充実が望まれる。タクシーの割引制度を利用できるようにしてほしい。 

・サービスを利用するまでの申請期間や審査期間が長すぎる。前もって申請したところで、使用したい備品

や利用したいサービスが必要になった時とは状況が変わるので、突然利用したいという方がほとんどであ

るから、期間か手続き等、もう少しスムーズにできるとよい。 

・介護の大変さは経験していないとわからないものである。施設の充実もさることながら、自宅で介護する

家族への支援の充実にも力を注いでいただきたい。 

 

(2) ⌐≈™≡ 

・高齢者同士が集って話し合う場所の整備、拡大を望む。 

・高齢でも元気な人はたくさんいる。デイサービスでは、元気な人たちが体操やリラックスして過ごしたり

情報交換、おしゃべりできる場所があるとよい。 

・認知症対応型施設が少ない。 

・中央区は入院設備のある病院が限られているので、認知症の高齢者を受け入れる病院を拡充してほしい。

介護と医療は、切っても切り離せないはずだが、認知症があると受け入れてもらえない。 

・特養はなかなか順番が回ってこないし、介護度の条件もあり申し込めない。老健の長期入所ができるよ

うにしてほしい。 

・  

・低所得者ができるだけ早く特別養護老人ホームへ入所できるようにしてほしい。申込みをしても長い年

月が経たないとすぐには入所できないので、周囲は放っておけず、大変困っているのが現状である。 

・医療が必要な人が入れる施設の充実を望む。在宅医療の充実等、入院できる病院を増やしてほしい。 

 

(3) ה ⌐≈™≡ 

・自宅は階数が多いので、これからの生活が不安である。 

・自分のことができるうちは自宅にいて生活したいと思っている。だんだんできなくなってきたら、施設

入所を希望している。 

・介護には大変お金がかかる。いくら預金があっても、支援があっても、あっという間にどんどん消えてい

き、不安。 
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(4)╕∟≠ↄ╡⌐≈™≡ 

・夜間など、緊急時に必要性があるので、在宅医療の充実を望んでいる。 

・ひとり暮らしの高齢者が安心して暮らせる住宅の整備を拡充してほしい。普通の暮らしを自由にできる

施設を増やしてほしい。 

・表通り以外の道路の整備を望む。高齢者には歩きにくい道路が多い。 

・道にベンチ等の座るところがあったらよい。両足の人工股関節置換術を致し、段差や坂の歩行が困難にな

ったが、座るところがあればベンチから次のベンチまで頑張って歩行しようと思える。 

・現在、車いすを利用しているが、バリアフリー設備がもっと増えてほしい。エレベーター等があるのはあ

りがたいが、場所が奥の方まで移動しないとならないので困ることもある。 

 

(5) ⌐≈™≡ 

・同性介助が行き届く体制、人員確保を望む。 

・介護の現場で働く方々の収入を増やしてほしい。収入が少ないことが原因で、優秀な人が介護職を辞め

てしまうのを何人も知っている。社会に必要な職種を大切に考えてほしい。 

・中央区は高齢者施設が充実しているので、感謝している。社会が今必要としている仕事（保育・教員・ヘ

ルパーなど）をする人に対し、もっと高い給料が払える体制をつくってほしい。それらの人々が心からそ

の仕事をできるよう、経済的な保証をして下されば、もっとその人員は増えると思う。 

 

(6) ה ⌐≈™≡ 

・土日、祝日に福祉施設の相談窓口を設けてほしい。休日に家族と話し合うことが多いので。 

・視覚障害者向けの情報提供をしてほしい。 

・どのようなサービスがあるのか、自分で探さないとなかなか知る機会がない。サービス一覧がわかりやす

いようにしてほしい。 

 

(7) ⌐≈™≡ 

・来るべき首都直下型の大地震に不安を感じている。 

・安否確認の継続的な支援、相談窓口の充実を望む。 

・マスク着用のうえで、  
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к  

 

 v  

「その他」が 38.0％、「夫婦のみ世帯」が 31.1％ 

 

⌐≈™≡⁸↔ ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要支援１・２は他の要介護度と比べて、「単身世帯」の割合が高い。 

主な介護者の就労状況で見ると、介護者が働いてない場合は他の就労状況と比べて、「単身世帯」の割

合が低い。 

֩ð֪

ᶍ
ᶞ

ᵼ
ᶍ

305 29.8 31.1 38.0 1.0

ⱱ ᴴ 120 41.7 31.7 26.7 0.0

ᴴ 112 25.9 35.7 38.4 0.0

∙ 62 14.5 24.2 61.3 0.0

ḝḳḇᶹḨ 105 35.2 25.7 39.0 0.0

ḙᴻḐḇᶹḨ 36 36.1 27.8 36.1 0.0

ᵣᶅᵣᶉᵣ 128 16.4 39.8 43.8 0.0

֨֨

ᶉ
ᶍ

 

29.8 

ᶍᶞ

31.1 

ᵼᶍ

38.0 1.0 
N֩=305 ֪

(%)
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 β ⌐╟╢ ─  

 「ほぼ毎日」が 65.9％ 

 

↔ ╛↔ ─ ⅛╠─ │⁸ ⌐≥─ↄ╠™№╡╕∆⅛⁹ ⇔≡™⌂™ ≥╙╛

⅛╠─ ╩ ╗ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

世帯類型別に見ると、単身世帯では他の世帯類型と比べて、「週１回以下」の割合が高い。 

主な介護者の就労状況別に見ると、介護者が働いていない場合は他の就労状況と比べて、「ほぼ毎日」

の割合が高い。 

֩ð֪
ᶉ
ᵣ 1

∙
זּ

1

2

3

4

ᶚ
ᶛ

305 8.5 11.1 9.8 4.3 65.9 0.3

90 17.8 31.1 20 6.7 24.4 0.0

ᶍᶞ 95 5.3 3.2 6.3 4.2 81.1 0.0

ᵼᶍ 116 4.3 2.6 5.2 2.6 85.3 0.0

ḝḳḇᶹḨ 105 0.0 17.1 13.3 8.6 61.0 0.0

ḙᴻḐḇᶹḨ 36 0.0 13.9 16.7 2.8 66.7 0.0

ᵣᶅᵣᶉᵣ 130 0.0 6.9 7.7 1.5 83.8 0.0

֨֨

ᶉ
ᶍ

 

ᶉᵣ

8.5 

1 זּ∙

11.1 

1 2

9.8 

3 4

4.3 

ᶚᶛ

65.9 0.3
N֩=305 ֪

(%)



 Ⅳ 在宅介護実態調査（調査Ｄ） 

153 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 γ ⌂ ─ ≤─  

 「子」が 52.3％ 

 

⌂ ─ │⁸≥⌂√≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者の就労状況別で見ると、介護者がフルタイム勤務の場合は他の就労状況と比べて、「子」の

割合が高い。介護者が働いていない場合は他の就労状況と比べて、「配偶者」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.5 52.3 

ᶍ

4.7 

0.4 

ᴴ

6.1 

ᵼᶍ

5.0 
N֩=279 ֪

(%)

0.0

֩ð֪

ᶍ
ᴴ

ᵼ
ᶍ

279 31.5 52.3 4.7 0.4 6.1 5.0 0.0

ḝḳḇᶹḨ 106 17.0 73.6 4.7 0.0 0.9 3.8 0.0

ḙᴻḐḇᶹḨ 36 19.4 50.0 13.9 0.0 5.6 11.1 0.0

ᵣᶅᵣᶉᵣ 130 46.9 36.2 1.5 0.8 10.0 4.6 0.0

֨֨

ᶉ
ᶍ
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 ρ ⌂ ─  

 「女性」が 71.3％ 

 

⌂ ─ ─ ⌐≈™≡⁸↔ ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者の就労状況別で見ると、介護者がパートタイム勤務または働いていない場合は他の就労状況

と比べて、「女性」の割合が高い。 

 

28.7 71.3 0.0 
N֩=279 ֪

(%)

֩ð֪

279 28.7 71.3 0.0

ḝḳḇᶹḨ 106 42.5 57.5 0.0

ḙᴻḐḇᶹḨ 36 19.4 80.6 0.0

ᵣᶅᵣᶉᵣ 130 19.2 80.8 0.0

֨֨

ᶉ
ᶍ
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 φ ⌂ ─  

 「50代」が 33.3％、「60代」が 22.2％ 

 

⌂ ─ ─ ⌐≈™≡⁸↔ ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

本人（介護を受けている人）の年齢別で見ると、65～69歳は他の年齢と比べて「40代」の割合が高い。

70歳代では他の年齢と比べて「70代」の割合が高い。80歳代では他の年齢と比べて「50代」の割合が高

い。 

主な介護者の就労状況別で見ると、介護者がフルタイム勤務の場合は他の就労状況と比べて「50代」

の割合が高い。介護者がパートタイム勤務の場合は他の就労状況と比べて、「60代」の割合が高い。 
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33.3 
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22.2 
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21.5 

80 ∙

15.8 

ᶮᵪᶨᶉᵣ

1.1 

0.0 

N֩=279 ֪

(%)

֩ð֪
2
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

∙

ᶮ
ᵪ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

279 0.0 0.4 0.7 5.0 33.3 22.2 21.5 15.8 1.1 0.0

ׇא 7 0.0 14.3 0.0 0.0 28.6 57.1 0.0 0.0 0.0 0.0

ׇא דא 6 0.0 0.0 16.7 33.3 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0

ׂב 48 0.0 0.0 0.0 8.3 16.7 14.6 45.8 14.6 0.0 0.0

ׂג 150 0.0 0.0 0.7 4.7 48.7 11.3 14.0 20.7 0.0 0.0

ׂד ∙ 62 0.0 0.0 0.0 1.6 12.9 53.2 22.6 9.7 0.0 0.0

ḝḳḇᶹḨ 105 0.0 0.0 1.9 6.7 53.3 20.0 13.3 4.8 0.0 0.0

ḙᴻḐḇᶹḨ 36 0.0 0.0 0.0 8.3 25.0 38.9 25.0 2.8 0.0 0.0

ᵣᶅᵣᶉᵣ 128 0.0 0.8 0.0 3.1 18.8 21.1 26.6 29.7 0.0 0.0

֨֨

ᶉ
ᶍ

ᶍ
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 χ ⌂ ⅜ ∫≡™╢  

 「その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）」が 83.2％、「食事の準備（調理等）」が 66.3％ 

 

⁸ ⌂ ─ ⅜ ∫≡™╢ ⌐≈™≡⁸↔ ↄ∞↕™⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.2

66.3

60.9

45.9

38.0

28.0

23.3

23.3

21.1

18.6

18.6

15.8

11.5

5.7

12.9

0.0

0.4

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð 70ð 80ð 90ð

ǐǡ ǡּק È     Ʒ É

ǡ È É

Ƿ Ǟ ǝ ǀ

ǡ ǀ Ʒ 

┤ ǡ

ǡ

ǫǡ ꞌ

ǓǊǝǲÈ ¤ ǀ É

¤

שׁ ǡ┌ ¤┌

ǡ

ǡ È ǬǾ É

═ ǚǡ ꞌÈ ♁  Ȣȱºɇ É

ǐǡ

ȂƾǼǝƷ ₈ᵕ ₰ˢN=279ˣ
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要介護度別で見ると、要介護度３以上では他の要介護度と比べて、「金銭管理や生活面に必要な諸手続

き」、「服薬」、「衣類の着脱」、「日中の排泄」、「認知症状への対応」、「屋内の移乗・移動」、「夜

間の排泄」および「食事の介助（食べる時）」の割合が大幅に高くなっている。 

֩ð֪
ᵼ
ᶍ

ᶍ
ᵣקּ

 

ᶍ

ᶣ

ᶊ

ᶉ

ᵬ

ᶍ

ᵬ

ᵣ

┤

ᶍ ᶍ

ᶗ
ᶍ

ꞌ

ᵿ
ᵶ
ᶉ
ᶞ

ᴴ

ᵬ

279 83.2 66.3 60.9 45.9 38.0 28.0 23.3 23.3 21.1

ⱱ ᴴ 103 77.7 45.6 37.9 25.2 8.7 1.0 0.0 1.9 0.0

ᴴ 108 87.0 76.9 65.7 56.5 42.6 25.9 16.7 23.1 13.0

∙ 61 91.8 86.9 95.1 62.3 82.0 78.7 75.4 62.3 72.1

ḝḳḇᶹḨ 105 81.9 51.4 54.3 44.8 34.3 19.0 17.1 23.8 15.2

ḙᴻḐḇᶹḨ 36 91.7 72.2 61.1 41.7 38.9 27.8 25.0 22.2 19.4

ᵣᶅᵣᶉᵣ 130 83.8 78.5 67.7 48.5 43.1 36.2 29.2 24.6 27.7

֨֨

ᶉ
ᶍ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ᴴ

שׁ

ᶍ
┌

ᴴ
┌

ᶍ ᶍ

ᶘ
ᶪ

═

ᶆ
ᶍ

ꞌ

♁

ḁ
Ḑ

Ḧ

ᵼ
ᶍ

ᶮ
ᵪ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

279 18.6 18.6 15.8 11.5 5.7 12.9 0.0 0.4

ⱱ ᴴ 103 2.9 1.0 0.0 0.0 1.0 10.7 0.0 0.0

ᴴ 108 25.9 13.0 13.0 3.7 2.8 13.9 0.0 0.0

∙ 61 34.4 59.0 49.2 45.9 19.7 13.1 0.0 0.0

ḝḳḇᶹḨ 105 19.0 15.2 9.5 7.6 1.9 12.4 0.0 0.0

ḙᴻḐḇᶹḨ 36 22.2 22.2 19.4 16.7 8.3 8.3 0.0 0.0

ᵣᶅᵣᶉᵣ 130 18.5 21.5 20.8 13.8 8.5 14.6 0.0 0.0

֨֨

ᶉ
ᶍ
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ᵫ ─√╘─ ─  

 「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 92.1％、「主な介護者が仕事を辞めた（転職を除く）」

が 5.0％ 

 

↔ ╛↔ ─ ≢⁸↔ ─ ╩ ⌂ ≤⇔≡⁸ 1 ─ ⌐

╩ ╘√ │™╕∆⅛ ™≡™╢⅛≥℮⅛╛⁸ ─ │ ™╕∑╪ ⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.1

5.0

0.7

0.4

0.0

1.4

0.4

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ǡǒǴǞ ȅ Ǵǒּק ¤ ǢƷǝƷ

ǝ ƿ ȅ ǴǒÈ ǂÉ

ǝ ∙ ǡּק ¤ ƿ Ǌǒ

ǝ ∙ ǡּק ¤ ƿ ȅ Ǵǒ

È ǂÉ

ǝ ƿ Ǌǒ

ȂƾǼǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=278ˣ
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ᵬ ─ ─√╘⌐ ⅜ ⌂  ☻ⱦכ◘ה

 「外出同行（通院、買い物など）」が 33.4％、「特になし」が 27.9％ 

 

─ ─ ⌐ ≤ ∂╢ ☻ⱦכ◘ה ⇔≡™╢⅜⁸↕╠⌂╢ ⅜

≤ ∂╢ ╩☻ⱦכ◘ה ╗ ⌐≈™≡⁸↔ ↄ∞↕™⁹o  x
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要介護度別で見ると、要支援１・２は他の要介護度と比べて、「特になし」の割合が高い。要介護１・

２は他の要介護度と比べて、「掃除・洗濯」、「調理」および「配食」の割合が高い。要介護３以上は他

の要介護度と比べて、「見守り、声かけ」、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」および「その他」

の割合が高い。 

認知症自立度別で見ると、自立＋Ⅰは他の自立度と比べて、「買い物（宅配は含まない）」および「特

になし」の割合が高い。Ⅱは他の自立度と比べて、「外出同行（通院、買い物など）」の割合が高い。Ⅲ

以上は他の自立度と比べて、「見守り、声かけ」、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」、「サロ

ンなどの定期的な通いの場」および「その他」の割合が高い。 

世帯類型別で見ると、単身世帯は他の世帯類型と比べて「掃除・洗濯」、「買い物（宅配は含まない）」

および「配食」の割合が高い。 

֩ð֪

╪

ᵣ

ᶉ
ᶈ ᴴ ᶩ

ᵪ
ᵰ

ᵣ

ᶎ

ᶝ
ᶉ

ᵣ ┌

᷊

ḛ
ḁ

ᴴ

ḇ
᷄
᷿

᷊
ḵ
ḻ
ᶉ
ᶈ
ᶍ

ᶉ

ᵣ
ᶍ

᷉
ḧ

ᵶ

ᵼ
ᶍ ᶊ

ᶉ
ᵶ

305 33.4 17.0 16.7 16.4 14.4 14.1 11.8 8.2 6.6 20.0 27.9 0.7

ⱱ ᴴ 120 27.5 14.2 3.3 21.7 8.3 6.7 10.0 6.7 5.8 19.2 38.3 0.0

ᴴ 113 40.7 23.0 20.4 17.7 15.9 19.5 15.9 11.5 9.7 13.3 24.8 0.0

∙ 62 35.5 14.5 38.7 6.5 24.2 16.1 8.1 4.8 3.2 35.5 12.9 0.0

Úӵ 160 30.0 16.9 6.3 20.0 10.0 8.8 11.9 7.5 5.6 20.0 33.8 0.0

Ӷ 95 43.2 17.9 24.2 14.7 11.6 15.8 11.6 8.4 7.4 15.8 26.3 0.0

ӷ∙ 42 26.2 19.0 40.5 9.5 35.7 26.2 11.9 9.5 7.1 33.3 11.9 0.0

91 35.2 26.4 19.8 29.7 13.2 13.2 17.6 13.2 12.1 19.8 26.4 0.0

ᶍᶞ 95 34.7 18.9 15.8 16.8 13.7 13.7 15.8 8.4 7.4 18.9 27.4 0.0

ᵼᶍ 114 31.6 8.8 14.9 6.1 15.8 15.8 4.4 4.4 1.8 21.1 29.8 0.0

֨֨
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ᵭ ─  

 「検討していない」が 88.2％ 

 

≢─⁸ ┼─ ה ─ ⌐≈™≡⁸↔ ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

要介護度別で見ると、要介護３以上は他の要介護度と比べて、「検討していない」の割合が低く、「検

討中」の割合が高い。 

世帯類型別で見ると、夫婦のみ世帯は他の世帯類型と比べて、「検討していない」の割合が高い。 

要介護２以上の高齢者を介護しながら、就労を継続できる見込み別で見ると、問題なく続けていけると

回答した人は他の就労状況と比べて、「検討していない」の割合が高い。続けていくのは（やや・かなり）

難しいと回答した人は他の就労状況と比べて、「検討中」の割合が高い。 

֩ð֪

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

ᶞ

305 88.2 10.5 1.3 0.0

ⱱ ᴴ 121 92.6 6.6 0.8 0.0

ᴴ 114 90.4 9.6 0.0 0.0

∙ 62 75.8 19.4 4.8 0.0

91 84.6 14.3 1.1 0.0

ᶍᶞ 95 92.6 7.4 0.0 0.0

ᵼᶍ 116 87.1 10.3 2.6 0.0

ᶉᵮ ᵰᶅᵣᵰᶪ 13 100.0 0.0 0.0 0.0

ᶎᵡᶪᵫᴲּךᶇᵪ ᵰᶅᵣᵰᶪ 28 71.4 21.4 7.1 0.0

ᵰᶅᵣᵮᶍᶎ֩ᶣᶣᴴᵪᶉᶩ֪ ᵶᵣ 5 20.0 80.0 0.0 0.0

֨֨
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ḝḳÚḙᴻḐ

ᶞ
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⌂ ─  

 v ⌂ ─  

「働いていない」が 46.6％、「フルタイム勤務」が 38.7％ 

 

⌂ ─ ─ ─ ⌐≈™≡⁸↔ ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

ḝḳḇᶹḨ
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 β ⌂ ─ ─ ⅝ ─ ─  

 「特に行っていない」が 55.9％、「介護のために、労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早出・

中抜け等）しながら、働いている」が 17.2％ 

 

ₒ ≢₈ ⱨꜟ♃▬ⱶ≢ ™≡™╢₉⁸₈ Ɽכ♩♃▬ⱶ≢ ™≡™╢₉≤ ─  x

主な介護者の方は、介護するにあたって、何か働き方についての調整等をしていますか。【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続見込み別で見ると、問題なく続けていけると回答した人は他の継続見込みと比べて、「特に行っ

ていない」の割合が高い。問題はあるが、何とか続けていけると回答した人は他の継続見込みと比べて、「介

護のために、労働時間を調整（残業免除、短時間勤務、遅出・早出・中抜け等）しながら、働いている」の

割合が高い。続けていくのは（やや・かなり）難しいと回答した人は、「介護のために、休暇（年休や介護

休暇等）を取りながら、働いている」の割合が高い。 

 

 

 

55.9

17.2

13.8

6.9

6.2

2.8

0.0

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð

Ǟ ǖǙƷǝƷ

ǡǒǴǞ Ô ȅ È  

  ¤ ¤ Ǆ ÉÕǊǝƿǼ  ƷǙƷǾ

ǡǒǴǞ Ô Èתּ Ƿ תּ ÉÕȅ

ǽǝƿǼ  ƷǙƷǾ

ǡǒǴǞ Ô ȅ È  

  ¤ ¤ Ǆ ÉÕÔ Èתּ Ƿ תּ

ÉÕÔ Õ∙ ǡ ȅǊǝƿǼ  ƷǙƷǾ

ǡǒǴǞ Ô Õȅ ǊǝƿǼ  ƷǙƷǾ

ȂƾǼǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=145ˣ
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ᵾ
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ᵣ
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ᶮ
ᵪ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

145 55.9 17.2 13.8 6.9 6.2 2.8 0.0

ᶉᵮ ᵰᶅᵣᵰᶪ 62 80.6 8.1 6.5 1.6 4.8 0.0 0.0

ᶎᵡᶪᵫᴲּךᶇᵪ ᵰᶅᵣᵰᶪ 55 30.9 34.5 16.4 16.4 7.3 0.0 0.0

ᵰᶅᵣᵮᶍᶎ֩ᶣᶣᴴᵪᶉᶩ֪ ᵶᵣ 10 30.0 10.0 40.0 0.0 20.0 0.0 0.0
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 γ ⌂ ─ ─ ⌐ ╢  

 「問題なく、続けていける」が 44.8％、「問題はあるが、何とか続けていける」が 37.9％ 

 

ₒ ≢₈ ⱨꜟ♃▬ⱶ≢ ™≡™╢₉⁸₈ Ɽכ♩♃▬ⱶ≢ ™≡™╢₉≤ ─  x

⌂ ─ │⁸ ╙ ⅝⌂⅜╠ ╩ ↑≡™↑∕℮≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

就労状況で見ると、フルタイム勤務では他の就労状況と比べて、「問題なく、続けていける」および「わ

からない」の割合が高い。パートタイム勤務では他の就労状況と比べて、「問題はあるが、何とか続けてい

ける」および「続けていくのは、やや難しい」の割合が高い。 

認知症自立度別で見ると、自立＋Ⅰは他の自立度と比べて、「問題なく、続けていける」および「わか

らない」の割合が高い。Ⅱ以上は他の自立度と比べて、「問題はあるが、何とか続けていける」の割合が

高い。 

要介護２以上の高齢者を介護しながら働いている介護者別で見ると、訪問系利用ありは利用なしと比べ

て、「問題なく続けていける」および「わからない」の割合が高い。訪問系利用なしは利用ありと比べて、

「問題はあるが何とか続けていける」および「続けていくのは、やや難しい」の割合が高い。 
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145 44.8 37.9 6.9 0.0 9.7 0.7

ḝḳḇᶹḨ 105 52.7 29.0 5.4 0.0 12.9 0.0

ḙᴻḐḇᶹḨ 36 27.1 58.3 10.4 0.0 4.2 0.0

Úӵ 77 54.5 26.0 5.2 0.0 14.3 0.0

Ӷ∙ 64 31.3 54.7 9.4 0.0 4.7 0.0

ᵡᶩ 31 38.7 48.4 6.5 0.0 6.5 0.0

ᶉᵶ 17 5.9 76.5 17.6 0.0 0.0 0.0
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∙ ᴲ
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 ρ ─ ─ ⌐ ↑≡⁸ ⌂ ⅜ ⌐ ∂╢  

 「外出の付き添い、送迎等」が 31.5％、「その他」が 18.6％ 

 

─ ╩ ⇔≡™ↄ⌐№√∫≡⁸ ⌂ ─ ⅜ ⌐ ∂╢ ⌐≈™≡⁸↔ ↄ∞ 

↕™⁹ ≢ ∫≡™╢⅛ ⅛│ ™╕∑╪ ₒ ≈╕≢  x
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═ ǚǡ ꞌÈ ♁  Ȣȱºɇ É

┤ ǡ

ǡ È ǬǾ É
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  要介護度別で見ると、要介護１・２では他の要介護度と比べて、「外出の付き添い、送迎等」、「入浴、

洗身」および「服薬」の割合が高い。要介護３以上では他の要介護度と比べて、「日中の排泄」、「夜間

の排泄」、「屋内の移乗・移動」、「衣類の着脱」および「食事の介助（食べる時）」の割合が高い。 

  認知症自立度別で見ると、自立＋Ⅰは他の自立度と比べて、「主な介護者に確認しないとわからない」

の割合が高い。Ⅱは他の自立度と比べて、「服薬」および「その他」の割合が高い。Ⅲ以上は他の自立度

と比べて、「日中の排泄」、「夜間の排泄」、「衣類の着脱」および「食事の介助（食べる時）」の割合

が高い。 
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ᶣ
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ᵬ
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ᶉ
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ᶉ

ᶊ

ᵶ
ᶉ

ᵣ
ᶇ

ᶮ
ᵪ
ᶨ
ᶉ
ᵣ

305 5.4 5.0 4.3 3.2 2.9 18.6 7.2 9.3 0.0

121 7.7 2.9 2.9 0.0 1.0 14.4 10.6 19.2 0.0

114 6.5 7.4 1.9 0.0 3.7 20.4 3.7 3.7 0.0

62 0.0 4.9 11.5 14.8 4.9 23.0 4.9 1.6 0.0

ׂ 30 0.0 6.7 13.3 10.0 3.3 30.0 6.7 3.3 0.0

׃ ׆׃ 24 0.0 4.2 8.3 12.5 8.3 20.8 4.2 0.0 0.0

ׇ׃ ∙ 7 0.0 0.0 14.3 42.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

91 7.2 5.0 4.3 0.0 1.4 15.8 9.4 15.8 0.0

95 5.4 6.5 2.2 3.2 5.4 22.6 3.2 4.3 0.0

113 0.0 2.4 9.8 14.6 2.4 17.1 4.9 0.0 0.0
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ᶍ

305 31.5 16.8 16.1 16.1 15.4 14.7 14.7 11.1 8.2

121 29.8 5.8 5.8 7.7 11.5 6.7 20.2 12.5 3.8

114 36.1 25.0 15.7 19.4 22.2 17.6 15.7 13.9 14.8

62 27.9 23.0 34.4 24.6 9.8 24.6 4.9 4.9 4.9

ׂ 30 33.3 16.7 30.0 16.7 10.0 23.3 10.0 3.3 3.3

׃ ׆׃ 24 29.2 25.0 33.3 20.8 12.5 29.2 0.0 8.3 8.3

ׇ׃ ∙ 7 0.0 42.9 57.1 71.4 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0

91 34.5 2.9 8.6 9.4 15.8 12.9 15.8 13.7 3.6

95 32.3 31.2 15.1 16.1 17.2 16.1 16.1 11.8 16.1

113 19.5 34.1 43.9 39.0 9.8 17.1 9.8 2.4 7.3
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 ♃כ♦

 v  

「85～89歳」が 28.5％、「80～84歳」が 24.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 β  

 「女性」が 66.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 γ  

 「要介護１」が 23.3％、「要支援１」が 20.7％ 
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 ρ ─  

 「Ｊ２」が 30.4％、「Ａ２」が 22.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

─ √⅝╡ ─  

生活自立 ランクＪ 

 

1  

2.  

準寝たきり ランクＡ 

 

1.  

2.  

寝たきり 

ランクＢ 
 

1.  

2.  

ランクＣ 

1  

1.  

2.  

 

 

 φ ─  

 「Ⅰ」が 32.8％、「Ⅱｂ」が 21.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

─  

з ╩ ∆╢⅜⁸ ה ≢ │  

и 
⌐ №╢ ⅜№╢⅜⁸ ─ №╣┌  

 a ≢⁸ ─ ⅜╖╠╣╢ 
 b ≢╙⁸ ─ ⅜╖╠╣╢  

й 
⌐ №╢ ⅜№╡⁸ ⅜  

a ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ⅜╖╠╣╢ 
b ╩ ≤⇔≡⁸ ─ ⅜╖╠╣╢ 

к ⌐ №╢ ⅜ ⌐№╡⁸ ─  

 ⇔™ ה ⅜╖╠╣⁸ ⅜  
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 χ◘כⱦ☻ ─ ∑ 

「未利用」が 37.4%、「訪問系のみ」が 22.5% 
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  要介護度別で見ると、要支援１・２は他の要介護度と比べて、「未利用」および「通所系」の割合が高い。 

要介護３以上は他の要介護度と比べて、「訪問系のみ」および「訪問＋通所＋短期」の割合が高い。 

  認知症自立度別で見ると、自立＋Ⅰは他の自立度と比べて、「未利用」の割合が高い。Ⅲ以上は他の自

立度と比べて、「訪問＋通所」、「通所＋短期」および「訪問＋通所＋短期」の割合が高い。 

֩ð֪

ᶍ
ᶞ

ᶍ
ᶞ

ᶍ
ᶞ

Ú Ú Ú Ú

Ú

302 37.4 22.5 19.2 0.3 15.6 0.0 1.7 2.3 0.7

ⱱ ᴴ 121 51.2 16.5 26.4 0.0 5.8 0.0 0.0 0.0 0.0

ᴴ 114 31.6 25.4 17.5 0.0 21.9 0.0 1.8 0.9 0.9

∙ 62 16.1 30.6 9.7 1.6 24.2 0.0 4.8 9.7 1.6

Úӵ 161 44.7 23.0 21.1 0.0 10.6 0.0 0.0 0.6 0.0

Ӷ 95 33.7 22.1 21.1 0.0 20.0 0.0 1.1 1.1 1.1

ӷ∙ 43 14.0 23.3 9.3 2.3 25.6 0.0 9.3 11.6 2.3

֨֨
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ᶍ
ᶞ

Ú Ú Ú

Ú

302 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0

ⱱ ᴴ 121 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ᴴ 114 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

∙ 62 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0

Úӵ 161 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Ӷ 95 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ӷ∙ 43 0.0 0.0 2.3 0.0 0.0 0.0
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ᵫ ◘כⱦ☻─  

「０回」が 58.9%、「５～14回」が 17.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵬ ◘כⱦ☻─  

「０回」が 60.9%、「１～４回」が 16.6% 
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ᵭ ◘כⱦ☻─  

「0回」が 95.7%、「１～４回」が 1.7％ 
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Ⅴ ◘כⱦ☻  

ה ⌐≈™≡ 

 v ─  

「京橋地域」「日本橋地域（八重洲一丁目を含む）」が各 35.0％、「月島地域」が 26.7％ 

 

─ │≥∟╠≢∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

事業種別で見ると、居宅介護支援事業所は他の事業所と比べて、「京橋地域」の割合が高い。施設・居

住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「月島地域」の割合が高い。介護予防サービス実施事業所は

他の事業所と比べて、「日本橋地域（八重洲一丁目を含む）」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、０～２人は３人以上と比べて、「日本橋地域（八重洲一丁目を含む）」の割合

が高い。３～５人は他の規模と比べて、「月島地域」の割合が高い。６人以上は５人以下と比べて、「京

橋地域」の割合が高い。 
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֩ð֪

╓
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ᶱ

ᶟ
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60 35.0 35.0 26.7 3.3

ⱱ 22 45.5 27.3 27.3 0.0

᷊ᴻḛḁ 46 34.8 39.1 21.7 4.3

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 33.3 22.2 33.3 11.1

᷊ᴻḛḁ 19 36.8 42.1 21.1 0.0

13 30.8 61.5 7.7 0.0

20 25.0 25.0 45.0 5.0

10 50.0 30.0 20.0 0.0

∙ 14 42.9 28.6 28.6 0.0
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 β  ☻ⱦכ◘

 「居宅介護支援」「訪問介護」が各 35.0％、「通所介護」が 23.3％ 
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 γ  

 ①常勤職員については、「11人以上」が 23.3％、「２人」「６～10人」が各 16.7％、「４人」が 15.0％ 

 ②非常勤職員については、「０人」が 20.0％、「６～10人」「11人以上」が各 18.3％、「２人」が 15.0％ 

 ③臨時職員については、「０人」が 81.7％ 

 ④合計は、「11～20人」が 40.0％、「６～10人」が 18. 3％ 

 

⅜ ╩ ⱦ☻⌐≈™≡⁸כ◘╢™≡↑ 10 1 ─⁸ ╩

⇔≡ↄ∞↕™⁹  

 

ᵑ                  ᵒ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵓ                  ᵔ  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.7

3.3

16.7

6.7

15.0

11.7

16.7

23.3

5.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ť

Ŧ

ŧ

Ũ

ũ

Ū

ū 10

11 ∙
₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

20.0

10.0

15.0

3.3

8.3

1.7

18.3

18.3

5.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ť

Ŧ

ŧ

Ũ

ũ

Ū

ū 10

11 ∙
₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

81.7

6.7

5.0

0.0

1.7

0.0

0.0

0.0

5.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ť

Ŧ

ŧ

Ũ

ũ

Ū

ū 10

11 ∙
₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

1.7

0.0

5.0

1.7

6.7

10.0

18.3

40.0

11.7

5.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ť

Ŧ

ŧ

Ũ

ũ

Ū

ū 10

11 20

21 ∙
₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ



Ⅴ 介護保険サービス事業所調査（調査Ｅ） 

 

176 

中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

 ρ ⅛╠─ ─  

 「区からの通知等」が 58.3％、「中央区ケア倶楽部」が 56.7％ 
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 φ ─  

 「黒字」が 41.7％、「赤字」が 38.3％ 

 

─ ⌐≈™≡ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

事業種別で見ると、居宅介護支援事業所は他の事業所と比べて、「黒字」の割合が高く、「赤字」の割

合が低い。 

従業員規模別で見ると、３～５人は他の規模と比べて、「黒字」の割合が高い。６～10人は他の規模

と比べて、「赤字」の割合が高い。 
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1.7 N֩=60 ֪

(%)

֩ð֪

♬
ᶉ
ᵶ

ᵼ
ᶍ

60 41.7 38.3 15.0 3.3 1.7

ⱱ 22 50.0 18.2 27.3 4.5 0.0

᷊ᴻḛḁ 46 41.3 39.1 17.4 0.0 2.2

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 44.4 44.4 0.0 11.1 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 42.1 36.8 21.1 0.0 0.0

13 38.5 38.5 23.1 0.0 0.0

20 50.0 25.0 15.0 5.0 5.0

10 40.0 60.0 0.0 0.0 0.0

∙ 14 42.9 28.6 21.4 7.1 0.0

֨֨

╢



Ⅴ 介護保険サービス事業所調査（調査Ｅ） 

 

178 

中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

ה ⌐≈™≡ 

 v ─  

 ŋ ─  

「はい」（不足を感じる）が 73.3％ 

 

│⁸ ─ ╩ ∂╢↓≤⅜№╡╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

事業種別で見ると、施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「はい」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、11人以上は 10人以下と比べて、「はい」の割合が高い。 
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60 73.3 26.7 0.0

ⱱ 22 72.7 27.3 0.0

᷊ᴻḛḁ 46 76.1 23.9 0.0

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 100.0 0.0 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 78.9 21.1 0.0

13 69.2 30.8 0.0

20 70.0 30.0 0.0

10 70.0 30.0 0.0

∙ 14 85.7 14.3 0.0
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 o ⇔≡™╢  

 「介護職」が 81.8％、「ケアマネジャー（介護支援専門員）」が 31.8％ 

 

ₒ ≢₈ │™₉≤ ─  x

6-1 ⇔≡™╢ │ ≢∆⅛⁹o  x
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 β ─  

 ŋ ─ ─  

 ＜離職者総数＞については、常勤、非常勤ともに「０人」（35.0％、48.3％）が最も多い 

 ＜離職率＞については、常勤、非常勤ともに「０％」（25.0％、36.7％）が最も多い 

 ＜就職者総数＞については、常勤、非常勤ともに「０人」（23.3％、33.3％）が最も多い 

 

─ ה ╩ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ 4 1 3 31  
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 o  

 「心身の不調、高齢」が 37.5％、「家族等の介護・看護」「職場の人間関係に問題」が各 30.0％ 
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 ɔ ⅜ ⌂™√╘─  

 「労働時間（時間帯・総労働時間）の希望を考慮」が 73.3％、「年次有給休暇等の取得促進」が 63.3％ 
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 γ ה  

 ŋ ה ─ ─  

 「導入している」が 48.3％、「導入していない」が 23.3％ 

 

≢│⁸ ה ╩ ⇔≡™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

事業種別で見ると、居宅介護支援事業所は他の事業所と比べて、「導入している」の割合が低く、「導

入していない」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、０～２人は３人以上と比べて、「導入している」の割合が低く、「導入してい

ない」の割合が高い。６～10人は他の規模と比べて、「導入していない」の割合が低い。11人以上は 10

人以下と比べて、「導入している」の割合が高く、「導入していない」の割合が低い。 
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60 48.3 10.0 16.7 23.3 1.7

ⱱ 22 31.8 9.1 22.7 31.8 4.5

᷊ᴻḛḁ 46 50.0 8.7 21.7 17.4 2.2

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 55.6 11.1 11.1 22.2 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 42.1 10.5 26.3 21.1 0.0

13 23.1 15.4 23.1 38.5 0.0

20 50.0 10.0 10.0 30.0 0.0

10 50.0 10.0 20.0 10.0 10.0

∙ 14 64.3 7.1 14.3 14.3 0.0

֨֨

╢
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 o ה ─ ─  

 「新入職員の技能習得」が 79.3％、「介護・看護技術に関する研修」が 72.4％ 

 

ₒ ≢₈ ⇔≡™╢₉≤ ─  x

9-1 ∕─ ה │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○階層別研修（リーダー層・管理層等）  ○機能訓練・身体動作  ○研修・勉強会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79.3

72.4

62.1

41.4

17.2

10.3

3.4

10.3

0.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

╢ǡ

¤ Ǟ ǌǾ

╢ǡ Ǟ ǌǾ

ɊɜȨɔȚȋ ǡ

═ ǡǒǴǡ ¤

žƉ ǡ

Ǜǡ   ╢

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=29ˣ



Ⅴ 介護保険サービス事業所調査（調査Ｅ） 

 

 185  
中央区高齢者の生活実態調査および 

  介護サービス利用状況等調査報告書 

 ρ  

 ŋ ─ ⁸ ⁸  

・＜在留資格「特定活動」（ＥＰＡ）＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤で

6.7％と、非常勤、パート・アルバイト（各 0.0％）に比べて高い 

・＜在留資格「介護」＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤で 10.0％と、非

常勤（1.7％）、パート・アルバイト（0.0％）に比べて高い 

・＜在留資格「技能実習」＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤（3.3％）、

非常勤（0.0％）、パート・アルバイト（1.7％）のいずれも低い 

・＜在留資格「特定技能」１号＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤で 6.7％

と、非常勤、パート・アルバイト（各 0.0％）に比べて高い 

・＜外国人留学生＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、常勤で 5.0％と、非常勤、

パート・アルバイト（各 0.0％）に比べて高い 

・＜その他、日本人や永住者等の配偶者等＞については、「１人」、「２人」、「３人以上」の合計の割合が、

常勤（6.7％）、非常勤（5.0％）と、パート・アルバイト（1.7％）に比べてやや高い 

 

10 ≢│⁸≥─╟℮⌂ ╩ ↑ ╣≡™╕∆⅛⁹ ↔≤⌐ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ 

 

 

＜在留資格「特定活動」（ＥＰＡ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜在留資格「介護」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.0 

41.7 

41.7 

1.7 

∙

5.0 48.3 

58.3 

58.3 

N֩=60 ֪

N֩=60 ֪

ḙᴻḐᴴᶷḳḘᶹḐ֩N=60 ֪

(%)0.0

0.0

0.0 0.0
0.0

0.0
0.0

43.3 

40.0 

41.7 

5.0 

1.7 

5.0 

∙

46.7 

58.3 

58.3 

N֩=60 ֪

N֩=60 ֪

ḙᴻḐᴴᶷḳḘᶹḐ֩N=60 ֪

(%)0.0

0.0
0.0

0.00.00.0
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＜在留資格「技能実習」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜在留資格「特定技能」１号＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外国人留学生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他、日本人や永住者等の配偶者等＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.3 

41.7 

41.7 

1.7 

3.3 

1.7 

1.7 

∙

5.0 50.0 

53.3 

56.7 

N֩=60 ֪

N֩=60 ֪

ḙᴻḐᴴᶷḳḘᶹḐ֩N=60 ֪

(%)0.0

0.0

0.0
0.0

43.3 

41.7 

41.7 

5.0 

∙

51.7 

58.3 

58.3 

N֩=60 ֪

N֩=60 ֪

ḙᴻḐᴴᶷḳḘᶹḐ֩N=60 ֪

(%)0.0 0.0

0.0 0.00.0

0.0
0.0

0.0

45.0 

41.7 

41.7 

3.3 

1.7 

∙

51.7 

58.3 

56.7 

N֩=60 ֪

N֩=60 ֪

ḙᴻḐᴴᶷḳḘᶹḐ֩N=60 ֪

(%)0.00.0

0.00.00.0

0.0 0.0
0.0

43.3 

41.7 

41.7 

∙

6.7 50.0 

58.3 

58.3 

N֩=60 ֪

N֩=60 ֪

ḙᴻḐᴴᶷḳḘᶹḐ֩N=60 ֪

(%)0.0 0.0

0.0
0.00.0

0.0
0.00.0
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 o ─ ─  

 「現在受け入れておらず、今後のことは検討中」が 48.3％、「現在受け入れておらず、今後も受け入れる

つもりはない」が 16.7％、「現在受け入れており、今後もさらに受け入れて行く」が 13.3％ 

 

11 ─ ─ ─ ─ ╩ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

事業種別で見ると、施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「現在受け入れておらず、今

後のことは検討中」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、０～２人は３人以上と比べて、「現在受け入れておらず、今後も受け入れるつ

もりはない」の割合が高い。３～５人および 11人以上は他の規模と比べて、「現在受け入れておらず、

今後のことは検討中」の割合が高い。６～10人は他の規模と比べて、「現在受け入れており、今後もさ

らに受け入れて行く」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵰ ᶫᶅ

ᵩᶩᴲ ᶡᵴᶨᶊ

ᵰ ᶫᶅ ᵮ

13.3 

ᵰ ᶫᶅᵩᶩᴲ

ᶍᵲᶇᶎ

11.7 

ᵰ ᶫᶅ

ᵣᶪᵫᴲ ᵰ

ᶫᶪᶃᶡᶩᶎᶉᵣ

1.7 

ᵰ ᶫᶅ

ᵣᶉᵣᵫᴲ ᶎ

ᵰ ᶫᶅ ᵮ

6.7 

ᵰ ᶫᶅᵩᶨᵹᴲ

ᶍᵲᶇᶎ

48.3 

ᵰ ᶫᶅ

ᵩᶨᵹᴲ ᶡ ᵰ

ᶫᶪᶃᶡᶩᶎᶉᵣ

16.7 1.7 
N֩=60 ֪

(%)

֩ð֪

ᵰ

ᶫ
ᶅ
ᵩ
ᶩ

ᶡ
ᵴ
ᶨ
ᶊ

ᵰ

ᶫ
ᶅ

ᵮ

ᵰ

ᶫ
ᶅ
ᵩ
ᶩ

ᶍ
ᵲ
ᶇ
ᶎ

ᵰ

ᶫ
ᶅ
ᵣ
ᶪ
ᵫ

ᵰ

ᶫ
ᶪ

ᶃ
ᶡ
ᶩ
ᶎ
ᶉ
ᵣ

ᵰ

ᶫ
ᶅ

ᵣ
ᶉ
ᵣ
ᵫ

ᶎ

ᵰ

ᶫ
ᶅ

ᵮ

ᵰ

ᶫ
ᶅ
ᵩ
ᶨ
ᵹ

ᶍ
ᵲ
ᶇ
ᶎ

ᵰ

ᶫ
ᶅ
ᵩ
ᶨ
ᵹ

ᶡ

ᵰ

ᶫ
ᶪ

ᶃ
ᶡ
ᶩ
ᶎ
ᶉ
ᵣ

60 13.3 11.7 1.7 6.7 48.3 16.7 1.7

ⱱ 22 0.0 13.6 4.5 9.1 50.0 22.7 0.0

᷊ᴻḛḁ 46 15.2 13.0 0.0 8.7 41.3 19.6 2.2

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 11.1 22.2 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 5.3 26.3 0.0 5.3 42.1 21.1 0.0

13 15.4 0.0 0.0 15.4 30.8 38.5 0.0

20 10.0 15.0 5.0 5.0 50.0 10.0 5.0

10 40.0 20.0 0.0 0.0 30.0 10.0 0.0

∙ 14 0.0 14.3 0.0 7.1 64.3 14.3 0.0

֨֨

╢
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 ɔ ╣⇔⌂™  

 「コミュニケーション（日本語能力）の問題があるから」が 54.5％、「受入コストを捻出できないから」

が 27.3％ 

 

ₒ 11≢₈ ↑ ╣≡™╢⅜⁸ ↑ ╣╢≈╙╡│⌂™₉╕√│₈ ↑ ╣≡⅔

╠∏⁸ ╙ ↑ ╣╢≈╙╡│⌂™₉≤ ─  x

11-1 ↑ ╣╢≈╙╡⅜⌂™≤⇔√ ⌐≈™≡ ⅎ≡ↄ∞↕™⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○介護職員も言語聴覚士免許が条件のため  ○現職員でやっていくつもりだから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.5

27.3

18.2

18.2

9.1

0.0

18.2

0.0

0ð 20ð 40ð 60ð

ȜɈɎȴȚºȠɐɜÈ É

ǡ ƿƵǾƾǼ

ȜȢȱȅ ǚǀǝƷƾǼ

╔ ɀɖșɒɉƿ ǚƵǾƾǼ

ǡ┴ƷǷטּ ǡ

┴ƷƿƵǾƾǼ

ǿ ¤ ǿ ǡ ¤

ǚǡ ꞌƿȂƾǼǝƷƾǼ

¤ ⱱǡ

ǡ ƿƵǾƾǼ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=11ˣ
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ה ꜡Ⱳ♇♩⌐≈™≡ 

 v ─  

「パソコン」の活用率は「②報酬請求との連携」が 96.7％、「③ケアプランの作成」が 90.0％、「④オンラ

イン会議」が 88.3％ 

 

12 ≢│⁸≥─╟℮⌂ ≢≥─╟℮⌂ ╩ ⇔≡™╕∆⅛⁹

↔≤⌐ ⇔≡™╢ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™⁹o  x

 

＜①利用者情報等の共有＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜③ケアプランの作成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑤科学的介護情報システム（LIFE）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜②報酬請求との連携＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜④オンライン会議＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑥その他＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.7

46.7

36.7

21.7

5.0

10.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȺȦȜɜ

ȢɇºȱȾȒɜ

ȨȿɕȬȱ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

96.7

8.3

3.3

0.0

0.0

3.3

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð 120ð

ȺȦȜɜ

ȨȿɕȬȱ

ȢɇºȱȾȒɜ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

90.0

13.3

8.3

0.0

0.0

10.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȺȦȜɜ

ȨȿɕȬȱ

ȢɇºȱȾȒɜ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

88.3

30.0

25.0

5.0

0.0

10.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȺȦȜɜ

ȢɇºȱȾȒɜ

ȨȿɕȬȱ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

36.7

1.7

0.0

0.0

1.7

61.7

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

ȺȦȜɜ

ȨȿɕȬȱ

ȢɇºȱȾȒɜ

ǐǡ
₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

13.3

8.3

6.7

5.0

3.3

78.3

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȺȦȜɜ

ȨȿɕȬȱ

ȢɇºȱȾȒɜ

ǐǡ
₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ
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 β ꜡Ⱳ♇♩─  

 「見守り」が 44.4％、「コミュニケーション支援」が 22. 2％ 

 

ₒ ה ☻ⱦכ◘  x

13 ≢│⁸꜡Ⱳ♇♩ ╩ ⇔⁸ ─ ╛ ─ ─ ⌐ ≈

꜡Ⱳ♇♩ ╩≥─╟℮⌂ ⌐ ⇔≡™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.4

22.2

11.1

11.1

11.1

0.0

0.0

44.4

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

ǽ

ȜɈɎȴȚºȠɐɜ ⱱ

┌ ⱱ

┌ ⱱ

ⱱ

ⱱ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=9ˣ



Ⅴ 介護保険サービス事業所調査（調査Ｅ） 

191 
中央区高齢者の生活実態調査および 

  介護サービス利用状況等調査報告書 

ה ⌐≈™≡ 

 v ה ⌐ ☻ⱦכ◘╢∆ ─  

「提供していない」が 45.0％、「訪問型サービスを提供している」が 36.7％、「通所型サービスを提供して

いる」が 28.3％ 

 

14 ≢│⁸ ה ╩☻ⱦכ◘─ ⇔≡™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 β ─  

 「単価が安く、事業所として取り組むメリットがない」が 53.3％、「総合事業の制度が理解しにくい」が

23.3％ 

 

15 ה ─ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.0

36.7

28.3

0.0

0ð 20ð 40ð 60ð

ǊǙƷǝƷ

ȞºȼȢȅ ǊǙƷǾ

ȞºȼȢȅ ǊǙƷǾ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

53.3

23.3

16.7

15.0

13.3

13.3

10.0

8.3

5.0

3.3

21.7

0ð 20ð 40ð 60ð

 ƿ↨ǂלּ ǛǊǙ ǽ ǳɊɓȬȱƿǝƷ

ǡ ƿ ǊǞǂƷ

ǡȞºȼȢȜºȲƿ ǚƵǾ

ȞºȼȢǡ וֹ ƿ ǊƷ

ǡȞºȼȢƿ╔ǔǞǂƷ

ǡ Ƿ Ǟ ƿ ǌǾ

Ǳǚǡ┌ Ƿ ƿ ǛǝǖǙƷǾ

ȞºȼȢǡ ǞǗǝǅǾǆǛƿǳǍƾǊƷ

╢ǡȢȖɔƿ ǊǙƷǾ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ
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ה ─ ⌐≈™≡ 

 v ה ─ ─  

「ある程度連携していると思う」が 78.3％ 

 

16 ╩ ⅎ╢ ≤ ─ ─ ⌐≈™≡≥─╟℮⌐ ™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

地域別で見ると、日本橋地域は他の地域と比べて、「連携が不十分であると思う」の割合が高い。月島

地域は他の地域と比べて、「ある程度連携していると思う」の割合が高い。 

事業種別で見ると、施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「ある程度連携していると思う」

の割合が低く、「連携が不十分であると思う」および「ほとんど連携していないと思う」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、６人以上は５人以下と比べて、「連携が不十分であると思う」の割合が高い。

11人以上は 10人以下と比べて、「ある程度連携していると思う」の割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵶᶅᵣᶪᶇ ᵥ

10.0 

ᵡᶪ

ᵶᶅᵣᶪᶇ ᵥ

78.3 

ᵫ ᶆ

ᵡᶪᶇ ᵥ

10.0 

ᶚᶇᶲᶈ

ᵶᶅᵣᶉᵣᶇ ᵥ

1.7 

0.0 

N֩=60 ֪

(%)

֩ð֪

ᵶ
ᶅ

ᵣ
ᶪ
ᶇ

ᵥ

ᵡ
ᶪ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ
ᶇ

ᵥ

ᵫ

ᶆ

ᵡ
ᶪ
ᶇ

ᵥ

ᶚ
ᶇ
ᶲ
ᶈ

ᵶ

ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ
ᶇ

ᵥ

60 10.0 78.3 10.0 1.7 0.0

21 9.5 76.2 9.5 4.8 0.0

21 9.5 76.2 14.3 0.0 0.0

16 12.5 81.3 6.3 0.0 0.0

ⱱ 22 13.6 81.8 4.5 0.0 0.0

᷊ᴻḛḁ 46 10.9 78.3 10.9 0.0 0.0

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 0.0 66.7 22.2 11.1 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 0.0 89.5 10.5 0.0 0.0

13 15.4 76.9 7.7 0.0 0.0

20 10.0 90.0 0.0 0.0 0.0

10 0.0 80.0 20.0 0.0 0.0

∙ 14 14.3 57.1 21.4 7.1 0.0

֨֨

╓

╢
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 β ה ╩ ╘╢ ≢ ╩≥─╟℮⌂ ≢ ╘╢⅛ 

 「サービス担当者会議」が 76.7％、「インターネットやＩＣＴ（情報ネットワークシステム）」が 63.3％ 

 

17 ≤ ─ ╩ ╘╢ ≢⁸ ⌐ ∆╢ ─ ╩≥─╟℮⌂ ≢ ╘√╠╟™≤

™╕∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.7

63.3

38.3

31.7

18.3

15.0

0.0

1.7

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȞºȼȢ

ȍɜȨºȶȬȱǷžŸƉ

È ȶȬȱɘºȘȠȢȯɉÉ

ǞǻǾ ȅ ȂǎǙǡ

ǞǻǾ

ŻŶƍǞǻǾ

ǡ ǝǜǡ ǡ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ
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ה╡ ⌐≈™≡ 

 v ╡≢ ╙ ⇔≡™╢↓≤ 

「自宅か医療機関か、本人の意思を尊重した看取りが望ましい」が 71.7％ 

 

18 │⁸ ╡⌐≈™≡≥─╟℮⌐ ⅎ≡™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 β ▪♪Ᵽfi☻ה▪◔הⱪꜝfi♬fi◓ ─  

 「活用したことがない」が 71.7％ 

 

19 ▪♪Ᵽfi☻ה▪◔הⱪꜝfi♬fi◓ ╩ ⇔√↓≤⅜№╡╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

事業種別で見ると、居宅介護支援事業所および施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「活

用したことがある」の割合が高い。居宅サービス事業所および介護予防サービス実施事業所は他の事業所

と比べて、「活用したことがない」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、10人以下は 11人以上と比べて、「活用したことがない」の割合が高い。11

人以上は 10人以下と比べて、「活用したことがある」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶩᶎᴲ ᶆᶎ

ᶇ ᵧᶅᵣᶪ

3.3 

סּ ᶉ ᶩ ᶆ ᵥᵫᴲ

ᶩᶎ═ ᶆ

ᵥᶘᵬᶆᵡᶪ

3.3 

סּ ᶉ ᶩ

ᶆ ᶩᶝᶆ

ᵥᶘᵬᶆᵡᶪ

3.3 

ᵪ═ ᵪᴲ

ᶍ≥ ᶱ ᵶᵾ

ᶩᵫ ᶝᵶᵣ

71.7 

ᵪ═ ᵪᴲ

קּ ᶍ≥ ᶱ ᵶᵾ

ᶩᵫ ᶝᵶᵣ

13.3 

ᵼᶍ

3.3 

1.7 N֩=60 ֪

(%)

ᵶᵾᵲᶇᵫᵡᶪ

25.0 

ᵶᵾᵲᶇᵫᶉᵣ

71.7 3.3 
N֩=60 ֪

(%)

֩ð֪

ᵶ

ᵾ
ᵲ
ᶇ

ᵫ
ᵡ
ᶪ ᵶ

ᵾ
ᵲ
ᶇ

ᵫ
ᶉ
ᵣ

60 25.0 71.7 3.3

ⱱ 22 45.5 50.0 4.5

᷊ᴻḛḁ 46 15.2 80.4 4.3

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 44.4 55.6 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 26.3 73.7 0.0

13 23.1 69.2 7.7

20 25.0 75.0 0.0

10 20.0 80.0 0.0

∙ 14 35.7 57.1 7.1

֨֨

╢
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 γ ▪♪Ᵽfi☻ה▪◔הⱪꜝfi♬fi◓ ─ ⌐ ⌂↓≤ 

 「一度だけでなく、継続的に意向の確認や話し合いをすること」「本人の意向を尊重し、最期まで意思決

定支援を心がけること」が各 45.0％ 

 

20 ▪♪Ᵽfi☻ה▪◔הⱪꜝfi♬fi◓ ╩∆∆╘╢ ≢ ⌂↓≤│ ≢∆⅛⁹ 

ₒ ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.0

45.0

35.0

31.7

30.0

16.7

11.7

1.7

15.0

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

╗ ǓǄǚǝǂ  Ǟ

≥ ǡ Ƿ Ǌ ƷȅǌǾǆǛ

ǡ≥ ȅ Ǌ  Ǳǚ

≥ ⱱȅ ƿǄǾǆǛ

ƾǼ  ǔȅ ǎǾ

∫ Ƿ ȅǗǂǾǆǛ

ƷȨȍɈɜșƾǼǡ≥ ǡ

Ƿ Ǌ Ʒȅ ƹǆǛ

ǝȞºȼȢ Ƿ ⱱƿǚǀǾ

ǚǡ ȅ ǴǾǆǛ

ŶŸƅǞ ǌǾ  קּ¤ ȅ

ǢǋǴǛǌǾ  ȅ ǴǾǆǛ

קּ¤ Ǜǡ ╗  

קּ ǡ Ǟǵ ǌǾǆǛ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ
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 ρ ─  

 

ₒ ה ☻ⱦכ◘  x

21 ─ ─ ⌐≈™≡↔ ╩↔ ↄ∞↕™⁹o  x

 

 ừ ─ ה  

・新人職員教育（既存の職員の教育－人を育てることができる）。 

・人材の確保。 

・職員の確保、教育。 

・慢性的な職員の不足と新規入居者の獲得。  

・慢性的な人手不足、職員へのスキルアップフォロー、記録・作成書類の簡素化。 

 

 ừ ─ ┼─  

・自立棟で暮らす認知症の方への支援。健常者との共存をどう図るのかが課題。 
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 φ ╩ ∆╢  

 ŋ ╩ ∆╢ ─  

 「はい」が 86.7％ 

 

22 │⁸ ╩ ∆╢ ╩⇔≡™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

事業種別で見ると、施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「はい」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、11人以上は他の規模と比べて、「はい」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶎᵣ

86.7 

ᵣᵣᵧ

10.0 3.3 
N֩=60 ֪

(%)

֩ð֪
ᶎ
ᵣ

ᵣ
ᵣ
ᵧ

60 86.7 10.0 3.3

ⱱ 22 86.4 9.1 4.5

᷊ᴻḛḁ 46 87.0 8.7 4.3

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 100.0 0.0 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 78.9 15.8 5.3

13 84.6 7.7 7.7

20 90.0 10.0 0.0

10 70.0 30.0 0.0

∙ 14 100.0 0.0 0.0

֨֨

╢
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 o ─√╘⌐ ╡ ╪≢™╢↓≤  

 

ₒ 22≢₈ │™₉≤ ─  x

22-1 ⌂ ╩ ⌐↔ ↄ∞↕™⁹o  x

 

 ừ ⁸ ─  

・マニュアルを作成し、研修、自己評価、虐待防止委員会を定期的に実施している  

・身体拘束適正化委員会を月に 1度開催し、不適切ケアが行われていないか、意見を出し合っている。 

・ミーティングの際に議題にし、常に話し合い、意見交換。職員同士が言い合える環境づくりを心がけて

いる。 

・職員は内部研修だけではなく外部研修にも参加している。「自覚のない虐待」にあたる行為に対し、「何

故その行為が虐待になるのか？」を説明するように心掛けている。虐待案件についての地域ケア会議に

参加し、保護案件を空床で受け入れている。 

 

ừ ה  

・「高齢者虐待防止と権利擁護」のパンフレット等による基本的な情報の共有と事例共有。 

・利用者、ご家族、ヘルパー、事業所、各々との情報共有、確認。 

・虐待が行われているサインに気づいたら、すぐ責任者に連絡できるよう、日頃から活用できるネットワ

ークシステムを社内で構築している。 

・痣などの  

 

ừ☿ꜟⱨ♅▼♇◒ 

・全スタッフを対象に、虐待の芽チェックリストを用いて自己チェックを実施し、集計・分析による課題

把握を行い、組織的な働きかけを行っている。 
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─ ╛ ─ ⌐≈™≡ 

 v ─ ─ ≢ ⌐ ⌂↓≤ 

「本人の意思の確認がとれない」が 48.3％、「介護サービスを利用してもらえない、サービス拒否がある」

が 45.0％ 

 

23 ─ ─ ≢ ⌐№╡⁸ ⌂↓≤│ ≢∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○家族からの過剰な要望への対応（パワーハラスメント、カスタマーハラスメント） 

○スケジュール管理  ○医療レベルが高い状態での施設居住の継続や看取りの希望 

48.3

45.0

23.3

18.3

16.7

13.3

13.3

13.3

11.7

11.7

5.0

13.3

3.3

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð

ǡ≥ ǡ ƿǛǿǝƷ

ȞºȼȢȅ ǊǙǵǼƻǝƷ 

ȞºȼȢ ƿƵǾ

קּ ƿ ǚƵǾǆǛȅ ǴǝƷ

Ƿּק ƿ═ ȅ ǊǝƷ

═ ǝ ƿ ǊƷ

ǡ ƿ ǊǙ ꞌƿ ǞǝǾ

ǡ ǿƿƵǾ

Ǜּק ǚ ǡ ƿ┴ƹ

ǡ╦ǲ┴ƻƿƵǖǙ  ƿǚǀǝƷ

ǡǒǴ ǝ ȞºȼȢƿ ǄǼǿǝƷ

Ǟ ǊǒǆǛƿƵǾ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ
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 β ─ ─ ⌐№√╡ ⌐ ≤ ╦╣╢↓≤ 

 「認知症の人を支援するサービスや施設等の社会資源がより増えること」が 55.0％、「認知症の人の家族

支援が充実していくこと」が 53.3％ 

 

24 ─ ─ ⌐№√╡ ⌐ ≤ ╦╣╢↓≤│ ≢∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○警察・消防・区職員の理解能力のスキルアップ  ○独居の認知症高齢者への地域的ケア 

 

事業種別で見ると、施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「認知症の人を支援するサー

ビスや施設等の社会資源がより増えること」の割合が高く、「認知症の早期診断を担う医療機関が増える

こと」の割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.0

53.3

51.7

35.0

23.3

10.0

10.0

6.7

1.7

0ð 20ð 40ð 60ð

ǡ ȅ ⱱǌǾȞºȼȢǷ

ǡ ƿǻǽ ƻǾǆǛ

ǡ ǡּק ⱱƿ ǊǙƷǂǆǛ

ǡ Ǟꞌǋǒ ǝ

ȞºȼȢ ǡ ǿƿ ǈǿǾǆǛ

ǡ ȅ ƹ═ ƿ ƻǾǆǛ

ƾƾǽǗǄ═ǷȚȋɇȶȡɌºÈ ⱱ ╢Éǡ

ǫǡ Ǜ ꞌ ƿ ǌǾǆǛ

╓ǚ  ȞɆºȨºǡ ǡ ƿ ƿǾǆǛ

ƽǛǊǻǽ ȤɜȨºÈ ╓ ⱱȤɜȨºÉ

ǞƽǄǾ ⱱ ƿǻǽ ǌǾǆǛ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

֩ð֪

ᶍ

ᶱ

ⱱ
ᵸ
ᶪ
᷊

ḛ
ḁ

ᶣ

ᶍ

ᵫ
ᶧ
ᶩ

ᵧ

ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᶍ

ᶍ
קּ

ⱱ
ᵫ

ᵶ

ᶅ
ᵣ
ᵮ
ᵲ
ᶇ

ᶍ

ᶊ
ꞌ
ᵷ
ᵾ

ᶉ

᷊

ḛ
ḁ

ᶍ

ᶫ
ᵫ

ᵴ
ᶫ
ᶪ

ᵲ
ᶇ

ᶍ

ᶱ

ᵥ
═

ᵫ

ᵧ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᵪ
ᵪ
ᶩ
ᶃ
ᵰ
═
ᶣ
᷆
ᶷ
Ḧ
ḕ
Ḁ

ⱱ

╢

ᶍ

ᶗ

ᶍ

ᶇ

ꞌ

ᵫ

ᵸ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

╓
ᶆ

᷊
ḥ

ḇ

ᶍ

ᶍ

ᵫ

ᵫ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᵩ
ᶇ
ᵶ
ᶧ
ᶩ

ḃ
ḻ
ḇ

╓

ⱱ
ḃ
ḻ
ḇ

ᶊ
ᵩ
ᵰ
ᶪ

ⱱ

ᵫ
ᶧ
ᶩ

ᵸ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᵼ
ᶍ

60 55.0 53.3 51.7 35.0 23.3 10.0 10.0 6.7 1.7

ⱱ 22 68.2 54.5 36.4 45.5 31.8 4.5 13.6 9.1 0.0

᷊ᴻḛḁ 46 50.0 52.2 56.5 32.6 21.7 10.9 8.7 8.7 2.2

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 77.8 44.4 55.6 11.1 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 52.6 31.6 52.6 47.4 26.3 15.8 10.5 15.8 0.0

֨֨
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 γ ─ ─ ┼─ ≤⇔≡ ⌐ ≤ ╦╣╢↓≤ 

 「家族の健康状態や介護負担について把握し、対応すること」が 66.7％、「家族の困りごとや心配ごとな

どの相談にのること」が 61.7％ 

 

25 ─ ─ ┼─ ≤⇔≡ ⌐ ≤ ╦╣╢↓≤│ ≢∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業種別で見ると、居宅介護支援事業所は他の事業所と比べて、「緊急時の受け入れを行うこと」の割

合が高い。居宅サービス事業所は他の事業所と比べて、「家族の困りごとや心配ごとなどの相談にのるこ

と」の割合が高い。介護予防サービス実施事業所は他の事業所と比べて、「家族に対する生活支援を行う

こと」の割合が高い。施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「家族の健康状態や介護負担

について把握し、対応すること」の割合が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.7

61.7

50.0

23.3

23.3

18.3

11.7

3.3

1.7

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

קּ ǡ Ƿ ǞǗƷǙ №Ǌ 

ꞌǌǾǆǛ

קּ ǡ ǽǇǛǷ ǇǛǝǜǡ ǞǡǾǆǛ

ǡ Ƿ ǡ ǞǗƷǙ ȅ ǌǾǆǛ

קּ Ǟ ǌǾ ⱱȅ ƹǆǛ

ǡ Ǆ ǿȅ ƹǆǛ

קּ ǡ ƿ ƻǾ È ƻǣ  ȔȾȐǷ

ǡּק ǡ ǝǜÉǞǗƷǙ ȅ ǌǾǆǛ

קּ Ǟ ȂǖǙ Ǜǡ ȅ ƹǆǛ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=60ˣ

֩ð֪
קּ

ᶍ

ᶣ

ᶊ
ᶃ
ᵣ
ᶅ

№
ᵶ

ꞌ
ᵸ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

קּ

ᶍ

ᶩ
ᵳ
ᶇ
ᶣ

ᵳ
ᶇ
ᶉ
ᶈ
ᶍ

ᶊ
ᶍ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᶍ

ᶣ

ᶍ

ᶊ
ᶃ
ᵣ
ᶅ

ᶱ

ᵸ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

קּ

ᶊ

ᵸ
ᶪ

ⱱ
ᶱ

ᵥ
ᵲ
ᶇ

ᶍ

ᵰ

ᶫ
ᶱ

ᵥ
ᵲ
ᶇ

קּ

ᶍ

ᵫ

ᵧ
ᶪ

ᵧ
ᶏ

᷀
ḝ

ᶣ

ᶍ
קּ

ᶍ

ᶉ
ᶈ

ᶊ
ᶃ
ᵣ
ᶅ

ᶱ

ᵸ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

קּ

ᶊ

ᶮ

ᶅ

ᶇ
ᶍ

ᶱ

ᵥ
ᵲ
ᶇ

ᵼ
ᶍ

60 66.7 61.7 50.0 23.3 23.3 18.3 11.7 3.3 1.7

ⱱ 22 77.3 54.5 50.0 18.2 36.4 18.2 18.2 0.0 0.0

᷊ᴻḛḁ 46 63.0 60.9 45.7 28.3 23.9 17.4 10.9 4.3 2.2

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 55.6 55.6 55.6 22.2 22.2 11.1 22.2 11.1 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 73.7 52.6 42.1 36.8 21.1 10.5 15.8 10.5 0.0

֨֨
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 ρ ─ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ⌐ ≤ ╦╣╢↓≤ 

 「地域の見守りネットワークへの参加」が 50.0％、「在宅で生活する認知症の人の家族への相談支援」が

48.3％ 

 

26 地域住民の認知症の理解を促進するために特に必要と思われることは何ですか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○警察・消防・区職員等の理解と知識の向上、より緊密な連携 

○他の人のケアに関心を持てるだけの余裕を持てること 

 

事業種別で見ると、居宅介護支援事業所は他の事業所と比べて、「地域の見守りネットワークへの参加」、

「認知症に関する講座の開催など学習機会の提供」および「在宅で生活する認知症の人に対する介護保険

や生活支援サービスに関する情報の提供」の割合が高い。居宅サービス事業所および介護予防サービス実

施事業所は他の事業所と比べて、「在宅で生活する認知症の人の家族への相談支援」の割合が高い。介護

予防サービス実施事業所は他の事業所と比べて、「地域住民の活動の支援」の割合が高い。 
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 v ─ ╩⇔≡ ∂≡™╢ ─  

「単身で身寄りのない高齢者が増えてきており、緊急時の対応等が難しい」が 78.3％、「高層マンション

等の集合住宅では、地域での見守り・支え合いが難しい」が 55.0％ 

 

27 ─ ╩⇔≡™≡⁸ ─ ∞≤ ╦╣╢↓≤│ ≢∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別で見ると、京橋地域は他の地域と比べて、「単身で身寄りのない高齢者が増えてきており、緊急

時の対応等が難しい」の割合が高い。 

事業種別で見ると、居宅介護支援事業所は他の事業所と比べて、「単身で身寄りのない高齢者が増えて

きており、緊急時の対応等が難しい」および「インフォーマルサービスを含めた社会資源の情報提供が不

足している」の割合が高い。 

施設・居住系サービス事業所では、「高層マンション等の集合住宅では、地域での見守り・支え合いが

難しい」の割合が高い。 
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21 71.4 42.9 28.6 28.6 28.6 9.5 4.8 4.8

16 75.0 62.5 62.5 12.5 18.8 18.8 0.0 0.0

ⱱ 22 86.4 59.1 54.5 40.9 9.1 18.2 0.0 0.0
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 β ─√╘⌐ ∞≤ ⅎ╢↓≤ 

 「介護をしている家族等への相談・支援の充実」が 53.3％、「集合住宅における高齢者の孤立化防止対策」

が 51.7％ 

 

28 ─ ─√╘⁸ ≤ ╦╣╢↓≤│ ≢∆⅛⁹o ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○支えあう人材育成  ○利用者の生活の支援に対して、特に警察の方に理解をより深めて欲しい 
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─ ⌐≈™≡ 

 v ─☻ⱦכ◘─ ─√╘─ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ─  

「定めている」が 50.0％、「定めていないが、今後定める予定である」が 48.3％ 

 

29 ≢│⁸ ⌂≥─ ⅜ ⇔√ ─ ⌐ ⇔≡⁸ ─ ─☻ⱦכ◘⁸

╛ ☻ⱦכ◘⌂ ─√╘─ ╩ ╘≡™╕∆⅛⁹ ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

地域別で見ると、日本橋および月島地域は京橋地域と比べて、「定めている」の割合が高い。 

事業種別で見ると、居宅サービス事業所および施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「定

めている」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、大きな差は見られない。 
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ⱱ 22 31.8 68.2 0.0 0.0

᷊ᴻḛḁ 46 52.2 45.7 0.0 2.2
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᷊ᴻḛḁ 19 47.4 52.6 0.0 0.0
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20 50.0 50.0 0.0 0.0

10 50.0 50.0 0.0 0.0

∙ 14 50.0 50.0 0.0 0.0
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 β ─ ╛ ⌐ ∆╢ ─  

 「事業所で訓練を行っている」が 70.0％ 

 

30 ≢│⁸ ⌂≥─ ⅜ ⇔√ ─ ╛ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡™╕∆⅛⁹

ủ│ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

地域別で見ると、日本橋地域は他の地域と比べて、「事業所で訓練を行っている」の割合が高い。月島

地域は他の地域と比べて、「行っていない」の割合が高い。 

事業種別で見ると、居宅介護支援事業所は他の事業所と比べて、「行っていない」の割合が高い。施設・

居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「事業所で訓練を行っている」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、５人以下は６人以上と比べて、「行っていない」の割合が高い。６人以上は５

人以下と比べて、「事業所で訓練を行っている」の割合が高い。11人以上は 10人以下と比べて、「地域

の防災訓練に参加している」の割合が高い。 
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 γ ─ ⅎ≤⇔≡─ ≤─ ─  

 「地域の防災拠点（小中学校など）、避難場所の情報を把握している」が 61.7％、「地域のまつりや行事に

参加することでつながりをつくっている」が 31.7％ 

 

31 ≢│⁸ ⌐ ⅎ≡≥─ ≤ ⇔≡™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○参加していない、何もしていない  ○地域の消防団に参加している職員がいる 

○新型コロナウイルス感染症の影響もあり、なかなか進んでいない 

 

地域別で見ると、日本橋地域は他の地域と比べて、「地域のまつりや行事に参加することでつながりを

つくっている」、「町会・自治会等の防災訓練に参加している」および「介護保険や認知症に関するリー

フレットを作成して地域に配布している」の割合が高い。月島地域は他の地域と比べて、「地域の防災拠

点（小中学校など）、避難場所の情報を把握している」および「事業所内の行事への参加を地域にＰＲし

ている」の割合が高い。 

事業種別で見ると、施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「地域のまつりや行事に参加

することでつながりをつくっている」、「町会・自治会等の防災訓練に参加している」および「町会・自

治会等と災害時における連携に関する取り決めを交わしている」の割合が高い。介護予防サービス実施事

業所は他の事業所と比べて、「地域の防災拠点（小中学校など）、避難場所の情報を把握している」の割

合が高い。 

従業員規模別で見ると、６～10人は他の規模と比べて、「地域の防災拠点（小中学校など）、避難場

所の情報を把握している」の割合が高い。11人以上は 10人以下に比べて、「地域のまつりや行事に参加

することでつながりをつくっている」および「町会・自治会等の防災訓練に参加している」の割合が高い。 
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 ρ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ⌐╟╢  

 「利用者に感染者が出た」が 75.0％、「職員に感染者が出たため、サービス提供体制の維持に苦慮した」

が 60.0％ 
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地域別で見ると、京橋地域は他の地域と比べて、「感染症対策に努めたことにより、感染症への対応力

が向上した」および「オンラインミーティングツールによる会議・面会が定着した」の割合が高く、「職

員に感染者が出たため、サービス提供体制の維持に苦慮した」および「事業収益が減った」の割合が低い。

日本橋および月島地域は京橋地域と比べて、「利用者に感染者が出た」の割合が高い。 

事業種別で見ると、居宅介護支援事業所は他の事業所と比べて、「オンラインミーティングツールによ

る会議・面会が定着した」の割合が高い。施設・居住系サービス事業所は他の事業所と比べて、「職員に

感染者が出たため、サービス提供体制の維持に苦慮した」の割合が高い。介護予防サービス実施事業所は

他の事業所と比べて、「感染症対策に努めたことにより、感染症への対応力が向上した」の割合が高い。 

従業員規模別で見ると、０～２人は３人以上と比べて、「感染症対策に努めたことにより、感染症への

対応力が向上した」の割合が低い。６～10人は他の規模と比べて、「事業収益が減った」の割合が高い。

11人以上は 10人以下と比べて、「利用者に感染者が出た」の割合が低く、「職員に感染者が出たため、

サービス提供体制の維持に苦慮した」および「感染拡大期にはサービス提供を停止した」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ᶊ

ᵫ

ᵾ

╢
ᶊ

ᵫ

ᵾ
ᵾ

ᶠ

᷊

ḛ
ḁ

ᶍ
┐

ᶊ

ᵶ
ᵾ

ᶊ

ᶠ
ᵾ
ᵲ

ᶇ
ᶊ
ᶧ
ᶩ

ᶗ
ᶍ

ꞌ

ᵫ

ᵶ
ᵾ

♬
ᵫ

ᵾ

ᶿ
ḻ
ḱ
ᶹ
ḻ
ḧ

Ḏ

ḻ

᷅
Ḍ

ḳ
ᶊ
ᶧ
ᶪ

ᴴ

ᵫ

ᵶ
ᵾ

ᶊ
ᶎ
᷊

ḛ

ḁ

ᶱ

ᵶ
ᵾ

Ḫ
Ḙ
ᶹ
ḳ
ᴴ
ḇ
Ḟ
Ḵ

Ḑ

ᶆ

ᶱ

ᵸ
ᶪ
ᶧ
ᵥ
ᶊ
ᶉ

ᵾ

᷈
ḵ
Ḓ
ᶱ

ᶇ
ᵶ

ᵾ

ᵫ
ᵣ
ᵾ

ᵼ
ᶍ

60 75.0 60.0 40.0 36.7 35.0 6.7 6.7 3.3 0.0 3.3

21 66.7 38.1 61.9 19.0 61.9 4.8 9.5 0.0 0.0 4.8

21 81.0 66.7 19.0 42.9 14.3 9.5 4.8 4.8 0.0 4.8

16 81.3 75.0 37.5 56.3 25.0 6.3 6.3 6.3 0.0 0.0

ⱱ 22 77.3 50.0 36.4 31.8 45.5 0.0 13.6 0.0 0.0 4.5

᷊ᴻḛḁ 46 71.7 58.7 39.1 39.1 34.8 8.7 6.5 4.3 0.0 4.3

ᴴ ᷊ᴻḛḁ 9 66.7 88.9 44.4 22.2 22.2 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0

᷊ᴻḛḁ 19 89.5 68.4 52.6 26.3 21.1 5.3 10.5 0.0 0.0 0.0

13 92.3 61.5 15.4 38.5 38.5 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0

20 80.0 65.0 45.0 30.0 40.0 0.0 10.0 5.0 0.0 0.0

10 90.0 40.0 40.0 60.0 20.0 0.0 0.0 10.0 0.0 10.0

∙ 14 50.0 71.4 57.1 28.6 28.6 21.4 14.3 0.0 0.0 7.1

֨֨

╓

╢
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 φ ⅜ ⇔√ ─ ⌐≈™≡─  

 

33 ⅜ ⇔√ ─ ⌐≈™≡⁸ ⅜№╣┌↔ ↄ∞↕™⁹o  x

  

ừ ─  

・移動困難な利用者のサポート時のマンパワー不足。 

・職員の通勤経路の確保。利用者の避難時のマンパワー不足。 

・居住地が東京ではない職員の協力。 

・事業所に職員がたどりつけない場合、サービス提供体制に支障が出る（他と違い、自家用車が普及して

いないので、電車がとまれば出勤できない）。カーシェアなど、そういう時に機能する仕組みがあると、

職員を送迎することにも使えるかもしれない。 

・ヘルパーが何人災害時に動けるか？月島地域は橋が多いので、どこまで動けるか？など、心配は多々あ

る。おとしより相談センターと連携をとりながら行いたい。 

 

 ừ ─  

・大規模災害対応を経験していないスタッフがほとんどなため、いざという時に訓練どおり対応できるか

などの不安がある。 

・事業所の規模が小さいため、現状のＢＣＰでは管理者が不在の時はリーダーが指揮を執ることになって

いるが、管理者しか把握していない情報が多い。 

 

 ừ ה ┼─  

・通信システム（電話、メール等）が使えなくなった場合の対処方法。待ち合わせ場所を決めて、徒歩で

向かうしかないかと危惧する。 

・通信障害が予想される状況で、訪問、外出中のスタッフの安否確認と安全確保が課題と考える。 

・大規模災害時には電力の需給が困難になる。現代生活ではあらゆる事が電子化され予備電力の確保や

復旧するまでの期間短縮が最大の課題。 

 

 ừ  

・高層階の方の避難誘導など（ＥＶがとまってしまうため）。 

・認知症独居者の確認。オートロックマンションの高層階居住者の介助。 

・車いす等移動手段の確保。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

м ה ⌐ ∆╢ ( )  
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м ה ⌐ ∆╢  

─ ⌐≈™≡ 

 v ─  

 ŋ ─  

「診療所」が 43.5％、「歯科診療所」が 36.5％ 

 

─ ╩⅔ ⅝⇔╕∆⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

 o  

 「内科」が 41.0％、「その他」が 11.2％、「眼科」が 9.0％ 

 

ₒ ≢₈ ₉╕√│₈ ₉≤ ─  x

1-1 ≤↕╣≡™╢ ⌐≈™≡⅔ ⅝⇔╕∆⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○胃腸科  ○乳腺外科 

 

 β  

 「京橋地域」が 43.5％、「日本橋地域（八重洲一丁目を含む）」が 42.1％ 

 

─ │≥∟╠≢∆⅛⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

╪

1.3 43.5 

שּ

36.5 17.7 

ᵼᶍ

1.0 

0.0N֩=299 ֪

(%)

╓

43.5

╓

֩ ╗ ᶱ ᶟ֪

42.1

╓

14.0 0.3 
N֩=299 ֪

(%)

שּ

41.0 

שּ

0.7 

שּ

4.5 

שּ

1.5 

שּ

3.0 

שּ

4.5 

שּ

9.0 

╡ שּ

7.5 

שּ

2.2 

שּ

6.0 

שּ

3.0 

ḲḗḛḲ

Ḏᴻ

᷿ḯḻּש

1.5 

ᵼᶍ

11.2 4.5 
N֩=134 ֪

(%)



Ⅵ 在宅医療・介護に関する調査（調査Ｆ） 

212 
中央区高齢者の生活実態調査および 
介護サービス利用状況等調査報告書 

⌐≈™≡ 

 v₈ ₉╛₈ ₉─ ה  

 ŋ₈ ₉╛₈ ₉─ ה  

 「実施する意向はない」が 37.8％、「実施している」が 32.4％ 

 

₈ ₉╛₈ ₉╩ ⇔≡™╕∆⅛⁹╕√⁸ ∆╢ ⅜№╡╕∆⅛⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

機関種類別で見ると、病院・診療所は他の機関と比べて、「実施している」の割合が低く、「実施する

意向はない」の割合が高い。薬局は他の機関と比べて、「現在は実施していないが、３年以内に実施する

意向がある」の割合が高く、「実施する意向はない」の割合が低い。 

所在地別で見ると、日本橋地域は他の地域と比べて、「実施する意向はない」の割合が高い。月島地域

は他の地域と比べて、「実施している」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵶᶅᵣᶪ

32.4 

ᶎ ᵶᶅ

ᵣᶉᵣᵫᴲ ∙ ᶊ

ᵸᶪ≥ ᵫᵡᶪ

3.7 

ᵸᶪ≥ ᶎ

ᵡᶪᵫ ᶎ ᵶᵣ

23.1 

ᵸᶪ≥ ᶎᶉᵣ

37.8 3.0 
N֩=299 ֪

(%)

֩ð֪

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᶎ

ᵶ
ᶅ

ᵣ
ᶉ
ᵣ
ᵫ

∙

ᶊ

ᵸ
ᶪ

≥

ᵫ
ᵡ
ᶪ

ᵸ
ᶪ
≥

ᶎ

ᵡ
ᶪ
ᵫ

ᶎ

ᵶ
ᵣ ᵸ

ᶪ
≥

ᶎ

ᶉ
ᵣ

299 32.4 3.7 23.1 37.8 3.0

╪ᴴ 134 24.6 0.0 25.4 49.3 0.7

שּ 109 38.5 3.7 22.0 35.8 0.0

53 39.6 13.2 20.8 11.3 15.1

130 33.8 3.8 25.4 35.4 1.5

126 27.0 4.8 20.6 42.1 5.6

42 42.9 0.0 23.8 33.3 0.0

֨֨

42.1



Ⅵ 在宅医療・介護に関する調査（調査Ｆ） 

 213 
中央区高齢者の生活実態調査およびび 

  介護サービス利用状況等調査報告書 

 o ─  

 「「往診」※１を単独で実施している」が 48.5％、「「訪問診療」※２を単独で実施している」が 37.1％ 

 

ₒ 3≢₈ ⇔≡™╢₉≤ ─  x

3-1 ─ ⌐≈™≡⅔ ⅝⇔╕∆⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：患者の求めに応じて急変時に訪問して行う診療 

※２：通院の困難な患者に定期的に訪問して行う診療 

 

＜その他の回答＞ 

○かかりつけの受診歴の長い患者要請に応えて時々行う  ○居宅療養管理指導  ○施設同行 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.5

37.1

24.7

10.3

6.2

1.0

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð

ÔꞋ ÕăŦȅ ǚ ǊǙƷǾ

Ô Õăŧȅ ǚ ǊǙƷǾ

Ô Õăŧȅ ǡ═ Ǜǡ

Ǟǻǽ ǊǙƷǾ

ÔꞋ ÕăŦȅ ǡ═ Ǜǡ

Ǟǻǽ ǊǙƷǾ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=97ˣ
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⌂ ⌐≈™≡ 

 v ≢ ⌐⇔≡™╢↓≤ 

「利用者本人への丁寧な説明」が 48.2％、「利用者の意向について家族全体の理解が得られるような説明」

が 42.5％ 

 

⅜ ⌂ ≢ ⌐⇔≡™╢↓≤│ ─≥╣≢∆⅛⁹o : ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○患者本人との信頼関係  ○在宅療養を行う対象患者がいない  ○在宅療養を行っていない 

 

機関種類別で見ると、病院・診療所は他の機関と比べて、「緊急時、休日夜間における医療体制の確保」

の割合が高い。歯科診療所は他の機関と比べて、「早い段階での本人の治療やケアに対する意思の確認」

の割合が高い。薬局は他の機関と比べて、「利用者本人への丁寧な説明」、「支援者間における治療や方

向性の共有」および「関係者全員が、在宅医療・介護サービスのイメージが持てること」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.2

42.5

26.4

22.1

11.7

9.7

9.0

1.7

6.7

25.1

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð

ǫǡ ǝ

ǡ≥ ǞǗƷǙּק ǡ

ƿ ǼǿǾǻƹǝ

ⱱ ǞƽǄǾ Ƿ ǡ

קּ Ǜ ⱱ ǞƽǄǾ

ǡ≥ ǡ  

Ʒ ǚǡ ǡ Ƿ

ȚȋǞ ǌǾ≥ ǡ

  ǞƽǄǾ═ ǡ

╢ƿ  ═ ¤

ȞºȼȢǡȍɊºȡƿ ǙǾǆǛ

  ǞƽǄǾ Ǜǡ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ

֩ð֪

ᶗ
ᶍ

ᶉ

ᶍ
≥

ᶊ
ᶃ
ᵣ
ᶅ

קּ

ᶍ

ᵫ

ᶨ
ᶫ
ᶪ
ᶧ
ᵥ
ᶉ

ⱱ

ᶊ
ᵩ
ᵰ
ᶪ

ᶣ

ᶍ

קּ

ᶇ

ⱱ

ᶊ
ᵩ
ᵰ

ᶪ

ᶍ
≥

ᶍ

ᵣ

ᶆ
ᶍ

ᶍ

ᶣ
᷆
ᶷ
ᶊ

ᵸ
ᶪ

≥

ᶍ

ᶊ

ᵩ
ᵰ
ᶪ
═

ᶍ

╢
ᵫ

═

ᴴ

᷊

ḛ
ḁ
ᶍ

ᶹ
ḩ

Ḁ
ᵫ

ᶅ
ᶪ
ᵲ
ᶇ

ᶊ

ᵩ
ᵰ
ᶪ

ᶇ
ᶍ

ᵼ
ᶍ

299 48.2 42.5 26.4 22.1 11.7 9.7 9.0 1.7 6.7 25.1

╪ᴴ 134 47.8 38.8 27.6 18.7 8.2 14.9 7.5 3.7 8.2 25.4

שּ 109 42.2 45.0 16.5 25.7 16.5 4.6 7.3 0.0 4.6 30.3

53 60.4 47.2 41.5 24.5 9.4 7.5 17.0 0.0 7.5 13.2

֨֨
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 β ⁸ ≤─  

 「十分連携している」「ある程度連携している」割合を合計した連携率は、「①病院」が 51.8％、「②サー

ビス利用者のかかりつけ医」が 42.1％、「③サービス利用者に必要と考えられる診療科の医師」が 34.8％ 

 

⁸ ☻ⱦכ◘╢™≡∫╦ ─ ⌂≥⌐≈™≡⁸ ─ ⁸ ≤─ ╩⅔

⅝⇔╕∆⁹ ₃│∕╣∙╣ ≈  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵶᶅᵣᶪ

18.4 

10.0 

7.4 

12.0 

11.4 

6.4 

7.4 

11.4 

4.0 

10.0 

4.3 

1.7 

1.0 

1.3 

0.3 

ᵡᶪ

ᵶᶅᵣᶪ

33.4 

32.1 

27.4 

16.4 

22.4 

18.4 

17.4 

19.7 

20.1 

24.4 

18.4 

13.4 

12.7 

6.7 

10.4 

ᵫ ᶆᵡᶪ

7.7 

11.7 

15.7 

9.4 

10.4 

14.4 

10.0 

9.7 

10.4 

10.4 

11.0 

14.4 

13.0 

11.7 

14.0 

ᶚᶇᶲᶈ

ᵶᶅᵣᶉᵣ

16.7 

22.1 

22.7 

35.8 

28.8 

36.1 

40.5 

34.8 

40.8 

31.8 

40.5 

45.8 

47.8 

54.8 

49.8 

23.7 

24.1 

26.8 

26.4 

27.1 

24.7 

24.7 

24.4 

24.7 

23.4 

25.8 

24.7 

25.4 

25.4 

25.4 

ӡ ╪ N֩=299 ֪

Ӣ᷊ᴻḛḁ ᶍᵪᵪᶩᶃᵰ═

N֩=299 ֪

ӣ᷊ᴻḛḁ ᶊ ᶇ ᵧᶨᶫᶪ

═ᶍשּ N֩=299 ֪

Ӥ ═שּ N֩=299 ֪

ӥ N֩=299 ֪

Ӧ ╪ᶍ ╓

֩═ ḅᴻ᷿ḫḳḷᴻ᷀ᴻ֪֩N=299 ֪

ӧᵩᶇᵶᶧᶩ ḃḻḇᴻ

֩ ╓ ⱱḃḻḇᴻ֪֩N=299 ֪

Ө ḁḎᴻ᷿ḯḻN֩=299 ֪

ө ᴴ ḲḗḛḲḎᴻ᷿ḯḻ֩N=299 ֪

Ӫ ⱱ ╢

֩᷆ᶷḦḕḀḫᴻ֪֩N=299 ֪

ӫ N֩=299 ֪

Ӭ ֩ḏᶹ᷊ᴻḛḁ֪֩N=299 ֪

ӭ

᷿֩ḯᴻḐḁḎᶹ֪֩N=299 ֪

Ӯ ᴴ N֩=299 ֪

ӯ ╓ ᷈ᴻḏᶸḕᴻḇᴻᴴ

ⱱ᷈ᴻḏᶸḕᴻḇᴻN֩=299 ֪

(%)
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 γ ⌂ ≢ ≤⌂∫≡™╢↓≤ 

 「24時間 365日対応できる医療従事者の確保」が 32.1％、「専門外の医療行為や疾患に対応できる連携体

制」が 29.8％、「緊急時の入院受入れ、または連携医療機関への入院手配」が 28.1％ 

 

⌂ ⌐≈™≡⁸ ⌐⌂∫≡™╢↓≤│ ─≥╣≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○人手不足  ○訪問距離が 16km以内の規制  ○在宅の処方箋がこないこと  ○在宅療養を行って

いない 

 

機関種類別で見ると、病院・診療所は他の機関と比べて、「緊急時の入院受入れ、または連携医療機関

への入院手配」の割合が高い。歯科診療所は他の機関と比べて、「専門外の医療行為や疾患に対応できる

連携体制」の割合が高い。薬局は他の機関と比べて、「24時間 365日対応できる医療従事者の確保」お

よび「看取りや急変時の対応に関する知識・技術等の向上」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪
ꞌ
ᶆ
ᵬ
ᶪ
═

ᶍ

ᶍ
═

⌡
ᶣ

ᶊ

ꞌ
ᶆ
ᵬ
ᶪ

ᶍ

╪

ᶫ

ᶝ
ᵾ
ᶎ

═

ᶗ
ᶍ

╪

קּ

ᶍ

ᶱ

ᵸ

ᶪ
᷊

ḛ
ḁ

ᶍ

ᶩ
ᶣ

ᶍ

ꞌ
ᶊ

ᵸ
ᶪ

ᴴ

ᶍ

ᵼ
ᶍ

299 32.1 29.8 28.1 21.7 15.1 7.7 31.4

╪ᴴ 134 38.8 26.9 39.6 20.1 12.7 9.0 27.6

שּ 109 13.8 33.9 17.4 24.8 11.9 6.4 40.4

53 54.7 28.3 18.9 20.8 26.4 7.5 22.6

֨֨

32.1

29.8

28.1

21.7

15.1

7.7

31.4

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð

ŧũ ŨūŪ ꞌǚǀǾ═ ǡ

ǡ═ ⌡Ƿ Ǟ ꞌǚǀǾ

ǡ ╪ ǿ ǱǒǢ

═ ǫǡ ╪

קּ ǡ ȅ ǌǾȞºȼȢ ǡ

ǽǷ ǡ ꞌǞ ǌǾ ¤ ǡ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ
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 ρ ─ ─ ≢ ⌂↓≤ 

 「本人の意思の確認がとれない」が 44.5％、「医療的な管理が難しい」が 19. 4％、「本人や家族が医療機

関を受診しない」が 19.1％ 

 

─ ─ ≢ ⌐№╡⁸ ⌂↓≤│ ≢∆⅛⁹o : ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○家族と断絶した人が来る  ○運転  ○認知症の患者がいない  ○在宅療養を行っていない 

 

 

 

 

 

 

 

44.5

19.4

19.1

16.1

9.7

9.0

6.7

6.7

3.7

1.3

0.3

8.0

28.4

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

ǡ≥ ǡ ƿǛǿǝƷ

═ ǝ ƿ ǊƷ

Ƿּק ƿ═ ȅ ǊǝƷ

ǡ╦ǲ┴ƻƿƵǖǙ 

ƿǚǀǝƷ

Ǜּק ǚ ǡ ƿ┴ƹ

ȞºȼȢȅ ǊǙ

ǵǼƻǝƷ ȞºȼȢ ƿƵǾ

קּ ƿ ǚƵǾǆǛȅ ǴǝƷ

ǡǒǴ ǝ

ȞºȼȢƿ ǄǼǿǝƷ

ǡ ƿ ǊǙ

ꞌƿ ǞǝǾ

ǡ ǿƿƵǾ

Ǟ ǊǒǆǛƿƵǾ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ
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 φ ☻ⱦכ◘ ≤─  

 ŋ ☻ⱦכ◘ ≤─  

 「上記のような連携は行っていない」が35.8％、「書面等による、在宅療養者に関する情報の共有」が32.8％ 

 

☻ⱦכ◘ ≤─ ⌐≈™≡⁸ ─╟℮⌂↓≤╩ ∫≡™╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機関種類別で見ると、歯科診療所は他の機関と比べて、「上記のような連携は行っていない」の割合が

高い。薬局は他の機関と比べて、「書面等による、在宅療養者に関する情報の共有」、「サービス担当者

会議への参加」の割合が高い。 

在宅医療有無別で見ると、実施している医療機関は実施していない医療機関と比べて、「書面等による、

在宅療養者に関する情報の共有」、「サービス担当者会議への参加」、「介護サービス事業者との定期的

な情報交換」および「緊急時の対処方法に関する介護サービス事業者との取り決め」の割合が高い。実施

していない医療機関は実施している医療機関と比べて、「上記のような連携は行っていない」の割合が高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

ᶊ
ᶧ
ᶪᶊ

ᵸ
ᶪ

ᶍ

᷊

ḛ
ḁ

ᶗ
ᶍ

נּ

᷊

ḛ
ḁ

ᶇ
ᶍ

ᶉ

ᶍ

ᶊ

ᵸ
ᶪ

᷊

ḛ
ḁ

ᶇ
ᶍ

ᶩ

ᶠ

Ḍ

ḳ
ᶊ

ᶧ
ᶪ

ᶊ

ᵸ
ᶪ

ᶍ

ᵼ
ᶍ

ᶍ
ᶧ
ᵥ
ᶉ

ᶎ

ᶅ

ᵣ
ᶉ
ᵣ

299 32.8 13.0 10.4 6.7 4.3 0.7 35.8 22.1

╪ᴴ 134 38.1 11.2 10.4 8.2 3.7 0.7 32.1 20.9

שּ 109 18.3 6.4 8.3 4.6 1.8 0.0 48.6 25.7

53 49.1 30.2 11.3 3.8 9.4 1.9 20.8 17.0

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶪ 97 57.7 24.7 17.5 16.5 8.2 1.0 25.8 6.2

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶉᵣ 193 20.7 5.7 7.3 2.1 2.1 0.5 42.5 29.5

֨֨

═

32.8

13.0

10.4

6.7

4.3

0.7

35.8

22.1

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð

ǞǻǾ  Ǟ ǌǾ ǡ

ȞºȼȢ ǫǡ נּ

ȞºȼȢ Ǜǡ ǝ

ǡ Ǟ ǌǾ

ȞºȼȢ Ǜǡ ǽ Ǵ

žŸƉȭºɔǞǻǾ  Ǟ ǌǾ ǡ

ǐǡ

ǡǻƹǝ Ǣ ǖǙƷǝƷ

₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ
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 o ╩ ∫≡™⌂™  

 「介護保険サービス事業者との交流の機会がない」が 35.5％、「連携方法がわからない」が 29.0％ 

 

ₒ ≢₈ ─╟℮⌂ │ ∫≡™⌂™₉≤ ─  x

8-1 ∕─ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○コロナ禍で経営不振  ○必要性のある患者がいない  ○在宅療養を行っていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.5

29.0

15.9

15.9

12.1

7.5

27.1

0.9

0ð 20ð 40ð

ȞºȼȢ Ǜǡ ǡ ƿǝƷ

ƿȂƾǼǝƷ

ȞºȼȢ ǡ═ Ǟ

ǌǾ Ƿ ƿ ǊǙƷǾ

ǝǜǡ ǡ ƿȂƾǼǝƷ

ǡ ȅƵǱǽ ǋǝƷ

ƽ ƷǞ ǚ ƿǛǿǝƷ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=107ˣ
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 χ◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ≤─ ─  

 ŋ ─ ─  

 「連携していない」が 49.5％、「ない」が 33.4％ 

 

◔▪ⱴⱠ☺ꜗכ ≤─ ≢ ⅜№╡╕∆⅛⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

機関種類別で見ると、歯科診療所は他の機関と比べて、「ある」の割合が低く、「連携していない」の

割合が高い。薬局は他の機関と比べて、「ない」の割合が高い。 

在宅医療有無別で見ると、実施している医療機関は「ない」と回答した割合が約半数を占めている。実

施していない医療機関は実施している医療機関と比べて、「連携していない」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵡᶪ

10.7

ᶉᵣ

33.4

ᵶᶅᵣᶉᵣ

49.5 6.4 
N֩=299 ֪

(%)

֩ð֪
ᵡ
ᶪ

ᶉ
ᵣ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

299 10.7 33.4 49.5 6.4

╪ᴴ 134 13.4 32.8 47.8 6.0

שּ 109 3.7 28.4 60.6 7.3

53 17.0 43.4 34.0 5.7

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶪ 97 24.7 52.6 20.6 2.1

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶉᵣ 193 3.6 22.8 65.3 8.3

֨֨

═
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 o ≤ ∂≡™╢↓≤  

 

ₒ ≢₈ №╢₉≤ ─  x

9-1 ≤ ∂≡™╢↓≤╩ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹o  x

 

ừ  

・ケアマネジャーの連絡先が分からないことがある。 

ừ  

・本人や配偶者にケアマネジャーを聞いても誰かわからないことがある。本人や配偶者が当院から連絡を 

することに消極的な事例もある。 

・ケアマネとの情報交換の場が少ない。 

・ケアマネジャーによって、対応に差がある。 

・十分な時間がとれない。 

・必要に応じて関係先を調べ、問い合わせ等をしているが、スムーズな連絡、確認体制が確立されていない。 

・人手不足なのか、連絡がとれないことがある。担当者以外ではわからないことが多いので、連絡がとれ 

ないととても困る。 

・ケアマネジャーからの連絡や相談がない。 

・連絡がスムーズではないことがある。 

・連絡のタイミングが課題である。 

・担当者が誰か決まったら医療機関に連絡が欲しい。家族にサービスやプランなどを提案した場合はその 

内容についてについて連絡がほしい。内容によっては事前に相談してもらいたい。 

・  

・患者の現状認識がずれていることがある。 

・サービス利用に関する情報が得られない。介護認定すらわからないことがある。 

・訪問看護導入について、一部のケアマネは消極的。 

・介護保険制度や認定審査への理解。 

・書面でのやり取りだけでは患者情報の共有に限界がある。 

ừ  

・連絡の取り方、報告書のテンプレート化。 

・ケアマネジャーと会う場がない。 

・歯科診療に対する理解不足（当方側の情報発信不足もある）。 

ừ  

・薬剤師への情報共有が不十分なことが多い。 

・訪問ヘルパーと訪問看護があれば薬剤師介入は必要ないと思われがちで、訪問ヘルパーと訪問看護に 

負担がかかっているように感じる。 

・ケアマネジャーとやりとりをすることがなく、ケアマネジャーに何ができるか分からないし、何を求め 

られているのかもわからない。 

・報告はしているが、その反応がない。 

・こまめな連携ができていない。 

・医療従事者や介護スタッフとの連帯感は、コロナ禍以降実際に会って話すことが難しくなった。 

・情報が直接入ってこず、又聞きとなり正確な情報が伝わってこない。 

・ケアマネジャーによって、連携の程度が全く違う。 

・ケアマネジャーが忙しくなかなか密に連絡がとれない。 
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ᵫ ⅔≤⇔╟╡ ☿fi♃כ≤─ ─  

 ŋ ─ ─  

 「連携していない」が 57.9％ 

 

10 ⅔≤⇔╟╡ ☿fi♃כ ☿fi♃כ ≤─ ≢ ⅜№╡╕∆⅛⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

機関種類別で見ると、病院・診療所および薬局は歯科診療所と比べて、「ない」の割合が高い。歯科診

療所は他の機関と比べて、「連携していない」の割合が高い。 

所在地別で見ると、京橋および日本橋地域は月島地域と比べて、「連携していない」の割合が高い。月

島地域は他の地域と比べて、「ない」の割合が高い。 

在宅医療有無別で見ると、実施している医療機関は「ない」と回答した割合が約半数を占めている。実

施していない医療機関は実施している医療機関と比べて、「連携していない」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵡᶪ

4.3

ᶉᵣ

35.1

ᵶᶅᵣᶉᵣ

57.9 2.7 
N֩=299 ֪

(%)

֩ð֪
ᵡ
ᶪ

ᶉ
ᵣ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

299 4.3 35.1 57.9 2.7

╪ᴴ 134 6.7 42.5 47.8 3.0

שּ 109 2.8 22.9 72.5 1.8

53 1.9 39.6 54.7 3.8

130 1.5 33.1 63.8 1.5

126 5.6 31.0 58.7 4.8

42 9.5 54.8 35.7 0.0

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶪ 97 7.2 53.6 38.1 1.0

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶉᵣ 193 3.1 25.9 67.9 3.1

֨֨

═
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 o ≤ ∂≡™╢↓≤ 

 

ₒ 10≢₈ №╢₉≤ ─  x

10-1 ≤ ∂≡™╢↓≤╩ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹o  x

 

ừ  

・家族支援の無い独居高齢者の支援困難例が多い。 

 

ừ  

・個人情報を取り扱うため、本人・家族の許可。 

・書類だけでの連携となること。 

・お互いの勤務時間内で、十分に時間がとれない。 

・必要に応じて、関係先を調べ、問い合わせ等をしているが、スムーズな確認が確立されていない。 

・おとしより相談センター（地域包括支援センター）の人手不足。 

・患者・医療者ともにおとしより相談センター（地域包括支援センター）の役割が理解できていない。 

 

ừ  

・こちらの知識・情報不足もあるが、全然連携できていない。 

・積極的な連携が組みにくい。 
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ᵬ ☻♥כ◦ꜛfi≤─ ─  

 ŋ ─ ─  

 「連携していない」が 56.5％ 

 

11 ─≥fiꜛ◦כ♥☻ ≢ ⅜№╡╕∆⅛⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

機関種類別で見ると、病院・診療所、薬局は歯科診療所と比べて、「ない」の割合が高い。歯科診療所

は他の機関と比べて、「連携していない」の割合が高い。 

所在地別で見ると、京橋および日本橋地域は月島地域と比べて、「連携していない」の割合が高い。月

島地域は他の地域と比べて、「ない」の割合が高い。 

在宅医療有無別で見ると、実施している医療機関は実施していない医療機関と比べて、「ある」および

「ない」の割合が高い。実施していない医療機関は実施している医療機関と比べて、「連携していない」

の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵡᶪ

4.7

ᶉᵣ

35.8

ᵶᶅᵣᶉᵣ

56.5 3.0 
N֩=299 ֪

(%)

֩ð֪
ᵡ
ᶪ

ᶉ
ᵣ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

299 4.7 35.8 56.5 3.0

╪ᴴ 134 5.2 47.0 44.0 3.7

שּ 109 1.8 21.1 75.2 1.8

53 9.4 37.7 49.1 3.8

130 0.8 34.6 63.1 1.5

126 7.1 31.0 57.1 4.8

42 9.5 54.8 33.3 2.4

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶪ 97 8.2 58.8 32.0 1.0

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶉᵣ 193 2.6 24.4 69.4 3.6

֨֨

═
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 o ≤ ∂≡™╢↓≤ 

 

ₒ 11≢₈ №╢₉≤ ─  x

11-1 ≤ ∂≡™╢↓≤╩ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹o  x

 

ừ  

・患者さんがどこの訪問ステーションに通っているか、連絡先が書いたカードなどを持っていると連絡し

やすい。連絡したくても、どこに連絡すればよいのかわからない。 

・書類だけの連携。 

・訪問看護の情報はよいが、こちらでの診療の情報が訪問看護の方に十分に届いていない。 

・24時間 365日対応の訪問看護ステーションで、患者が亡くなった際に何度連絡しても電話がつながら

ないことがあった。亡くなられることは想定された状況で、事前に状態も伝え対応を依頼していたにも

関わらずそういった状況で対応に不安を感じた。 

・急変時の対応をどこまで行うか。 

・３ヶ月に１回しか報告書を送ってこない事業者がある。 

・書面での報告だけでは実際の患者の状態やケアの内容がよくわからないことが多い。 

 

ừ  

・口腔内清掃方法等の知識が乏しく、大量の汚れやプラークが残されたままになっている事例があった。 

 

ừ  

・こまめな連携がとれていない。 

・薬の管理を薬局がするのか訪看がするのか曖昧なところがある。 

・訪問ステーションによって対応に差がある。 

・服用方法などの指導。 
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ᵭ ≤─ ─  

 ŋ ─ ─  

 「ない」が 51.8％ 

 

ₒ∆═≡─ ה ─  x

12 ≤─ ≢ ⅜№╡╕∆⅛⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

機関種類別で見ると、病院・診療所は他の機関と比べて、「ない」の割合が高い。歯科診療所は他の機

関と比べて、「連携していない」の割合が高い。 

所在地別で見ると、月島地域は他の地域と比べて、「ない」の割合が高い。 

在宅医療有無別で見ると、実施している医療機関は実施していない医療機関と比べて、「ない」の割合

が高い。実施していない医療機関は実施している医療機関と比べて、「ある」および「連携していない」

の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵡᶪ

4.7

ᶉᵣ

51.8

ᵶᶅᵣᶉᵣ

32.8 10.7 
N֩=299 ֪

(%)

֩ð֪
ᵡ
ᶪ

ᶉ
ᵣ

ᵶ
ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

299 4.7 51.8 32.8 10.7

╪ᴴ 134 9.0 59.7 26.9 4.5

שּ 109 1.8 45.9 49.5 2.8

53 0.0 45.3 13.2 41.5

130 3.1 50.0 39.2 7.7

126 6.3 49.2 30.2 14.3

42 4.8 64.3 21.4 9.5

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶪ 97 1.0 69.1 21.6 8.2

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶉᵣ 193 6.7 45.6 39.4 8.3

֨֨

═



Ⅵ 在宅医療・介護に関する調査（調査Ｆ） 

 227 
中央区高齢者の生活実態調査およびび 

  介護サービス利用状況等調査報告書 

 o ≤ ∂≡™╢↓≤ 

 

ₒ 12≢₈ №╢₉≤ ─  x

12-1 ≤ ∂≡™╢↓≤╩ ⌐⅔ ⅝ↄ∞↕™⁹o  x

 

ừ  

・他院からの処方との関連がよくわからない。お薬手帳以外の情報が不十分。 

・こちらで処方する薬を「ないので変更してほしい」と（同じ薬を）何度も繰り返し、取り寄せるつもり

がない。 

・処方現場で、治療方針と違うアドバイスをしないでほしいと思う。 

・処方した漢方薬の在庫がないことがある。 

・患者が薬局に行って、処方薬の量や期間の変更を訴えたり、異なる薬を希望したりすることがある。 

・システムのＩＴ化の格差がある。 
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ᵮ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ☻ⱦכ◘─ ┼─  

 「収益が減った」が 73.9％、「患者に感染者が出た」が 48.5％ 

 

13 ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ⌐╟╡⁸ ⌐│≥─╟℮⌂ ⅜№╡╕⇔√⅛⁹ 

【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○患者が少し減った  ○キャンセルが出た  ○医師や職員とその家族感染による休診・人手不足 

○感染対策をするのに費用がかかった  ○閉院寸前 

○口腔衛生への関心が高まり、定期健診の意識が高まった  ○防護服の着替えが早くなった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.9

48.5

42.5

32.1

10.0

7.4

4.0

0.3

5.0

1.0

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

♬ƿ ǖǒ

Ǟ ƿ ǒ

Ǟ ǴǒǆǛǞǻǽ 

ǫǡ ꞌ ƿ Ǌǒ

╢Ǟ ƿ ǒǒǴ 

ǡ┐ Ǟ Ǌǒ

ǞǢȞºȼȢ ȅ Ǌǒ

ȓɜɒȍɜ ƿ Ǌǒ

Ȝɖȳ ȅ ǛǊǒ ƿƷǒ

ɋȹȍɔ¤ȨȿɕȬȱ ǚ

ȅ ǌǾǻƹǞǝǖǒ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ
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─ ⌐≈™≡ 

 v  

 ŋ ─  

「使っている」が 67.9％ 

 

14 ≢│⁸ ╩ ∫≡™╕∆⅛⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

機関種類別で見ると、歯科診療所は他の機関と比べて、「使っていない」の割合が高い。薬局は他の機

関と比べて、「使っている」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᶂᶅᵣᶪ

67.9 

ᶂᶅᵣᶉᵣ

27.1 5.0 
N֩=299 ֪

(%)

֩ð֪

ᶅ
ᵣ
ᶪ

ᶅ
ᵣ
ᶉ
ᵣ

299 67.9 27.1 5.0

╪ᴴ 134 72.4 24.6 3.0

שּ 109 57.8 36.7 5.5

53 77.4 15.1 7.5

֨֨
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 o≥─╟℮⌐ ⇔≡™╢⅛ 

「パソコン」の使用率は、「④報酬請求との連携」が 71.9％、「③オンライン会議」が 58.1％、「②電子カ

ルテ連携」が 43.3％ 

 

ₒ 14≢₈ ∫≡™╢₉≤ ─  x

14-1 ≥─╟℮⌂ ≢ ╩ ∫≡™╕∆⅛⁹o  x

 

＜①画像診断・遠隔診断＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜③オンライン会議＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜⑤その他＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜②電子カルテ連携＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜④報酬請求との連携＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.0

8.4

4.9

2.5

2.5

57.1

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȺȦȜɜ

ȨȿɕȬȱ

ȢɇºȱȾȒɜ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=203ˣ

43.3

8.9

1.0

0.0

1.0

54.7

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȺȦȜɜ

ȨȿɕȬȱ

ȢɇºȱȾȒɜ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=203ˣ

58.1

20.7

19.2

3.0

0.0

35.5

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȺȦȜɜ

ȢɇºȱȾȒɜ

ȨȿɕȬȱ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=203ˣ

71.9

0.5

0.5

0.0

0.5

27.6

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȺȦȜɜ

ȨȿɕȬȱ

ȢɇºȱȾȒɜ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=203ˣ

4.9

3.9

3.0

1.0

2.0

90.1

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð 100ð

ȺȦȜɜ

ȨȿɕȬȱ

ȢɇºȱȾȒɜ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=203ˣ
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 ɔ ⇔≡™⌂™  

「有効活用できるかわからない」が 67.9％、「コストがかかる」が 44.4％ 

 

ₒ 14≢₈ ∫≡™⌂™₉≤ ─  x

14-2 ∫≡™⌂™ │ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.9

44.4

28.4

4.9

3.7

0ð 20ð 40ð 60ð 80ð

ǚǀǾƾȂƾǼǝƷ

ȜȢȱƿƾƾǾ

╢ƿ ƷǆǝǎǝƷ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=81ˣ
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╡⌐≈™≡ 

 v ⌐ ≢ ∫√  

「０人」が 65.6％ 

 

15 10 ⅛╠ ╕≢─ ⌐⁸ ≢ ∫√ │ ≢∆⅛⁹ 

(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

所在地別で見ると、月島地域は他の地域と比べて、「１～５人」の割合が高い。 

在宅医療有無別で見ると、実施している医療機関は実施していない医療機関と比べて、「１～５人」の

割合が高い。実施していない医療機関は実施している医療機関と比べて、「０人」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

֩ð֪

∙

299 65.6 9.4 0.7 0.7 0.3 0.0 0.7 22.7

130 66.9 9.2 0.0 1.5 0.0 0.0 0.8 21.5

126 64.3 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6

42 64.3 16.7 4.8 0.0 2.4 0.0 2.4 9.5

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶪ 97 55.7 24.7 2.1 2.1 1.0 0.0 2.1 12.4

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶉᵣ 193 72.0 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.9

֨֨

═

65.6 9.4 

0.7 0.7 0.3 

∙

0.7 

22.7 
N֩=299 ֪

(%)
0.0
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 β ╡─√╘─ ⁸ ∕─  

 「その他」が 23.7％、「自宅」が 18.4％ 

 

16 ≢─ ╡─ │≥↓≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○看取りを行っていない  ○在宅診療を行っていない 

 

 

 γ≥─╟℮⌂ ⅜№╣┌ ╡⅜ ⅛ 

 「看取りに関する指針を患者・家族に説明し同意を得ていること」が 23.7％、「患者本人の意思表示」が

21.4％、「その他」が 18.7％ 

 

17 ≥─╟℮⌂ ⅜№╣┌ ╡⅜ ≢∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○看取りを行っていない（考えていない）  ○在宅診療を行っていない 

18.4

4.0

2.7

2.3

23.7

54.5

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð

Ʉºɉ¤ Ʉºɉ

È É

ȞºȼȢ ǀ Ǆ

șɔºɀɄºɉ

È ꞌ É

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ

23.7

21.4

13.4

9.4

18.7

45.8

0ð 20ð 40ð 60ð

ǽǞ ǌǾ ȅ קּ¤ Ǟ

Ǌ ≥ȅ ǙƷǾǆǛ

ǡ≥

═ ƿ═ Ǟ ǘǀ ǡ

ǲƿǝƷǛ ǊǙƷǾǆǛ

ƾǼǡŧũ ǡ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ
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 ρ ╡⌐≈™≡ ╙ ⇔≡™╢↓≤ 

 「自宅か医療機関か、本人の意思を尊重した看取りが望ましい」が 25.4％、「その他」が 11. 0％ 

 

18 │⁸ ╡⌐≈™≡≥─╟℮⌐ ⅎ≡™╕∆⅛(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○看取りを行っていない  ○在宅診療を行っていない 

 

 

 φ ╡⌐ ⇔≡ ⇔≡™╢↓≤ 

 「その他」が20.4％、「利用者の意思を確認する」が20.1％、「家族の意向が一致しているか確認する」が17.1％ 

 

19 ≢⁸ ╡⌐≈™≡ ⇔≡™╢↓≤⅜↓─ ⌐№╡╕∆⅛⁹o  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○看取りを行っていない  ○在宅診療を行っていない  ○対象となる患者がいない 

25.4

8.4

6.7

6.0

3.7

11.0

38.8

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

ƾ═ ƾ  ǡ≥ ȅ

Ǌǒ ǽƿ ǱǊƷ

ƾ═ ƾ ּק ǡ≥ ȅ

Ǌǒ ǽƿ ǱǊƷ

סּ ǝ ǽ ǚ ǽǱǚ ƹǬǀǚƵǾ

ǽǢ  ǚǢ Ǜ ƻǙƷǾ

סּ ǝ ǽ ǚ ƹƿ 

ǽǢ═ ǚ ƹǬǀǚƵǾ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ

20.1

17.1

9.7

9.4

6.7

20.4

50.5

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð 60ð

ǡ≥ ȅ ǌǾ

קּ ǡ≥ ƿ╗ ǊǙƷǾƾ ǌǾ

קּ ∙ ǡ ⱱ ÈȚȋɇȶȡɌº ÉǛ

ǚǀǾ ȅǗǂǾ

קּ ƿ ǽǡ ǞǗƷǙטּ

ǚǀǾǻƹǞǊǙƷǾ

ŧũ ꞌƿǚǀǾ ȅǗǂǾ

ǐǡ ₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ
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 χ ▪♪Ᵽfi☻ה▪◔הⱪꜝfi♬fi◓ ─  

 「活用したことがない」が 69.2％ 

 

20 ▪♪Ᵽfi☻ה▪◔הⱪꜝfi♬fi◓ ╩ ⇔√↓≤⅜№╡╕∆⅛⁹(₃│ ≈)  

 

 

 

 

 

 

 

機関種類別で見ると、病院・診療所は他の機関と比べて、「活用したことがある」の割合が高い。薬局

は他の機関と比べて、「活用したことがない」の割合が高い。 

在宅医療有無別で見ると、実施している医療機関は実施していない医療機関と比べて、「活用したこと

がある」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᵶᵾᵲᶇᵫᵡᶪ

5.0 

ᵶᵾᵲᶇᵫᶉᵣ

69.2 25.8 
N֩=299 ֪

(%)

֩ð֪

ᵶ
ᵾ
ᵲ
ᶇ
ᵫ

ᵡ
ᶪ

ᵶ
ᵾ
ᵲ
ᶇ
ᵫ

ᶉ
ᵣ

299 5.0 69.2 25.8

╪ᴴ 134 9.0 69.4 21.6

שּ 109 0.9 63.3 35.8

53 3.8 79.2 17.0

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶪ 97 10.3 71.1 18.6

═ ᶱ ᵶᶅᵣᶉᵣ 193 2.6 69.4 28.0

֨֨

═ 71.1
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ᵫ ▪♪Ᵽfi☻ה▪◔הⱪꜝfi♬fi◓ ─ ⌐ ⌂↓≤ 

 「ＡＣＰに関する、利用者・家族をはじめとする、区民啓発を進めること」が 18.1％、「一度だけでなく、

継続的に意向の確認や話し合いをすること」が 17.4％、「早いタイミングからの意向の確認や話し合いを行

うこと」が 15.1％ 

 

21 （アドバンス・ケア・プランニング）をすすめる上で必要なことは何ですか。【複数回答：３つまで】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他の回答＞ 

○ＡＣＰにこだわる余り治療が消極的にならないよう注意すべき  ○わからない 

 

 

 

 

 

 

 

18.1

17.4

15.1

12.4

12.0

7.0

6.7

11.4

46.8

0ð 10ð 20ð 30ð 40ð 50ð

ŶŸƅǞ ǌǾ  קּ¤ ȅ

ǢǋǴǛǌǾ  ȅ ǴǾǆǛ

╗ ǓǄǚǝǂ  Ǟ

≥ ǡ Ƿ Ǌ ƷȅǌǾǆǛ

ƷȨȍɈɜșƾǼǡ≥ ǡ

Ƿ Ǌ Ʒȅ ƹǆǛ

ǡ≥ ȅ Ǌ  Ǳǚ

≥ ⱱȅ ƿǄǾǆǛ

ƾǼ  ǔȅ ǎǾ

∫ Ƿ ȅǗǂǾǆǛ

קּ¤ Ǜǡ ╗  

קּ ǡ Ǟǵ ǌǾǆǛ

ǝȞºȼȢ Ƿ ⱱƿǚǀǾ

ǚǡ ȅ ǴǾǆǛ

ǐǡ

₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ
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◔▪◦☻♥ⱶ⌐≈™≡ 

 v ◔▪◦☻♥ⱶ ⌐ ↑≡ ╡ ╗═⅝  

「医療関係者と介護関係者が情報交換できる場を確保する」が 25.4％、「医療的ケアが必要な人が利用で

きるショートステイ施設を充実させる」が 23.4％、「訪問看護ステーションを更に充実させる」が 20.4％ 

 

22 ≤ ╩ ⌐ ⇔⁸ ╩ ╘≡™ↄ√╘⁸ ⁸ ☻ⱦכ◘ ⁸ 

│≥─╟℮⌂↓≤⌐ ╡ ╗↓≤⅜ ∞≤ ™╕∆⅛⁹o : ≈╕≢  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.4

23.4

20.4

19.1

17.1

16.1

15.7

13.7

8.7

8.4

4.0

24.7

0ð 5ð 10ð 15ð 20ð 25ð 30ð

═ Ǜ ƿ

ǚǀǾ ȅ ǌǾ

═ Țȋƿ ǝ ƿ ǚǀǾ

ȠɐºȱȢȯȍ ȅ ǈǎǾ

ȢȯºȠɐɜȅ Ǟ ǈǎǾ

ƽǛǊǻǽ ȤɜȨºÈ ╓ ⱱ

ȤɜȨºÉǝǜǡ ǝ ǡ

═ Ǜ ǡ ɇȴɎȋɔȅ ǌǾ

═ ȚȋǷ ƿ ǄǼǿǾ

ȞºȼȢ ǀ Ǆ ȅ ǈǎǾ

═ Țȋƿ ǝ ƿ ǚǀǾ

ȰȍȞºȼȢ ȅ ǈǎǾ

ǡǒǴǡטּ ȅ ǈǎǾ

žŸƉȭºɔǞǻǾ  Ǟ

ǌǾ ǡ ȅ ǌǾ

ǡ═ Ƿ ǫǡ

סּ ȅ Ǌǒ ɓȢȱȅ ǌǾ

ǐǡ
₈ᵕ ₰ˢN=299ˣ
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機関種類別で見ると、病院・診療所は他の機関と比べて、「医療的ケアが必要な人が利用できるショー

トステイ施設を充実させる」、「訪問看護ステーションを更に充実させる」および「医療的ケアや介護が

受けられるサービス付き高齢者向け住宅を充実させる」の割合が高い。薬局は他の機関と比べて、「医療

関係者と介護関係者が情報交換できる場を確保する」、「多職種連携強化のための研修を充実させる」お

よび「ＩＣＴツールによる、在宅療養者に関する情報の共有を推進する」の割合が高い。 

在宅医療有無別で見ると、実施している医療機関は実施していない医療機関と比べて、「医療関係者と

介護関係者が情報交換できる場を確保する」、「医療的ケアが必要な人が利用できるショートステイ施設

を充実させる」、「おとしより相談センター（地域包括支援センター）などの身近な相談窓口の充実」、

「医療と介護の連携マニュアルを作成する」、「多職種連携強化のための研修を充実させる」および「Ｉ

ＣＴツールによる、在宅療養者に関する情報の共有を推進する」の割合が高い。実施していない医療機関

は実施している医療機関と比べて、「訪問看護ステーションを更に充実させる」の割合が高い。 
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 ừ  

・専門科の疾患のみ対応しており、主治医は別にいるので、看取りはしていない。褥瘡、痒みで困った時

に診察し、アドバイスしている。 

・在宅医療を始めるハードルが高いので、もう少し気軽に始められるようにしてほしい。例えば、365日

24時間連絡可能など。専門科ならではの診療の需要もあるが、なかなか始められないのが現状である。 

・  

・高齢者、認知症以外の在宅医療について、情報がない。 

・民間の老人ホームやサービス付き高齢者住宅に入居中の高齢者が病気や認知症になると、その居住施設

を退去させられ、「在宅」療養する家がなくなってしまうのが問題である。 

・介護する家族が有職者であったり軽度の障害者等である場合に、なかなか本人の支援に繋がらないこと

があり、その家族をサポートする体制が必要。 

・訪問看護の重要性、適用範囲についてケアマネに深く認識してほしい。 

・  

 

ừ  

・歯科の在宅療養は、歯科医師会を通して連携していることが多いと思う。 

・親の介護のために、働きざかりの人間を離職させる在宅の介護はいかがなものかと考えさせられる。 

・在宅や介護については、長い間、通院した顔なじみの歯医者を各々が持つことが必要。 

・医療と介護は分けられるものではなくそれぞれが互いに連携し患者を診ていく事が基本と考える。更に

は家族に対する心のケアも必要不可欠な事である、 

・地域性により必ずしも訪問に拘らず、患者の搬送システムを充実させる事も有効ではないか。 

 

ừ  

・多職種が連携しやすいように、顔合わせできる場に参加する機会があるとよい。 

・連携の時間がとりにくい。日常業務で追われている現実がある。 

・事業所によってバラバラなことが多く、情報共有もままならないことが多い。多職種連携するにあたっ

て、行政、医師会、薬剤師会などがある程度声掛けなどしてくれるとよい。 
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